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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























孤独に震える少女の心。

絶望の闇の中、仄かに灯りし小さな光。

其は師匠と慕う少年との誓い──約束。

強き光は、深き闇も同じ。

ただの一度も理解をされず、それでもなお、

勇者はただ、剣を振るう。

世界を救いし後もなお、ただ一人。

彼女に光を与えた少年を信じて。
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「──死にたくない。死にたくない。死にたくない」

　小さく呟き続ける。

　身の丈ほどもある剣を抱きしめて、少女は地面に座り込んだまま、ただ延々と呟き続ける。

（あの場所が恋しい。帰りたい……でも、帰れない）

　両目から止めどなく流れ落ちる雫しずく。

（どうしてこんな場所にいるんだろう。どうして戦わなくてはならないんだろう）

　手が、足が、全身の震えが止まらない。

　歯の根が合わず、さっきからガチガチと鳴っている。

（どうして……どうして……？）

　心臓が張り裂けそうなほどに鼓動を打ち、季節は夏を迎えて暑いはずなのに、寒くて寒くて堪たまらない。

　少女は小さな体を更に小さく丸めると、両腕で身の丈ほどもありそうな剣をきつく抱きしめる。

　砦とりでの中で見つけた小さな部屋。

　物置にでも使われていたのだろうか。

　少女にはなんの用途に使われるのか分からない道具が、雑然と仕舞い込まれている。

　その小さな物置部屋の、隅っこでただ一人。

　少女は震え続けていた。

　ここならば、誰にも見つからずにひとり泣くことができた。

　部屋の外から途切れること無く聞こえてくる、人々のすすり泣き。男たちの怒号。

　平和だった村々を、突然魔物たちの大群が襲った。

　魔王を頂点とする魔族によって統率された魔物たちが、無防備な村人たちを蹂じゆう躙りんした。

　逃げ惑う村人たち──碌な抵抗もできず、ある者は背中を鋭い爪によって切り裂かれ、またある者は、下半身を食いちぎられて地面に内臓をぶちまけた。

　兵士たちの駐ちゆう屯とんするネストの町に築かれた砦から、異変を察して救援隊が駆けつけたものの、砦へと逃げ込むまでの間にも多くの犠牲者を出してしまった。

　村人たちをかばい、多くの兵士たちが命を奪われた。

　指揮を執っていた騎士たちは、最後まで村人たちの逃げる時間を稼ぐべく、獅子奮迅の戦いを繰り広げ死んでいった。

　しかし、多大な犠牲を払いながらようやくの思いでネストの町へと逃げ込むことができたものの、町と砦の外壁の周囲は魔物たちによって完全に包囲されてしまっている。

　残された砦の戦力は少なく、そして誰もが負傷していた。

　先程から時折、大型の魔物が砦の門に体当たりする音が響いてくる。

　指揮を執る騎士もおらず、残された兵士たちは、いつ破られるかわからない砦の門の内側で、ただ武器を抱え込んでその時が訪れるのを待つしかなかった。

　そもそも魔物たちが、本気でこの砦を落とそうとしているならば、空を飛ぶ魔物に上空から攻撃させるとか、魔法を使える魔族が門を破壊してしまえば良い。

　それなのになぜ、わざわざ大型の魔物の体当たりによって、門を破壊しようとしているのか。

　楽しんでいるのだ。

　この砦へと逃げ込んだ、ちっぽけで無力な人間たちの恐怖を。

　愛いとしい者たちが殺されたことに打ちひしがれる、人々の悲しみを。

　魔物たちが本格的に攻勢をかければ、この小さな砦とそこに逃げ込んだ僅かな戦力では、満足な抵抗すらできず、蹂躙され尽くしてしまうだろう。

　この時代、こうして落とされる町や村、砦は珍しくなかった。

　魔王軍によって与えられる絶望。

　この時代ではさして珍しくない光景が、この砦でも起こる。

　ただそれだけの話。

　だが──。

　人々の目が、祈りが、砦の主塔へと集まっていた。

　そこには世界の希望となった存在がいた。

　帝都を旅立って数日──一夜の宿を求めて、偶然にもこの場所を訪れた者がいた。

　女神アナスタシアによって祝福された『勇者』と呼ばれる存在が──。

　迫り来る魔物による蹂躙という名の死への絶望感の中で、彼女の存在が、人々に僅かな希望を与えていた。

　だからこそ、その人たちの希望に応えるために、少女は小さな物置小屋の中へと、一人籠らざるを得なかった。

　彼らと同様に迫り来る死への恐怖に震えている姿を、彼らに見せないために。

　少女は、彼らにとって残された最後の希望なのだから──。




「……レティシア？」

　物置部屋の外から名前を呼ばれた。

「レティシア、そろそろ限界に近い」

「……うん」

　小さく頷くと、レティシアは手の甲で涙を拭った。

　抱え込んでいた剣を持って立ち上がる。

　明かりもなく、採光窓もない部屋の中だが、戸の隙間から差し込んでくる外の光を頼りに戸に手をかけようとして──止まらない手の震えに気づいた。

「……少し待って」

　外にいる人物へと返事をし、レティシアは震える声で小さく《明かり》の魔法を唱えた。

　手のひらの上に、ろうそくほどの小さな魔法の光が灯り、部屋の中を薄うつすらと明るく照らしだした。

　部屋の中が明るくなると、レティシアは何度も深呼吸を繰り返す。

　震える手で剣の柄つかを強く握り締めた。

　皆の前で恐怖に震えているみっともない姿を見せることはできない。

　なぜなら彼女は勇者だから。

　人々の光。魔王の侵略に対抗するための人類最後の希望の剣。

　それこそが、『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスなのだから。

　だが──。

「帰りたいよ。助けてよぉ……お兄ちゃん」

　消え入りそうな程小さな声で、帝都で別れた幼馴染の少年に助けを乞うレティシアの姿は、歳相応の幼いものだった。

　夢へと向かって、どこまでも真っ直ぐに進んでいく幼馴染。

　自分の力ではどうしようもない暗闇の底にいたレティシアに、光を差し込んでくれた唯一人の人物。

　脳裏に浮かんだ少年のことを思うと、恐怖で塗り潰されそうになっていたレティシアの小さな胸の中で、ぽっと暖かいものが生まれた。

　不思議と胸の鼓動が静まっていく。

　目を開いて両手を見る。

　手の、足の震えが止まっていた。

（もう、大丈夫）

　戸に手をかけて物置部屋の外へと出る。

　そこには、レティシアの旅の連れであるティアラ・スキュルス・ヴェルファが立っていた。

「門が破られる前に討って出なくては、状況は悪くなる一方」

　ティアラの言葉にレティシアは頷くと、主塔の外へと向かって歩き出す。

　先程までの怯おびえを微み塵じんも感じさせない、しっかりとした足取りで。

「待って」

　しかし、ティアラはエルフ族特有の端整な顔をわずかにしかめると、レティシアの頰へと右手を伸ばす。

「な、何？」

「レティシア……泣いてた？」

　頰へと当てられたティアラの手が微かに光を帯びると、レティシアの顔全体を仄ほのかな温もりが包み込んだ。

「癒しの魔法はあまり得意ではないけれど、そんな顔でみんなの前に立たないほうがいい」

　光が消える。

　泣き腫らしてしまった両目を癒してくれたのだ。

「大丈夫？」

　レティシアの顔を心配そうに覗き込むティアラから目を逸らし、レティシアは主塔の外へと歩き出した。

「私は大丈夫。勇者だから……でも、ありがとう」

　感謝の言葉を小さく呟く。

　レティシアは顔を真っ直ぐに正面へと向けると、背筋を凜りんと伸ばし、迷いのない颯さつ爽そうとした足取りで主塔の外へと出た。




「おぉ……勇者様──レティシア様だ」

「レティシア様だ」

「お助けください、レティシア様」

　老ろう若にやく男なん女によ入り混じった村の生き残りたちが、傷ついた砦の兵士たちが、レティシアへと視線を向けた。

　どの顔も、外から聞こえてくる人外の者たちの雄お叫たけびに怯え、疲労の色が濃く見える。

　絶望の色に塗りつぶされたその幾多の目が、レティシアへと集中した。

　そして、彼らの絶望に満ちたその目が、揺るぎなく真っ直ぐに前を向いて歩くレティシアの姿を捉えると、彼らの瞳に僅かに希望の色が生まれた。

『勇者』の称号を持つとは言え、わずか十歳にしかならない少女。

　だが、彼女のまだ幼さを残す美しい顔には、微笑みすらも浮かんでいた。

　このどうしようもない状況の中で、微笑みを湛たたえて現れた『勇者』メイヴィスが、恐怖に怯える人々に僅かな希望を見せてくれていた。

　レティシアは彼らの前に立つと、すっと年齢に不相応な程洗練された動作で剣を抜く。

「私が先頭で討って出ます！　ティアラは魔法で援護。兵士たち、弓が使えるものはありったけの矢を射ち込んで！　私に続け！」

　落ち着き払った静かな、そして力強い口調でレティシアが檄げきを飛ばした。

　その言葉に、人々の目に僅かに力が戻ってきたのが見て取れた。

　レティシアはそれを確認すると、小さく魔法を詠唱する。

『我に力を……』

　身体強化魔法が発動。

　レティシアにとって、初めての生死を賭けた戦闘。

　軽やかに大地を一蹴りして、レティシアは宙へと舞い上がった。

　魔力によって強化された脚力は、彼女の軽い体を容易たやすく砦門の上へと運んでくれた。

　門の上に立って見下ろすと、眼下には思い思いの姿勢で待機している魔物たちが溢れていた。

　人型の妖魔、獣型の魔獣。異い形ぎようの魔物たちがひしめくその様は、人に原始的な恐怖を与える。

　だが、レティシアは表情を変えることなく魔物たちを見下ろしていた。

「周囲を囲まれているから、どのくらい数がいるのかわからない」

　レティシアと異なり、浮遊魔法を使って門の上へと飛んできたティアラが横に並んだ。

　エルフ族特有の長い耳が、少し震えている。感情を滅多に顔に出さない彼女も、さすがにこれだけの魔物たちを前にしては恐怖を隠しきれなかった。

　レティシアとティアラに遅れて、まだ戦える兵士たちが城壁の上へと登ってきた。

「な、なんなんだよ。この数は……」

「勝てるわけがないじゃないか」

「嫌だ、死にたくない」

　見渡す限りの大地を埋め尽くすような数の魔物を見て、彼らの瞳に再び絶望の色が宿る。

　その時、レティシアがすっと息を大きく吸い込み──。

「聞け、魔の者どもよ！」

　レティシアの叫び声が響き渡った。と、同時に彼女から凄まじい威圧感が放出される。

　無視できない威圧感に、人も魔物も、その場にいた全ての者の視線が彼女に集まった。

　城壁の上に集まった弱くちっぽけな人間たちの中で、一ひと際きわ小柄で無力そうに見える少女。

　だが、その外見に反して放たれる強大な気配を、この場に集まっていた全ての存在は無視することができなかった。

「私の名はレティシア・ヴァン・メイヴィス。魔を滅する者よ！　お前たちに少しでも知性が有り、この場から生きて戻ることができたなら、魔王に伝えよ！　貴様に恐怖を与える者の名を！　この『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスの名を！」

　先程まで周囲に満ちていた雄叫びや、唸りすら聞こえなくなった。

　知性ある妖魔も、知性の無い殺さつ戮りく衝動しかないような魔獣も、僅か十歳の少女の放つ圧倒的な気配に吞まれてしまっていた。

　不気味なまでの静けさが辺りを支配する。

　注目が集まる中、レティシアは剣を持たない左手を頭上へと掲げると、小さく呪文を唱えた。

　高く掲げた左手の手のひらの上で小さな光が生まれると、それは急速に巨大化していく。

　そしてレティシアが左手を鋭く振り下ろすと同時に、光球は数十個にも分裂すると、ひしめく魔物たちの頭上へと降り注いだ。

　凄まじい爆発音が断続的に鳴り響く。

　そして数多あまたの魔物たちの断末魔の絶叫。

「行く！」

　小さく、それでいて力強い口調で呟くと、レティシアは下へと飛び降りた。

　爆発によって舞い上がった土埃の中を一直線に突っ走る。

　土埃の中から現れた、蛇の胴体に狼の頭が付いた魔物の腹を一気に切り裂いた。

　再び上がる魔物の断末魔の絶叫。そして周囲に漂う、魔物の血臭。

　その血の臭いで、周囲の魔物たちの敵意がレティシアへと集中した。

　人の身にはありえない圧倒的な迫力と、強烈な魔法によって混乱せしめられたが、魔物に生来備わっている残忍さと闘争本能が、彼女の放つ威圧感に打ち勝ち、その柔らかい肉体を嚙み砕こうと牙を剝いて襲いかかる。

　四足魔獣たちは、獣の姿ならではの圧倒的な機動力と、原始的な殺戮衝動に身を任せ、次々とレティシアに襲いかかっていった。

　また、知性ある人型に近い妖魔たちは、レティシアの周囲を取り囲む、仲間であるはずの魔物たちに当たるのも構わずに、次々と強力な魔法を撃ち込んでいく。

　一対多数の圧倒的な物量差のある攻撃。

　しかし、レティシアは飛びかかってくる魔物を逆に切り裂き、振るわれる武器を搔い潜り、魔物を次々と屠ほふっていく。躱かわしきれない魔法は、飛びかかってくる魔物を盾にして避けた。

　みるみるうちに、魔物たちの体液で、レティシアの全身が濡れそぼっていく。

　その血臭で、さらに猛たけり狂くるった魔物たちが襲いかかってくる。

　レティシアの小さな体軀を圧倒的に上回る巨大な魔物たちが、四つ足の利をいかして俊敏な動きで襲いかかってくる魔獣たちが、次々と彼女に斬り伏せられて屍しかばねを晒していく。

　戦いが始まって、どのくらいの時が経過しただろうか。

　レティシアへと当たらないよう、離れたところにいる魔物たちに矢を射ち込んでいた兵士たちは、すでにその矢が尽きてしまい、ただレティシアが繰り広げる戦いを畏怖の色を浮かべた表情で見守るしかできなくなっていた。

　矢以上に強大な威力の魔法を撃ち込み、多大な戦果を一人で挙げていたティアラでさえも、すでに魔力が尽き、荒い息を吐きながらその場にへたり込んでいた。

　悔しさに唇を嚙み締めつつ、ティアラもまたレティシアを見守ることしかできない。

　屠っても、屠っても、尽きることなく湧いてくる魔物たち。

「ぐぅ……」

　レティシアの左腕を魔物の鋭い爪が掠かすり、鮮血が滴したたる。

　体力の消耗が激しい。

　息が荒くなっていた。

　傷つけられた左腕は痛みが激しく、まともに言う事を聞いてくれない。

　爪に毒液でも分泌されていたのだろうか。

（手の感覚が……でも、これくらいなら！）

「あああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫しながら右腕一本で剣を振るい、襲い来る魔物を切り裂きながら、レティシアは次の獲物を探す。

　しかし──。

　気がつくと、周囲に魔物の姿は無かった。

　いつの間にか、レティシアの周囲がぽっかりと空いている。魔物たちは、彼女の剣が届かない位置に退いていた。

　レティシアが一歩踏み出すと、その方向にいる魔物たちがざっと後ろに退いた。

　殺戮衝動しかないはずの魔物たちが、怯えていた。

　信じがたい光景に、城壁の上に集まった人々が固かた唾ずを吞んで見守る。

（ここだ！）

　レティシアの剣先に光が灯る。

　開戦の合図と同様に、剣の先で光球が急速に膨れ上がる。

（──もっと、もっと、もっと威力を！）

　残された全魔力を注ぎ込んだそれは、レティシアの身の丈に匹敵する大きさにまで膨れ上がった。

　魔物たちは本能的に悟る。

　その光球に込められた、凝縮された膨大な量の魔力に。

　彼らの魔王にも匹敵、あるいは上回るかもしれないその力に。

　剣先を向けられている魔物たちが、ぞろぞろと後ずさり──そして、算を乱して逃げ出した。

　それを合図に、周囲にいた魔物たちも一斉に逃げようと動き出す。

　そして──。

「ああああああああああああああああああああ!!」

　レティシアの絶叫とともに放たれた光球は、太い光の柱となって、彼女の前方にいた魔物たちを薙なぎ払はらった。

　世界を凄まじい閃光が包み込む。人の可聴域の限界を超えた轟音と、圧倒的な光量がみる者の目を灼いた。

　やがて、耳鳴りが止んで視力を取り戻した人々の目の前には、信じられない光景が広がっていた。

　真っ直ぐにどこまでも伸びていく抉えぐられた大地。

　光の柱が伸びた先にあった山は、中腹から頂上までごっそりと消失し、形が変わっている。

　光の直線上にいた魔物たちは遺骸すらも残っておらず、まさに消滅していた。

　そして、その抉られた大地の始点に、抜き身の剣を右手に握り締めたままの少女が立っていた。

　光を集めたような美しい金髪は、見る影もなくどす黒い魔物たちの体液によって染められ、上等な布で仕立てられた服も、髪と同じ色に染まっていた。

　光の柱の直撃を免れた魔物たちは、恐慌状態に陥った。無力な人間たちに恐怖を味わわせて楽しんでいた魔物たちが、今度は逆にレティシアの存在に怯え、一刻も早くこの場から遠ざかろうとしている。

「勝った……生き延びたんだ」

　誰かが小さくつぶやいた。

　しかし、誰も歓喜の爆発は起こさなかった。

　魔物が戻って来ないことを確認してから、砦へと振り向き、傷ついた左腕を押さえ、足を引きずるようにして戻ってくる『勇者』の称号を持つ少女から目を離せなかった。

「あれは……本当に人……なの、か？」

　誰かの呟き。

　その声は静まり返った周囲へと、奇妙なほど響き渡った。

　戦いを終えて、開かれた門からレティシアは凱がい旋せんを果たす。

　門を潜ったレティシアは、人々からいつか見た公爵家の人々や騎士たちと同じ視線が向けられていることに気づいた。

（──あれは、本当に人なのか？）

（魔物が化けているのでは？）

（化け物……）

「レティシア、ひどい顔。洗うといい」

　ティアラが清潔な布と一緒に、水の入った桶を差し出した。

　レティシアは無言で布を受け取ると、顔の汚れを拭き取った。

　桶に布を浸けて濯すすぐと、水はすぐにどす黒く染まってしまったが、何度も顔や手足を拭っていく。

「あ、ありがとうございました。勇者様。生き残った村の衆はみな感謝しております」

　身体を拭うレティシアに、震える声で一人の老人が礼を言いに歩み寄ってきた。

　恐らくは襲われたどこかの村の村長なのだろう。

　しかし、口から出てくる礼の言葉とは裏腹に、その全身はおこりのように震えている。

　老人はぎこちなく頭を下げると、急いで村の人々の中へと戻っていった。

（勇者様は我々とは違う）

（あれは間違いなく化け物だ）

　本当に小さな──恐らく囁き合っている当人たちは、聞こえているとは思っていないであろう──声が、レティシアの耳に届く。

「ねぇ、ティアラ」

「なに？」

「明日、ここを発とう。私がいると、みんなも落ち着かないだろうし」

「レティシア……」

　あまり表情を顔に出さない彼女にしては珍しく、悲しそうな表情でレティシアを見る。

　ティアラの足元に蹲うずくまったレティシアは、どす黒く濁った水桶に視線を落としたままだ。

　淡々と言葉を続ける。

「それに、魔物に襲われている人々は、世界中にたくさんいる。少しでも早く、魔王を倒さないと」

「レティシア」

「それと、今度からみんなの前ではメイヴィスと呼んで？　勇者メイヴィスって……」

「レティシア！」

　ティアラはレティシアをそっと抱きしめた。

　圧倒的な力で魔物たちを蹴散らしていた人物とは思えないほど、華きや奢しやな彼女の身体。

　その身体が小刻みに震えていた。

「私は──化け物なんかじゃ……ない、よ」

「うん」

「レティは化け物なんか、じゃない、よ……だから、勇者と呼ぶときはメイヴィスって」

「わかった」

「帰りたいよ……会いたいよ……お兄ちゃん」

　ティアラに抱きしめられ、遠く離れたところから村人たちに見守られながら、レティシアは涙を零こぼす。

　レティシアはティアラに身体を支えられて、砦へと歩き出した。疲れ果てていた。

　清潔な布で身体を拭ったが、傷から血が滲み、毒を受けた左腕は腫れ上がって熱を帯びていた。

（疲れた……）

　治療を施してもらって、早く横になりたかった。

　その時、ふと視線を感じたレティシアは顔を上げた。

　先程からレティシアへと向けられている、畏おそれと恐怖、嫌悪の感情が入り混じった視線の中で、その視線だけは何か違う感情が込められているように感じた。

　視線の先を追ったレティシアは、一人の少女と目があった。

　父親と思われる男性に抱き締められたままで、その少女はレティシアを見つめたままハラハラと静かに涙をこぼしていた。

　少女の姿にレティシアは涙を我慢して、ゆっくりと笑顔を向ける。

（もう、大丈夫だよ。ありがとう……）

　その少女は、レティシアの為に泣いてくれていた。

「どうしたの？」

　泣き止んで、急に笑顔を浮かべたレティシアに、ティアラが不思議そうな声音で問い掛けた。

「ううん、何でもない」




　帝国暦二八二年。

　レムルシル帝国辺境の小さな町の砦と、その近くにある村々を襲撃した魔物たちとの戦い。

　帝国領内への大規模な魔物の侵攻を食い止めたこの戦いは、人類にとって初めて明確な勝利と呼べるものとなった。そしてこれこそが、『勇者』メイヴィスの伝説の始まりとなった戦いだった。
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　思っていたよりも、相当疲れていたらしい。

　クライフドルフ侯爵邸で開かれた祝宴の夜。寮の自室へと戻って来たウィンは、ベッドに倒れ込み毛布の中へ潜り込んだと思ったら、あっという間に意識を手放していた。

　気がつけば、いつも起床している時間。

　窓の外はまだ夜の闇が支配し、満天の星が空に輝いている。

（今日もいい天気になりそうだな）

　隣のベッドへと目を移すと、ロックも祝宴に着て行った服装のままで眠っている。

　あの服一着で、ウィンの給金何ヶ月分になるのだろうか。いや、下手すると何年分にもなるのかもしれない。マリーン家はそれほどの金を持つ。

　マリーン家は、ロックが後継ぎでないとはいえ、皇帝陛下が行幸される催しに下手な物を着せていないだろう。

（皺しわになるぞ？）

　せめて上着だけでも脱がせてやろうかとも思ったが、ぐっすりと眠りこけているロックを起こさずに上着だけを脱がすのは難しそうだった。

　ウィンは小さく溜息をつくと立ち上がった。

　と、目線を下げて自分の服装を見て、思わず顔を顰しかめてしまった。

「……うわぁ、やっちゃった」

　小さく呟く。

　学生服のままで眠ってしまっていた。

　着替えた記憶がないから当然ではある。

（後で皺を伸ばさないと）

　とりあえず、学生服を脱ぐと簡素な服へと着替える。古着屋で二束三文で売られていたシャツとズボンを、安く買ってきた布と糸で繕つくろった服だが、堅苦しさのある制服よりも着心地良く、何となくホッとした。

　それから訓練用騎士剣を摑むと、ロックを起こさないように足音を忍ばせながら部屋の戸を開けて、人気のない廊下へと出た。

　寮から外へ出ると、共同の井戸から水を汲み上げて顔を洗う。

　肌を突き刺すような冷たい水と、冷気の漂う朝の空気が、多少残っていたウィンの眠気を吹き飛ばす。

　首に掛けていた手拭いで顔を拭うと、ウィンはまだ強ばっている身体の節々をゆっくりと柔軟運動で解きほぐした。

「よし、いくか！」

（昨日は宴うたげで十分な鍛錬ができなかったし、今日はより集中してやるぞ）

　学校の表門を終夜警備している顔馴染となった衛士と、いつものように朝の挨拶をかわす。

　まだ薄暗く人気の無い表通りを走り出す。

　目的地は『渡り鳥の宿やどり木ぎ亭』。

　騎士学校から距離もあって、準備運動には丁度良い。

　軽快な足音を立てながら、ウィンはゆっくりと──傍はたから見れば相当な速さで──走り出した。

『渡り鳥の宿木亭』の裏手にある大きな水みず瓶がめに、なみなみと水を汲み終えると野菜を洗う。

　芋、人参、大根といった根野菜を丁寧に洗いながら、ウィンは昨日の宴で食べた料理を思い出していた。

　焼きたてでふかふかのパン。丁寧にダシを取った白身魚の濃厚なスープ。新鮮な野菜と薄切りにしたハムのサラダ。口の中に入れただけで蕩とろけてしまう、柔らかい牛肉。魔法によってキンキンに冷やされた薔薇水や、新鮮な果物を絞った果実汁。

（多分、もう二度と食べられないだろうなあ）

　あれだけ食べたはずなのに、考えているだけで口の中に唾が湧き、お腹が空いてくる。

　それを我慢して野菜を洗い終え、厨ちゆう房ぼうに置いてから手早くテーブルを拭き、床を磨きあげた。

　その頃には主人であるランデルや、その女房のハンナも起きだしてきた。

　二人に断りを入れてから、ウィンは裏口から外へ出た。

　立てかけてあった訓練用騎士剣を手にする。

　スーッと息を深く吸い込み、ゆっくりと吐き出しながら、頭の中で剣の軌道を浮かべる。そして、まずはその軌道にそって剣をひと振り。最初はゆっくりと、そして徐々に速く流麗に。

　あのクーデター事件でウィンは初めて人を斬った。

　魔力が封印された状況──多対一という状況の中で、アルドを始めとした先輩騎士たち、兵士たちの振るう剣が、槍が、飛んでくる矢の軌道が見えた。

　模擬戦闘中でも相手の剣の軌道が見えることはあったが、格上の相手では剣で防がざるを得ず、力で体勢を崩されることが多かった。

　しかし、互いに魔力を使えないあの状況──格上であるはずの相手の剣を見切り、躱し、受け流すことができた。

　強くなっている。

　それを初めて実感できた。

　今度はレティシアとの戦闘をイメージして剣を振る。

　レティシアの放つ強烈な威圧感と剣の軌道が見える。

　どの騎士たちよりも鋭く速い斬撃の軌道に、自身の剣を合わせる。

　数合打ち合うが、徐々にイメージするレティシアの剣速とその軌道に、反応が間に合わなくなってくる。

「く……」

　最後は首をめがけて放たれた斬撃を、どうにか躱すことができたものの、躱した姿勢を支えきれずに、そのまま倒れ込んでしまった。

（──強いなあ）

　自分の中でのイメージでしかないが、レティシアは強かった。

　彼女の剣は四年前と、再会した時の一戦で知るものだけだったが、それでも強い。

　たとえ、剣の軌道が見えていたとしても、身体の反応が間に合わない。

　そして再会した時のレティシアの剣は、本気のものではない。剣を合わせてしまった時点でウィンの敗北は確定だろう。

　踏ん張ることができずに、身体ごと吹き飛ばされてしまうか、もしくは、剣ごと切り裂かれてしまう。

　あの英雄ザウナスとレティシアの一騎打ちを目撃した者の話では、ザウナスでさえも大人と幼児以上の実力差に見えたということだった。

　ウィンは地面に寝転がって空を見上げた。汗で火ほ照てった身体に、地面の冷たさが心地良い。

　白しら々じらと明けてきた空を小鳥たちが囀さえずりながら飛んでいく。

　ウィンはしばらく仰向けに寝転がったまま、明るくなっていく空を見上げ続けていた。

　レティシアに限らず、魔力強化を使える相手を倒そうと思うなら、ウィンは剣を打ち合わせずに躱して斬るしか道はない。

　ウィンはようやく、幼少期にレティシアが見せてくれた剣についていくことができるようになった。

　レティシアの立つ遙かな高みへと追いつくには、まだまだ果てしなく遠い道のりではあるが、間違いなく確実に強くなっていることにウィンは嬉しさを覚えていた。
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『渡り鳥の宿木亭』の亭主ランデルとその女房のハンナの間には、マークとアベルという二人の兄弟がいた。

　その弟であるアベルにとってウィンは、歳も近いことから無視できない存在だった。

　子供の頃、兄であるマークと一緒に遊び呆けるアベルたちを他所よそに、ウィンはただ黙々と宿の下働きとして働いていた。

　宿の裏の小さな物置小屋で寝起きしていたウィンは、この宿の兄弟にとっては使用人、マークもアベルもちょっとした用事があると、彼に言いつけては幼い優越感に浸っていたものだ。

　それが、ある日を境に一人の女の子が彼に付きまとうようになってから変わった。

　レティという名のその女の子は、アベルが知っているどの女の子よりも綺麗な子で、一目見た時から胸が高なるのを覚えた。

　一目惚れだった。

　一緒に遊びたかったが、レティはウィンにくっついて絶対に離れなかった。

　そのことに腹が立って、アベルはウィンに色んな雑用を押し付けたりしていたが、それでもウィンは不平も言わずに黙々と仕事をこなす。

　そのうち、アベルはウィンが自分たちとは、何か違う世界を見ていることに気がついた。

『騎士になる』

　レティと一緒になって棒切れを振り回しているウィンの夢。

　最初アベルたちはウィンのことを馬鹿にしていた。

　平民の、ましてや使用人も同然の孤児が何を言っているのだと。

　父であるランデルは多少ウィンの夢を理解しているようだったが、母であるハンナは棒切れを振り回す元気や時間があるなら、もっと働けと言わんばかりに仕事をどんどん押し付けていった。

　それでもウィンは諦めない。

　仕事が間に合わないなら、さらに早い時間に起きる。水汲みに時間がかかるなら、両手に桶を持ち、一度に運ぶ量を増やして往復する回数を減らす。

　アベルが朝起きると、水汲みと掃除、更には野菜の皮むきといった仕事を終えて、毎日のように一心不乱に棒切れを振るウィンの姿があった。

　更には騎士学校への入学資金が足りないと分かると、空いた時間やたまの休日に冒険者ギルドへ出入りするようになった。

　冒険者たちは基本、昼夜を問わずに依頼を遂行しているため、ギルドは一日中空いている。

　ある日、アベルはウィンが冒険者ギルドで仕事を引き受けていると聞いて、こっそりと覗きに行ったことがある。そこには、自分よりも歳下のウィンが大人の冒険者たちと一緒になって依頼を引き受けている姿があった。歳下なのに、一人前の大人のように扱われているウィン。

　それまで、アベルは将来のことを漠然としか考えていなかった。

　宿は兄であるマークが継ぐだろう。ならば自分は、商家かどこかで下働きをしながら、結婚して所帯を持ち、いずれは独立するのだろう。

　そう思っていた。

　だが、大人の冒険者たちに混じって仕事をしているウィンを見て、アベルもまたその姿に憧れた。

　冒険者になると、夢が具体的になったのはその時だ。

　使用人の分ぶん際ざいで、子供のくせに大人と同等の扱いを受けるウィンが気に食わなかった。

　だから、一人前の冒険者になって見返してやりたかった。

　そして、四年の月日が流れ──。

「よし、準備完了！」

　アベルは昨日買ったばかりの背負い袋の中の荷物を点検し終わると、同じく買ったばかりの新品の片手剣を手にして立ち上がった。

　気取った動作でゆっくりと鞘から剣を引き抜くと、まだ一度も使われたことがなくピカピカの剣身をじっと見つめる。

　アベルは昨日、冒険者となって初めてパーティーに誘われた。

　父のランデルに殴られながらも、冒険者ギルドへと通いつめ、森の奥深くにある薬草の採集やちょっとしたお使い、畑を荒らす獣や魔物を夜通し追っ払うなどといった小さな仕事をコツコツとやってきた。

　そしてつい先日その実績が認められ、ギルドで親しくなった冒険者の先輩から、欠員が出たので一緒にパーティーを組まないかという誘いを受けたのだ。

　仕事の内容は、国境近くの村々を襲う盗賊団の退治。幾つかの冒険者パーティーによる合同任務だ。

　アベルは剣を見つめながら、だらしなく頰を緩めた。

「くくく……ふ、ふふふ、あはははは」

　ついには我慢できず、声に出して笑い出す。気分が高揚していた。

　これまで散々、雑用の依頼ばかりをこなしてきたが、今回の仕事はパーティーの一員としての仕事。それも討伐任務という、いわば冒険者にとって花形の仕事の一つ。

　冒険者はパーティーを組めるようになって一人前。アベルは夢の冒険者としての第一歩を踏み出したのだ。

　アベルは剣を鞘へと納めると、新調したばかりの革鎧を身に着ける。

　革独特の慣れない匂いに少しばかりむせ返りそうになったが、ぐっと我慢した。

　新しい仲間たちとの待ち合わせは正午ちょうどだ。

「ああ！　無性に身体が動かしてぇ！」

　アベルは居ても立ってもいられず、自室から出て宿の裏へと向かった。

「ん？」

　裏口の戸を開けると、裏庭の地面に見覚えのある少年が仰向けに寝ていた。

「おい、ウィンじゃないか！」

　この宿の使用人で、アベルとは一つ違いの少年。

「あれ？　アベル？　どうしたの、その格好？」

　寝転がったまま首だけをこちらに向けるウィンに、アベルは胸を張った。

「俺は冒険者になったんだ」

「冒険者!?　アベルが？」

「ああ、そうだ。今日の昼から、参加している冒険者パーティーで仕事に行くんだ」

「よく、ランデルさんが許してくれたね」

　ウィンは上半身だけ起こすと、アベルの父親であるこの宿の亭主、ランデルの顔を思い浮かべた。

　アベルは奉公先から逃げ出して来ては、「冒険者になるんだ」と主張して、その度にランデルの拳が頭に落ちていたはず。

　なまじ、兄であるマークが宿の後継ぎとして優秀だったため、ランデルは弟のアベルが夢見がちなことに苛立ちを隠せないように見えていたのだが、何か心境の変化でもあったのだろうか。

「親父なんて関係ない！　俺は自分の力で冒険者になったんだ」

「え!?　じゃあランデルさんは知らないの？」

　アベルの表情が一瞬だけ固まる。

「俺はパーティーに参加して一人前の冒険者となったんだ。もう、親父の指さし図ずは受けない。いつまでも騎士候補生のお前と違って、俺は一人前になったんだ」

　だが、すぐに気を取り直したのか、アベルは自慢気に胸を張った。

「クーデター未遂とか、帝国の騎士の未来は明るいよな。でも、騎士学校は休校になったんだっけ？　おまえ、いつになったら騎士になれんの？」

「さあ、いつになるんだろうな……」

　アベルの揶や揄ゆを込めた言葉に、珍しく弱々しい口調でウィンが呟く。

　校長であったザウナスに同調した多くの騎士たちが処罰を待つ身となってしまったため、騎士学校は現在休校中となっている。

　反乱に加わった騎士たちには、教官をしていた者も多かったからだ。

　騎士たちの数が激減してしまったため、騎士試験合格者の枠が大きくなるのではないかという話の一方で、この度のクーデター側についた騎士たちの多くが平民出身者であったため、平民からの騎士登用が見送られるのではないかという話も出ている。

　もしも平民からの騎士登用が無くなれば、ウィンの夢はそこで潰ついえてしまう。

　夢破れることを考えて、意気消沈してしまったウィンとは逆に、アベルは自慢の新品の片手剣を抜いて振ってみせた。

「どうだ！　見たか？　この剣さばき！　これでも、おれは魔獣を三匹も狩っているんだぜ？」

　得意げな顔で振り回す。

　ウィンは考え込んだまま、ただぼーっとアベルが剣を振り回している姿を眺めていた。

「そうだ！　模擬剣があるんだろう？　一つ手合わせしようぜ？」

　アベルが不意に剣先をこちらに向けて言ってくる。

「やめとくよ。仕事の前に、怪我すると困るでしょ？」

「勝負しようってわけじゃない。休校中で訓練相手もいないだろう？　稽古つけてやろうっていうんだ。いいからやろうぜ」

「あまり気乗りしないなあ」

「一人前の冒険者になった俺が本気で戦って、学生とはいえ騎士候補生のお前に勝ったら不味いだろう？　軽く打ち合わせる程度だ」

「そこまで言うなら」

　ようやくのろのろと立ち上がり、傍らに置いていた訓練用騎士剣を持ったウィンに、アベルはほくそ笑む。

（冒険者として一人前と認められた自分の剣で、ウィンを叩きのめしてやるぜ！）

　アベルの中で使用人に過ぎないウィンに対して、優劣を決めてやりたかった。

「よし、いくぜ！」

　勝負はしないと口では言いながらも、軽い怪我程度は負わせてやるつもりで剣を振ろうとする。

　その時。

「お兄ちゃん？」

　不意に聞こえた懐かしい声。

　声の聞こえた方へと振り向くと、アベルの初恋の相手──美しく成長した幼馴染の女の子が、微笑みを浮かべて立っていた。




「あれ、レティ？」

　構えようとしていた訓練用騎士剣を下ろすと、ウィンはレティシアに声を掛けた。

「おはよう。お兄ちゃん」

「おはよう。こんな朝早くにここに来るなんて、どうしたんだ？」

「ちょっと、早く目が覚めちゃって……」

　レティシアが懐かしそうに目を細めて、『渡り鳥の宿木亭』の裏庭を見回した。

「ここに来るのって、四年前にお兄ちゃんに初めて勝った時以来だ……すっごく久しぶり」

　木製の蓋がされた水瓶。

　あの水瓶が一杯になるまで、ウィンと二人で毎日桶を持って井戸を往復したものだ。

　他にも宿の裏庭には、桶や荷車が乱雑に置かれ、洗濯物が干され、暖炉や竈かまどにくべる薪も大量に積み上げられていた。そしてその横に、小さな粗末な小屋が建っていた。

　ウィンが学校の寮に入るまで、住まいにしていた物置小屋だ。

　レティシアは懐かしさに駆られてゆっくりと小屋に歩み寄った。

　木造の小屋の壁には激しい傷みが見て取れた。その壁をレティシアが右手でそっと撫でると、木の滓かすがボロボロとこぼれ落ちた。

　壁のいたるところに修繕した痕跡が見られる。幼い頃に、ウィンが自分で板切れを当てて修繕したものだ。物置小屋に使用していただけあって、度々修繕をしなければ、風雨を凌しのぎ切きることができなかったのだ。といっても、修繕したところで雨が降った日には、雨漏りを完全に防ぐことはできなかったが。

　レティシアはウィンと過ごした子供の頃を思い出す。

　幼かったあの頃、レティシアはしょっちゅう屋敷を抜け出しては、この物置小屋へと入り込み、ウィンの寝床の中へと潜り込んだものだ。

　ウィンの寝床は敷布が薄っぺらだったが、敷布の下に馬小屋から拝借した寝藁を敷くことで、ゴツゴツした床板の感触と熱が奪われるのを避けることができた。

　粗末な毛布に二人で潜り込めば、寒風吹きすさぶ冬でもとても暖かかった。

　確かにメイヴィス公爵邸のレティシアの自室には、ふかふかの柔らかくて暖かいベッドがある。ウィンの寝床よりも、断然寝心地はいいはずだった。

　しかし、鼻摘まみもの扱いをされ、家族どころか使用人にまでぞんざいに扱われていたレティシア。屋敷で居場所がなかった彼女は、この粗末な物置小屋の方が安心して眠ることができた。自室のベッドよりもよほど暖かく感じられた。

　孤独で寂しかったレティシアに温もりを与えてくれた。

　ついついぐっすりと眠り込んでしまい、起きだしたウィンに身体を揺さぶられて起こされることが多かった。

　その時のウィンの困ったような、それでいて嬉しそうな顔が大好きで──。

「あのさ……」

　当時の事を思いだし、レティシアが顔を熱くしていると、ウィンと一緒にいた少年が話しかけてきた。

「久しぶりだね」

　顔を熱くしているレティシアよりも、さらに顔を真っ赤にしたアベルが彼女の前に立っていた。

「何年ぶりだっけ？　遠くに行ったって聞いていたけど、帝都に帰って来てたんだ」

　小首を傾げるレティシア。困ったようにウィンへと視線をチラリと投げかける。

「アベルだよ。この宿の弟のほう」

　どうやら本気で思い出せなくて困っているレティシアを見て、ウィンが助け舟を出した。

「ああ！　えっと、お久しぶり……」

「思い出してくれたかな？」

　忘れられていたという予想外の事実に、浮かべていた笑顔が引き攣るが、それでも精一杯の笑顔を取り繕うアベル。

　その一方でレティシアはその目に警戒の色を浮かべる。彼女にとって正直なところ、この『渡り鳥の宿木亭』の二人の男の子たちには、ウィンと遊んでいるところを邪魔されたり、本を隠されて泣かされたりと、苛められた思い出しかない。思わず身構えてしまう。

　そんなレティシアの思いに気がつかず、アベルは初恋の女の子との四年ぶりの再会に浮かれていた。

　幼い頃から、綺麗で愛らしい女の子だったが、この四年で更に磨きがかかっている。

　特に、そのエメラルドの宝玉を思わせる緑眼。

　見つめられて──レティシアが警戒しているからだが──舞い上がってしまう。

「俺は君が旅に出てから、冒険者になったんだ」

　アベルの声が熱を帯びる。

「そういえば、レティも冒険者してたんだよね？　ウィンと一緒に」

「うん」

「今でも続けてるの？」

「今はしてないけど……するかも」

　困惑した表情で、ちらりとウィンを見る。

　ウィンが今でも冒険者としての仕事も続けているのなら、レティシアは勿論ついていくつもりだ。

「なら、今度俺と一緒に仕事しないか？」

　アベルはそんなレティシアの表情に気がつかず、彼女の登場で鞘に納めた剣を再び抜いてみせた。

　真新しい刃が、昇ってきた日の光を反射してぎらりと輝く。

「行商人の護衛や、山賊退治とか。あ、大丈夫。ギルドの先輩たちから剣も習ってるから、襲われても大丈夫だよ。騎士学校の学校剣術じゃない。実戦で鍛え上げた剣術で追い払ってみせるから」

　アベルは冒険者ギルドで習ったとおりの型で振ってみせた。

「魔物だって、もう何匹も倒してるから心配いらない。俺が君を守ってみせるから大丈夫！」

「……さっき、三匹って言ってなかった？」

　小さな声で思わず突っ込むウィン。

　アベルは後ろで所在無さげに佇んでいるウィンを振り返った。

「まあ、ウィンも誘ってやるよ。金が必要なんだろ？　魔物と戦ってみろよ。こう、奴らが牙を剝いて突進してくるのを、盾で躱して斬りつけるんだ。その緊張感がたまらないね！」

　ウィンの突っ込みを無視して、アベルは再び大きな動作で剣を振るった。今度は盾付きで。

　興奮してきたのか、魔物を倒した様子を身振りも交えて再現し始めるアベルに困惑しながら、レティシアが助けを求めてウィンへと視線を送る。

　ウィンの方もどうしたものだろうと思っていた。

　さっきまで模擬戦をやろうと言っていたくせに、レティシアの登場とともにウィンを放置して何やら熱弁を振るったあと、今度は魔獣との戦いを再現している。

　もはや困惑するしかない。

　すっかり、置いてけぼりの気分の二人が視線を交わす。

　ふと、レティシアの視線がウィンの身体の一点を捉えた。

「お兄ちゃん、髪の毛に泥がついてるよ？」

　地面に寝転がっていた際についたものだろう。

　レティシアは、魔物を倒した際の戦いを再現しているのか、へっぴり腰気味のアベルを横目に見ながら、ウィンに歩み寄った。

「──こう俺の剣が切り裂いた！　その時の俺の戦いっぷりが良かったんだろうね。冒険者ギルドでも引っ張りだこでさ。今度参加するパーティーにも、どうしても参加してくれないかと頼まれて……い……て……」

　イメージした魔物を倒し終えたのだろう。アベルは剣を一度、カッコつけて振ってから、微妙にもたつきながら鞘へと戻す。

　そして、得意満面でレティシアを振り返り──絶句した。

「お兄ちゃん、取ってあげるよ」

「いいよ。自分でやるから」

「いいから。動いちゃダメ」

　ウィンは、息がかかるくらいにまで近寄ってきたレティシアに、思わず一歩下がってしまったが、彼女はさらに近づくとウィンの頭へと手を伸ばした。
















　まだ冷気を含んだ風が、レティシアの柔らかく長い髪をすくい上げ、ウィンの右腕をくすぐる。

　どことなく甘い香りがする。

　後頭部に泥がついているのに、正面から取ろうとしているためか、レティシアの柔らかな膨らみがウィンの身体に触れている。

　そのことにレティシアは気がついていないのか、そのままそっと髪を撫でるようにしながら泥を払い落とした。

「うん、取れた」

「あ、ありがとう」

　照れ隠しにウィンは右手の人差し指で右頰を搔いた。

　レティシアは笑顔を浮かべて、ウィンを見上げる。

　朝日によって照らし出されたレティシアの、それも間近で見る笑顔にウィンは少し顔を赤らめて視線を彷徨さまよわせた。

「おい、ウィン」

　二人に熱の入った演技を無視された格好になったアベルが、絶句から立ち直り、地の底から響いて来るかのような声を出す。

「俺と勝負しろ」

「ちょっとアベル、目が怖いんだけど!?　それにさっき勝負じゃないとか言ってなかった？」

「うるさい！　黙れ！」

　キレ気味な口調でアベルが怒鳴る。

　思わず、ウィンは後ろに引いてしまった。それくらいに今のアベルには迫力があった。

　魔王討伐を果たし、世界を救った勇者であるレティシアですら、思わずウィンの右腕に抱きついてしまっている。

「いいから、剣を抜け！　勝負しろ！」

　アベルは許せなかった。

　幼かった頃から、レティはいつもウィンにくっついていた。

　父親のランデルも、それに冒険者ギルドの仲間たちも、アベルよりもウィンの夢を応援していた。

　今でも、ギルドのマスターや古参の連中から聞かれることがある。

『──あいつは騎士になれたのか？　そうか、まだなのか。でも、ウィンの奴なら何とかするだろう』

　ギルドでもトップクラスである一流の冒険者たちからも、ウィンは信頼されていた。

　自分よりも歳下で、冒険者として活動していたのは数年前であったにも関わらずだ。

　今のアベルよりも間違いなく高く評価されている。

（ちくしょう……）

　好きな女の子からも、憧れの冒険者たちからも評価を受けているウィン。

　夢を叶えたはずなのに、なぜ騎士にもなれず燻くすぶっているウィンの評価がアベルよりも高いのか。

（だったら、レティの前で魔獣を斬った俺の凄さを見せつけてやる！）

「仕方ないなあ」

　ウィンがそっとレティシアの肩を押して、後方へと下がらせた。

　訓練用騎士剣をゆっくりと構える。

「いくぞ、このやろう！」

　アベルも盾を構えるとウィンへと躍りかかった。

　──結果、瞬時にウィンに間合いを詰められ、気づいたときにはアベルの鼻先にウィンの剣先が突きつけられていた。

　文句をつけることもできない、完膚なきまでの敗北だった。




「はい、お兄ちゃん」

　アベルとの一戦を終えて歩み寄ってきたウィンへ、レティシアは手拭いを差し出した。

「ああ、ありがとう」

　手拭いを受け取って汗を拭くウィンを、レティシアは眩まぶしげに見つめる。

　四年前、この帝都を旅立つ前と同様、自分の傍らにウィンが立っている。ただそれだけで、レティシアは頰が緩むのを抑えきれなかった。

　レティシアにとってもこの『渡り鳥の宿木亭』の裏庭は、勝手知った場所だ。水瓶から桶で水をすくってくると、ウィンから手拭いを受け取って洗う。それから軽く絞ると、再び彼に手渡した。

「冷たくて気持ちいいな。ありがとう、レティ」

「どういたしまして」

　にこっとレティシアは微笑む。

　学校で再会した。

　ウィンが現在住んでいる寮の部屋にも出入りした。

　寮の中庭で、現在の技量を見て欲しくて不意打ちで飛びかかったこともあった。

　だけど──。

　この『渡り鳥の宿木亭』の小さな裏庭こそが、彼女が戻りたかった場所。

「どうしたんだよ、レティ？」

　気がつくと、レティシアの目から涙が溢れ落ちていた。頰を伝わり、細い顎から雫が落ちる。

「何かあったのか？　悩み事なら、相談に乗るけど？」

「ううん、なんでもないよ」

　心配そうに覗きこんでくるウィンに微笑むと、ごしごしと目をこする。

（また、まぶたが腫れぼったくなっちゃう。でも、今日は治癒魔法で無理やり隠さなくてもいいんだ）

「幸せすぎて、嬉しくても、涙が出ちゃうことがあるんだよ」

「そうなのか？」

「うん。でも、ただいま」

　小さく呟くとウィンに笑顔を見せた。

「えっと、よくわからないけど……おかえり？　レティ」

　レティシアはそっと手をウィンへと伸ばした。

　四年間、ずっと触れることができなかった愛しい人に触れたい。

　その想いが抑えきれない。

「どうしたんだ、レティ？」

　不思議そうに、しかし妙に近いレティシアに照れて、少し顔を赤らめるウィン。そんな彼に甘えるように、寄り添おうとしたレティシアだったが、その時──。

「あ、ごめん」

　彼女の鋭敏な感覚が、立ち尽くすロックとコーネリアの視線を捉えてしまった。

　ウィンと鍛錬しようと思い立ったロックが、休校中だが自習にやってきたコーネリアを誘い、『渡り鳥の宿木亭』へと訪ねて来たところだった。

　バツの悪そうな表情で、頭を搔く友人たちの姿に、二人はそのままの姿勢でピシリと固まってしまうのだった。
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（集中。とにかくウィンの動きに集中するんだ）

　ロックは木製の盾を正面に構え、ウィンの動きを観察しながら心の中で呟いた。

（動きの速いウィンとの戦いにおいて大事なのは、とにかく動きを止めること）

　魔法によって強化されているロックの筋力であれば、一度間合いをつめてウィンの動きを止めてしまえば押し切ることができる。

　ウィンは何度となく訓練で打ち合ってきた相手だ。ウィンの攻撃を誘うため、ロックはじりじりと前へと詰めて行く。

　盾で最初の一撃を受け止め、動きが止まったところに突きを入れる。

　ウィンがわずかに姿勢を低くし──ダンッ！

　激しい踏み込みの音を響かせ、一気にロックへと間合いを詰めた。速く、そして鋭い突きがロックの構える盾の下、腹部へと伸びていく。

　ガッ！

　剣が盾の表面を削る衝撃音。

「っらああああ!!」

　盾でウィンの剣を止めると、ロックは気合の声を上げながら逆にウィンの喉元へと剣を突き出す。

　それをウィンは半身になりながら避け、横へと飛とび退すさった。

　そして再びロックは盾を正面に構えた。ウィンもまた剣を構えながら間合いをはかる。

「ロックさん。結構強いんだ」

　二人が打ち合っている場所から少し離れた所で、見物していたレティシアが呟く。

「ああ見えて、ロック君は昨年の騎士試験で次席の成績ですから」

「へえ、見えないなあ」

　横に並んで座るコーネリアが苦笑混じりに言うとレティシアは、ウィンと打ち合っている赤毛の、普段はどこか軽薄そうな印象を与える青年をまじまじと見つめた。

　アベルとの勝負の後、ウィンはロックと模擬戦闘を行っていた。

　ロックはウィンの人並みはずれた速さに付き合うことなく、ウィンの動きをじっくりと観察しながら、常に正面にウィンの姿を入れるように立ち回り、盾で防御しながら反撃の一撃を加えている。

「ロック君は凄いですね。これだけ離れたところから見ていますから、私にも何とかウィン君の剣が見えていますけど、至近距離では私には速すぎてウィン君を捉えきれませんでした」

　魔法を封じられていたとはいえ、多数の騎士や兵士たちを圧倒して見せたウィンと、互角の戦いを演じているロックに、コーネリアが賞賛の声を上げる。

　ロックの戦い方は、速さで勝負するウィンにとって嫌な戦法のはずだ。そして、ロックの技量もまた、准騎士という位にしては卓抜しているのだろう。

　もしも彼が大富豪とはいえ平民の出自ではなく貴族であったなら、クーデターで命を落としたレギンをも押さえて、首席となっていたのではないだろうか。

　しかし──。

「まだ、お兄ちゃんは本気じゃない」

「え？」

　レティシアの呟きにコーネリアが聞き返したとき、

「っぉおおおおおお！」

　ウィンが声を上げて間合いを一気に詰めると、横からの斬撃を繰り出した。その一撃を初撃の突きと同様、しっかりと左手に持つ盾で受け止めるロック。

　再び響く、剣と盾のぶつかり合う衝撃音。

「な!?」

　初撃と同様、ウィンに反撃の突きを入れようとしたロックが声を上げる。

　剣を突き出そうとした場所にはすでにウィンの姿はなく、ロックが一瞬戸惑った次の瞬間には右側から剣を喉元へと突き出されていた。

「盾への一撃の反動を利用して身を反転、横合いからの攻撃ですか……」

　それにしても速い。

　離れて見ていたからこそ、コーネリアにもウィンの動きを捉えることができたが、目の前であの動きをされたロックにはウィンが視界から消えて見えたのではないだろうか。

「やっぱ、強いな。魔法での強化も無しにあの動きってどんだけだよ」

　ウィンが剣を引くと、ロックは一つ深呼吸してから苦笑を浮かべて友人を見た。

「ロックだって、俺の動きを先読みしてついて来ていたじゃないか。正騎士の人でも、あそこまで手こずらなかったのに」

「そりゃあ、一対一ならな。戦場でお前と相対したら、その動きで周囲の味方もろとも撹かく乱らんされた後で、すれ違いざまに切り捨てられて終わりだろう」

「どうする？　もう一度やる？」

「ああ、いいぜ」

「待って！」

　再び対峙するウィンとロックに、レティシアが声を掛けながら訓練用騎士剣を摑んで立ち上がる。

「お兄ちゃん、私も混ざっていい？　二人を見ていたら、私も身体を動かしたくなっちゃった」

「ああ、じゃあ俺が遠慮しようか？」

　ロックが構えた盾を下ろす。

「ううん。二対一でやろう。本気でかかってきてもいいよ。私も魔法使うから」

「「え？」」

　筋を伸ばしたりしながら、身体をほぐすレティシア。

「なあ、おい。レティシア様に、俺のさっきの戦法って通じるか？」

　レティシアもウィンを師匠としているだけあって、速さを武器にしている剣士ではある。

　だが彼女は、神々にも匹敵する魔力によって肉体を極限まで強化できる。

「盾ごと切り裂かれる──いや、一応刃は潰してあるから、身体ごと吹き飛ばされて終わるんじゃないか？」

「だよなぁ……まあ、あの勇者メイヴィスと手合わせできるんだ。光栄なことだよ……な？」

「さあ、気合いれちゃうよ！」

　笑顔を浮かべて振り返るレティシア。

　徐々に高まっていく魔力が彼女を包み込み、太陽の光の中で黄金色に輝いて見える。

　ウィンとロックは思わず顔を見合わせた。

「どうやら本当に本気で戦ってくれるみたいだぞ」

「こ、光栄なことなんだよな!?」

「まあ、死なない程度に頑張ろう……」

　結果──二人してボコボコにされ、コーネリアに治癒魔法をかけてもらったのだった。




「ちくしょう……」

　アベルは溢れてくる悔しさに呟いた。

　勝てなかった。

　冒険者となって、一人で様々な依頼をこなしてきた。

　依頼といっても、森の中に分け入って採集、帝都近郊の村にて夜間の獣を追い払う、といった初心者向けの雑用ばかりだったが、それでもコツコツと真面目にこなして、ギルドでの信頼も勝ち得てきた。

　面倒臭がる先輩冒険者を拝み倒し、武器の扱い方も教わった。

　自信があった。パーティーにも誘われた。いまだ騎士になれないウィンよりも、ずっと先に進んでいるつもりだったのに。

　だが、いざ戦ってみれば手も足も出ない有様だった。

　それどころか、四年ぶりに会った好きな女の子の前での惨敗。

　右手の剣を振りかぶった時には、すでにウィンの剣が自分の鼻先に突きつけられていた。

　正直、まるでウィンの動きが見えなかった。

　レティが耀かがやくような眩しい笑顔を浮かべながら、ウィンに寄り添う光景をアベルは直視できず、裏庭から宿に戻り自分の部屋へ飛び込むと荷物を摑んで飛び出した。

　少しでも早くその場を離れたかったのだ。

　集合時間にはまだ早かったが、冒険者ギルドにまるで逃げ出すように駆け込んだ。

　夢にまで見ていた憧れの冒険者のパーティー。

　ギルドで仲間たちと合流し、一緒に依頼先へと向かえば、ウィンとの勝負のことを考えずにすむ。

　そう思っていたのだが──。

　夢にまで見たはずの、冒険者パーティーの最後尾をとぼとぼとついて歩きながら、アベルは深い溜息を吐いた。

「どうしたんだ？　アベル」

「……リッグスさん」

　考え事をしているうちに、いつのまにか隣に巨漢の男が並んで歩いていた。

　斧使いのリッグス。

　この冒険者パーティーのリーダーで、アベルを誘ってくれた先輩冒険者だ。

　帝都にある冒険者ギルドでも一目置かれているベテラン冒険者であり、今回の盗賊団討伐にあたって集められた複数の冒険者パーティーのまとめ役も担っていた。

「仕事前から暗い顔をしやがって。さては女にでも振られたか？」

「うっ……」

　図星を突かれ、言葉に詰まってしまうアベル。

「わはは、図星かよ。それで、相手はどんな娘なんだ？」

「リッグスさんも知っている娘ですよ……」

「ほう？　俺の知っている娘というと、『月夜の花亭』のミラか？　それとも『路傍の小石亭』のメリルとか？　それとも『約束の場所亭』のコニーとか？」

　笑いながら、冒険者たちの間でも人気の高い看板娘たちの名前を、次々と挙げていくリッグス。

「……レティですよ」

　そんな彼をどこか拗すねたような表情を浮かべて見上げると、アベルはぼそりと呟いた。

「レティ？　レティってあの、ウィンによくくっついていた？」

「ええ、そのレティです」

　ウィンの名前を聞いて顔をしかめるアベル。

　リッグスは笑いを収めると、まじまじとアベルの顔を見た。

「レティちゃんか、そりゃあ無理だ」

「ああ、無理だな」

「よりにもよって……」

「何だよ、みんなして！」

　リッグスとの会話を聞くともなしに聞いていた、パーティーの仲間たちにまで無理だと言われ憤慨するアベル。笑われるどころか、むしろどこか同情的なその視線がアベルを苛立たせた。

「だってお前、あの娘は……」




　レティ──レティシア・ヴァン・メイヴィス。




　ある程度の情報収集能力を持っている冒険者であれば、当然摑むことのできる情報だ。

　特に帝都のシムルグ冒険者ギルド東支部に所属していた者たちには、自身の後輩にあたる冒険者でもある。

　大の大人たちに混じって冒険者ギルドに出入りし、雑用や採集といった依頼をこなしていた二人。

　当初は子供のお遊びと思って馬鹿にしていた彼らだったが、たまにギルドの訓練施設を使って剣をあわせている二人を見て、徐々に一目置くようになっていった。

　子供とは思えないその並外れた剣才を見せつけられ、腕に覚えのない駆け出しの冒険者たちは、二人の姿を見るとそそくさと訓練施設を後にしていた程だ。

　やがて、レティシアが姿を見せなくなり、ウィンもまた騎士学校への入学資金を貯め終えて入学してしまったため、ギルドへと足を運ぶことは少なくなってしまった。

　しかし、強烈な印象を残したあの二人のことを、冒険者たちは忘れられるはずがなかった。

　後に、レティシアが勇者として各地で多くの功績を挙げ、その情報が噂として伝わってくると、彼女の幼い頃を知る者たちは、驚きつつも彼女の活躍を喜ぶとともに自分たちとの器の差を思い知ったものだ。

「なあ、悪いことは言わないからやめとけ。あの娘は無理だ」

「そんなことわからないでしょう！」

「大体、レティちゃんはウィンの事が好きなんじゃないのか？」

「う……」

　顔をしかめて言葉に詰まるアベル。

　幼い頃からずっとウィンの後をついていたレティシア。

　勝負後の二人のやり取りを見ても、レティシアがウィンに対して特別な感情を抱いているのは見て取れた。

　アベルとしては認めたくない事実ではあるが──。

　そのアベルに同情的な視線を送っているリッグスにも、レティシアについて強烈な思い出がある。




　ウィンとレティシアがまだ幼かった頃、冒険者ギルドからの指名依頼を受けてリッグスは二人と一緒に仕事をしたことがある。そしてその仕事で窮地に陥った。

　リッグスともう一人同行していた槍使いが巨大な魔犬によって打ち倒され、ウィンもまた魔犬の太い脚でなぎ倒された時、リッグスはレティシアの信じられない力の発現を目撃した。

　呆然と立ち尽くすレティシアに巨大魔犬が引き連れていた魔犬たちが群がった時、リッグスはまるで世界が凍りついたような冷たい感覚を覚えた。

　夥おびただしい血と臓物を撒き散らして地面へと叩きつけられたのは、レティシアではなく魔犬の方だった。全身を魔犬の血で赤黒く染めて呆然と立ち尽くす、虚ろな表情を浮かべた幼いレティシアの姿。

　その小さな体軀は、彼女自身から滲み出る淡い黄金の輝きに包まれている。

　見る者の視線を逸らさせない圧倒的存在感。

　あの黄金色に輝いていたレティシアを見た時、リッグスは彼女こそが『勇者』なのだと確信した。そして、『勇者』の力が発現したきっかけは、レティシアが大好きだったウィンが、巨大魔犬によって跳ね飛ばされた時──。




　あの時の思い出があるリッグスは、勇者として凱がい旋せんした後のレティシアとは直じかに会ってはいない。しかしアベルの態度から、今も彼女がウィンのことを強く慕っていることが容易に想像ついた。

　第一、そもそも身分違いでもある。

　勇者である以前に、彼女は公爵令嬢という、皇族に次ぐ大貴族のお姫様なのだ。

　ウィンのように最初から彼女の心を射止めている者ならばともかく、無関係な状態から彼女の心を手に入れようというのは身の程知らずもいいところだ。

「とにかく、俺はあきらめませんからね！　冒険者として名を上げて、彼女にもう一度正式に告白するんだ！」

　拳を握り締め、力強く宣言するアベル。

　そんな彼の横で少し苦笑を浮かべたリッグスは、この仕事が終わったらアベルに情報収集の大切さを教えていかねばと考えるのだった。




「あら？　あらあら？　レティちゃん？　いつ頃戻ってきたの？」

「お久しぶりです、おばさん。この春先に帝都に帰ってきたんですよ」

「そうなの。小さい頃から可愛らしかったけど、ホントにびっくりするくらい綺麗になったわねぇ」

「あはは、そんなことないですよ」

「戻ってきたといえば、あの勇者様もこの春に凱旋したらしいわよ。勇者様も相当綺麗なお方らしいけど、きっとレティちゃんにはかなわないわね」

（──そのレティが勇者様御本人だなんて、夢にも思わないだろうなあ）

　中年の女性と話し込むレティシアを見ながら、ウィンは思った。

『渡り鳥の宿木亭』でウィンとの鍛錬を終えたロックは、准騎士の仕事があるからと、騎士学校にある騎士団本部に行ってしまった。

　鍛錬を終えて、『渡り鳥の宿木亭』のお昼の仕事を済ませたウィンは、待っていてくれたレティシアと共に街を歩いていた。

　目的地は騎士学校にある図書館。

　ロックと共に先に帰ったコーネリアも、騎士学校にある図書館へ行くと言っていたので、この後用事のなかったウィンも、図書館で本でも読もうかと思ったのだ。

　そしてウィンとレティシアの二人が騎士学校へと戻る途中、以前冒険者の仕事をしていた際にお得意先となってくれていた薬屋のおばさんに出会ったのだ。

「遠くへ行ったって聞いたけど、もう出ることはないの？」

「はい。当面はその予定はないです。もちろん、また出かけてしまうこともあるかもしれませんけど……」

　チラリとウィンに視線を向けて、笑顔を浮かべるレティシア。

（今日のレティは妙に上機嫌だな）

　薬屋のおばさんと、時には笑い声を上げながら話し込んでいるレティシア。

　ウィンは思わずその笑顔に見とれてしまう。

　レティシアが上機嫌になっているのは、ウィンと二人きりで歩いているのも、理由の一つだったが、幼い頃から一人ぼっちなことが多かった彼女にとって、新たな友人との交流も心を浮き立たせていたからだ。

　実を言うとレティシアにとってロックとコーネリアは、ウィンを除けば初めてと言える年齢が近い友人だった。

　ウィンにしても、騎士学校で親しい友人といえばロックしかおらず、新しい友人であるコーネリアとの交流は楽しいものだった。

　しかし、友人と思っているとはいえ、相手は皇女──楽しみではあるもののどこか畏れも覚えていたのだが──。

　ふとウィンは、道行く人々がみんなレティシアを振り返っていることに気づいた。

　レティシアの人並み外れた美しい容姿。動きやすそうでありながらも、明らかに上等な布が使用された服装。人目を引いてしまうのも無理はない。

　ウィンの視線に気がついたのか、レティシアはおばさんにぺこりと頭を下げると、たたっと小走りに駆け寄ってきた。

「ごめん。お待たせ、お兄ちゃん──って、どうしたの？」

「あ、ああ。いや、なんでもないよ」

　ボーッとしているウィンを見て不思議に思ったのか、小首を傾げて覗き込んでくるレティシア。

　ウィンは、照れ隠しに視線を逸らしておばさんに頭を下げると、歩き始めた。

　その横にレティシアが並ぶ。

「お菓子もらっちゃった」

　小さな袋に入った砂糖菓子を一粒摘まみ、レティシアがポリポリと齧かじる。

「はい、お兄ちゃん」

　差し出された袋から、ウィンもお菓子を口に入れる。砂糖の甘味が舌の上に広がっていく。

「美味しいね」

　下からウィンの顔を見上げるとにっこり微笑むレティシア。

「お兄ちゃん？」

「ああ、うん」

　その笑顔に見とれてしまったのを誤魔化すために、ウィンはもう一口お菓子を口の中に放り込んだ。

「そういえば、小さい頃、レティはよくお菓子を持って来てくれたよな」

　砂糖をまぶしたお菓子は高価で、庶民の口にはなかなか入らない。幼い頃、屋敷を抜け出してきたレティシアが時折お菓子を持ってきて一緒に食べたことを思い出す。

　レティシアと出会うまで、甘味といえば果実くらいしか知らなかったウィンは、彼女が持ってくる本も楽しみだったが、こういったお菓子も楽しみにしていたものだ。

「うん。二人で剣の稽古をした後によく食べたよね」

『渡り鳥の宿木亭』のマークとアベルの二人にお菓子を奪われないよう、ウィンの住んでいる小屋の中や、町の外で小川のせせらぎを聞きながら、二人でこっそりと食べたものだ。「あの頃は、レティが持って来てくれるお菓子が楽しみだったな」

「まさか、私と遊んでくれてたのって、お菓子が目当てだったってことはないよね？」

「あはは……まさか」

　ついっと目をそらすウィン。正直、半分はお菓子に目が眩くらんでいたのも事実だった。

「全くもう。こんな可愛い女の子が毎日通って来るって、すっごい幸せなことなんだから！」

「いやいやいや、レティが一緒にいてくれたのは嬉しかったよ？　でも、お菓子も捨てがたい」

「もう！」

　ちょっとむくれてレティシアがウィンの腕を軽く抓つねる。

「でも、私もあの頃はお兄ちゃんと一緒にお菓子を食べることが楽しかったかも」

　レティシアはウィンと違って、食べ物に困ったことはない。

　家族や周囲からはあまりいい目で見られていなかった彼女だが、それでも貴族のお姫様らしく、望めばお菓子くらいであれば幾らでも与えられた。

　だがレティシアには、一人ぼっちでお菓子を食べるよりも、一人ぼっちで物語を読むよりも、大好きなお兄ちゃんと一緒に食べるお菓子の方が何倍も美味しく、物語も何倍も楽しく感じられた。

「今でも、一緒に食べているこのお菓子の方が、どんなご馳走よりもとっても美味しいし、楽しいと感じるよ」

「レティ……」

　レティシアがそっと遠慮がちに身体をウィンに寄せる。

　彼女の柔らかい髪の毛がウィンの顔をくすぐり、レティシアの優しい香りがウィンを包み込む。

　そっとレティシアの頭を撫でる。

　魔王を倒した勇者とはとても思えない──小さく、華奢な身体。

「こうしてると、何だか落ち着く」

「そっか」

（いつまでも、こんな時間が続けばいいな）

　身体をくっつけられて、少し顔を赤くしているウィンの顔を見上げながら、レティシアはそっと微笑みを浮かべた。
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　レムルシル帝国の国境付近の山腹。街道から外れた獣道のような細い道を進んだ先。

　そこに木々が伐採されて作られた、開けた場所があった。

　草が生え、荒れ果てたような広場に粗末な家屋が幾つも建てられている。

　だが、村にしては周囲には畑もなく、農具はおろか家畜も見られない。村であれば当然見られる子供たちや年寄りの姿もない。

　そして、家屋にしても、むしろ小屋と呼んだほうが正しいのかもしれない程、簡易なものばかり。

　だが、人の生活している痕跡だけは見受けられた。

　ここは旅人や商人、村々を襲い、強奪し、生活の糧かてを得る者たちの集落──とある盗賊団の拠点だった。

　ここに集う彼らの多くは、村や町で罪を犯してしまいそこに住み続けることができなくなった者や、借金などで身を持ち崩してしまった者、または兵士であったものの軍から逃げ出した者など、様々な理由で食い詰めてしまった者たちだった。

　彼らの日々の仕事といえば、近隣の無防備な村々を襲い、街道を通る隊商から荷物を略奪する。そうやって得た物資で明日をも知れぬ享楽的な日々を過ごす、粗暴な男たちで構成された集落。

　だが現在、この集落の住人である盗賊団の男たちは、全ての武器を取り上げられた上に、粗末な小屋へバラバラに分けられて押し込められていた。

　そして盗賊団に代わって小屋の周囲に立っているのは、ほんのわずかな異状も見逃さないように目を光らせている男たち。彼らは統一された鎧よろいを身につけ、剣を腰に帯びて手には槍を携えている。

　幾人かの上等な鎧を身につけた指揮官と思われる人物の指示に従って、整然と行動するその様は、明らかに訓練された兵士の動き。

　そして小屋の中の一つ──ほかの小屋に比べれば、比較的大きな建物の中には五人の男たちがいた。

　男の一人は椅子に腰掛けた状態で後ろ手に縛られ、彼を囲むようにして身なりの良い初老の男とその護衛と思われる三人の騎士風の装備を身に着けた男たちが立っている。

「くそ……てめぇら。絶対に許さねえ」

　男は縛られているにもかかわらず、怒りをあらわにした表情で彼を囲む男たちを睨みつけていた。

　彼がこの盗賊団の頭とう目もくだった。

　さすがに五十人規模の盗賊団を纏まとめていただけのことはあり、縛られてはいても、その眼光は気の弱い者であれば震え上がり、思わず逃げ出してしまいたくなる迫力を持っている。

　だが、護衛風の騎士たちは微動だにしない。初老の男も、表情すら変えず、ただ頭目の男を見下ろしているだけだった。

「ふむ、この状況で命乞いをしないところはなかなかの胆力というところでしょうか。ですが、我々がその気になればあなたはもちろん、可愛いあなたの手下共も皆殺しになるということをお忘れなく」

「クソッ！」

　顔を歪めて、頭目は睨みつけていた初老の男から視線を外す。

　彼の言うとおりだからだ。

　その気になれば襲撃してきた時に皆殺しにできたはず。それなのに、この連中は盗賊団の男たちをわざわざ生かして捕らえている。

　彼らが自分たち盗賊団に、何らかの利用価値を見出しているということだ。

　だから殺されずに、ただ無力化された。

　彼らとて、まっとうな稼ぎをしているわけでないという自覚はある。だから、常に警戒を怠らずにいた。それにもかかわらず奇襲を受け、ロクな抵抗もできずに制圧されてしまった。

　襲撃の手腕を考えても相手の方が上うわ手てであり、ここは大人しく従ったほうが良さそうだった。そう頭の中で計算し怒りを押し込めると、頭目だった男は口を開く。

「……それで、俺たちは何をすればいいんだ？」

「ほう。盗賊団とはいえ、頭目を張るだけのことはある。単刀直入に言わせてもらうと、私たちの手駒にならないかということです」

「……この状況じゃ、分かったというしかないだろうが。で、誰を襲えばいいんだよ？　どこの貴族のお大臣様を殺せばいい？　それとも誘拐でもすればいいのか？」

「なかなか賢明な判断です」

　初老の男は頷くと、頭目に幾つかの地名とさらに人の名前を上げていく。

　聞くうちに頭目の口が半開きになり、その目が見開かれた。

「お、おい。本気か？　ちょっと話が大きすぎる。お前ら、戦争でも始めようってのか？」

「まあ、そのようなものですな」

「それで……俺たちに見返りはあるんだろうな？」

「この状況で命以上の見返りを？　と言いたいところですが、まあ報酬があったほうが、あなたたちもやる気は出るでしょう」

「……いいだろう。やってやるさ。やり方は俺たちのやり方でいいんだろうな？」

「結構です。むしろ、そのほうが我々には都合が良い。それと、他にも協力者がいますし、あなたがたのご同業の方もいらっしゃいますよ」

「……なるほど」

（これは旨い話かもしれんな）

　頭目は考え込む。順調に手下も増えて、規模も大きな盗賊団となってきた。それゆえにいずれは近隣の領主の軍隊か、村に雇われた傭よう兵へいや冒険者などの討伐隊が派遣されてくるだろう。

　旨い儲け話があるのなら、そちらに鞍替えしたほうがいいに決まっている。それに、この初老の男の背後にいる存在もかなりの実力者のようだった。この詰んだ状況からしても、分ぶが悪い賭けではない。

「まずは、この縄を解いてくれ。具体的な話をしていこうじゃねえか」

　その言葉に初老の男は頷くと、背後に控える男に縄を解くように目配せをしたのだった。
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「おーい、ウィン」

　准騎士としての任務──仕事という名の正騎士たちの雑用──を終えたロックは、ポツンと一人所在無さげに立っているウィンを見つけて声をかけた。

　その声にウィンが弾かれたように振り向く。

　手を振るロックの姿を認めたのか、ウィンは明らかにホッとしたような表情を浮かべていた。

「仕事は終わったのか」

「ああって、あれ？　レティシア様は一緒じゃないのか？」

「コーネリア様の侍女って方が来て、先に連れて行かれたんだ。別の案内を寄越してくれるってことだったんだけど……」

「それなら待っていた方がいいな。下手に動きまわると、入っては行けないところに行ってしまいそうだ」

「だよね。皇宮なんて初めてだし、落ち着かない」

　不安そうに周囲を見回すウィン。

　赤いふかふかの絨じゆう毯たんが敷かれた皇宮の廊下。

　ウィンとレティシア、そしてロックの三人は、コーネリアからお茶に誘われた。

　騎士学校が休校で、『渡り鳥の宿木亭』での仕事を終えた後は特に予定のないウィンと、レティシアの二人は、連れ立って皇宮を訪れたのだが、レティシアだけが先にコーネリアの侍女に案内されていったのだ。

　取り残されたウィン。レティシアと一緒の時は気にならなかったが、一人で待っていると心細く感じる。

　所々に立って警備している宮廷騎士たちから向けられる視線が気になって仕方がない。

　不審者として連行されてしまうのではないだろうか？

　そういう考えが頭の中をよぎる。

　実際の所は、彼らはすでにウィンが勇者の師であることを知っており、噂の渦中の人物が目の前にいたので、ただ注目していただけだった。

「しかし、皇女殿下にお茶に誘われたというのに、皇宮へ騎士学校の制服で来る奴はウィンくらいだろうな」

「俺が他に服なんて持ってるわけが無いだろ。持っていたら、以前の祝宴の時にも着て行ったさ。一番まともな服がこれなんだ」

「だから言えば、貸すか何かしてやるってのに」

「俺が着たら、服ばかり目立って中身が添え物になるよ。ロックが着ているのは准騎士の制服？」

「そうそう。だから正騎士と違って徽き章しようがないんだ。准騎士なんて、所詮雑用係だよ」

「それでも羨ましいよ。凄いなあ」

（アホか！）

　ロックは内心で友人に呆れてしまった。

（本当に凄いのは、身分や外側の服装じゃなくて、平民で何の権力もないくせに、皇宮に招待されるお前のほうなんだ。上級貴族でもないと、貴族ですら招かれることは無いってのに。この鈍感野郎が！　そこに気づけ！）

　本気で羨ましそうな表情でロックの礼服を見ているウィン。

　今の状況がどれだけ凄いことなのか。いまいち把握しきれていない友人に、ロックは苦笑を返した。

「さっきから宮廷騎士の人たちの視線が気になるんだけど……」

「不審者と思われているなら、とっくに俺たちは連行されているさ。気にするな」

　それでもウィンは落ち着かない様子だったが、近くに立っている宮廷騎士にそっと目を向けた。

「宮廷騎士か……」

　中央騎士団から選抜された者で構成される精鋭部隊。宮廷騎士団の黒を基調とした騎士服に身を包んだ騎士を、ウィンは羨望の眼差しで見つめた。

「憧れだな。近この衛えは無理だろうけど、宮廷騎士団には入りたいな」

「まあ、大丈夫だろう。多分、なれる。というより、下手すると近衛にされる勢い」

「そうかな？　でも近衛騎士って実力だけでなく、家柄とかも重要だって聞くよ？　平民出身の俺じゃ無理だと思う」

「平民でも、身分の高い人から推薦されたら入れるぞ。ウィンの場合、皇女殿下と公爵令嬢というお二人の後押しを貰えれば、何とでもなりそうだ」

　皇族としては、勇者であるレティシアをこの国に縛り付けておきたいところだろう。それにはウィンを手元に置いておくのが、最も都合が良い。

　これまでの経緯を見てきても、レティシアがウィンの傍そばを離れるとは考え難いからだ。

　問題は、それを面白く思わない貴族たちがいるかもしれないといったところか。

「平民からの騎士採用を見送るっていう噂、本当なのかな？」

「人手不足だから、それは無いと思う。ただ、貴族を中心として平民騎士への風当たりが強くなってるからな。精鋭で重要な任務に就く事が多い宮廷騎士団とか近衛騎士団へ配属されるかどうかは、微妙といったところだと思う」

「さっき、俺なら近衛にもなれるかもって言ってなかったか？」

「ウィンは別だ。『勇者様のお師匠様』だろ、自覚しろ」

「そんなもんか？　それにしても、案内係はまだかな……っと」

「失礼します。遅くなりまして、申し訳ございません。ロック・マリーン様とウィン・バード様ですね」

　居心地の悪さに小声で話していた二人に、侍女と思われる女性が声を掛けてきた。

「皇女殿下よりご案内するよう、仰せつかっております。どうぞこちらへ」

　二人は顔を見合わせると、侍女の後について歩き出した。




　皇宮という平民にはまるで縁の無い場所。たまに、この皇宮内で働いている思しき人とすれ違うが、誰も彼も自分たちよりも高い身分の人物であるはずだった。

　ロックはまだ、夜会などで高位貴族の家に出入りしていたため耐性があったが、こういう場所の経験がないウィンは圧倒されてしまい、息苦しさすらも覚えていた。

　どことなく漂う荘厳な雰囲気に、二人は無言で侍女の後について行く。

　広大な皇宮内をしばらく歩くと、前方から複数人の笑い声と話し声が聞こえてきた。見ると貴族と思われる、きらびやかなまでに豪奢な服を着こんだ青年たちが、ウィンとロックの方へと歩いてきた。

　侍女が廊下の脇に避けて道を開ける。ウィンとロックもそれに倣ならい脇へと退いた。

　そのまま一礼してすれ違うかと思ったが、貴族たちの一人が三人の前で立ち止まった。

「おい、見ない顔だな。こいつらは何だ？　新しい使用人か？」

「いえ、コーネリア殿下のお客様で、ロック・マリーン様と、ウィン・バード様です」

「なんだ、平民じゃないか」

　名前を聞いて、顔をしかめる青年貴族。

「平民？　なんだって皇女殿下に招かれているんだ？」

　青年貴族の声を聞いて、他の貴族たちも戻ってきた。ロックは彼らにバレないように小さく舌打ちをする。

（──面倒臭いことになってきた）

「待て。マリーンと言えば、あの商家のか」

（俺の家を知っている奴がいるのか）

　見ると確かに見覚えのある貴族がいた。

（確かエルステッド伯爵？）

　ロックは一歩前に出ると、深々とお辞儀をする。

「はい。マリーン家の次男でロックと申します。皆様にはいつもご贔屓ひいきにしていただいております」

「おお、御父上殿にはこちらも世話になっている」

　まだ二十代後半から三十代前半といった年齢であろうに、まるでヒキガエルのようにでっぷりと太り、頭のてっぺんが少々寂しくなっているエルステッド伯が、マリーン家と聞いて相そう好ごうを崩しながら手を差し出してきた。

「これは、エルステッド伯爵閣下。お久しぶりです」

（うへえ、汗で手がにちゃにちゃするぜ。気持ち悪い……）

　内心で悪態をつきながらも、ロックは幼い頃から培つちかった作り笑いを浮かべて握手を返す。

　この辺りはさすがに商家の出身。家を継ぐ気は全くなかったが、それでもこの程度の芸は仕込まれている。

「こちらはあのマリーン家のご子息のロック殿だ。彼の御父君には我が家も随分と世話になっていてな」

「若じやく輩はい者ものですが、どうぞ皆様におかれましては、よろしくお見知り置きください」

　エルステッド伯の紹介にロックは胸に手を当てると、作法に則のつとってもう一度深々と丁寧に頭を下げた。それに対して、貴族たちは横柄な態度で頷くのみ。

　どうやら、ヒキガエルハゲデブのエルステッド伯爵が、この青年貴族たちの中では一番格上のようだった。

　となると他の連中は子爵か男爵、もしくは長子ではなくて準男爵か士爵位を持つ者といったところだろう。

　ロックの曖あい昧まいな記憶が確かであるなら、伯爵位ということでエルステッド伯爵家の宮中序列は高いのだが、貴族の中では主要な派閥には属していなかったはずだ。

　伯爵の自慢は領地に構えている大層立派な屋敷。宴などでは何かとその屋敷について自慢していると聞いたことがある。そのくせ金には窮しており、貴族として豪奢な服は着ているが同じ物を着用していることが多いと、陰口も耳にしていた。

　こういった選ばれし者と自負する者の中でも立場がより低い者は、自分たちよりも立場の弱い者を何かと見下したがるものである。

　案あんの定じよう、彼らの中の一人がウィンに目を向けた。

「おい、貴様は何だ？　名乗りたまえ」

「騎士学校生のウィン・バードと申します」

　ウィンはロックを真似て、ぎこちなく頭を下げる。

「貴様が騎士候補生だと？」

　舌打ちしつつ、顔をしかめるエルステッド伯。

（こいつらも平民が騎士になることを気に食わないクチか）

　貴族階級には多い感情。

　ロックはどこか冷たい光を目に浮かべて、エルステッド伯を見る。

　実家で培った、商売人として人を見る観察眼で、エルステッド伯やその取り巻きの貴族の青年たちの器を見定める。

　貴族だから平民だからと生まれつきの身分だけでその人物の能力を判断するような相手では、取引を続けたとしても利があるかどうか。

　ロックがその気になれば父親に告げて取引を絞り、干上がらせることも可能だろう。

　商家ではあるが、マリーン家にはそれだけの力がある。たとえ、実家の商売は継がないとしても、マリーン家の人間として、そして雇用している使用人たちのために、不利益な相手との取引は避けたい。

「平民が騎士候補生とは……嘆かわしい世の中になったものだ。ここは畏れ多くも皇宮だぞ？　平民や騎士候補生が軽々しく来て良い場所ではない。早く帰りたまえ」

「お待ちくださいエルステッド伯爵閣下。お二人は皇女殿下の御友人ということで、殿下がお招きいたしました」

「皇女殿下が？」

　ウィンに代わって返答した侍女に、貴族たちは一斉に顔をしかめた。

「殿下は何を考えていらっしゃるのか。宮中にこのような素性の知れぬ者を招き入れて。何かあったら、どうなさるおつもりか」

「殿下は外での生活が長かったですからな。その辺りのことはしっかりと教育係に叩き込んでいただかねば、困りますな」

「おい、そこのウィンとか言ったかな？」

　彼らを代表するかのように、エルステッド伯爵がウィンの前に立つ。

「いくら皇女殿下からのご招待とはいえ、平民が皇宮へ参上するとは思い上がりも甚はなはだしい。何か理由をつけて断るのが筋ではないかね？」

（おいおい、皇女殿下からのご招待を平民が断るほうが失礼じゃないか？）

　作り笑いを浮かべつつ、ロックは内心で思わずツッコミを入れた。

「いえ、ですが皇女殿下からのお招きですし、お断りするのも失礼かと」

　ウィンもロックのツッコミと同様の反論を返す。が、どうやらそれが気に食わなかったらしい。エルステッドの顔が赤くなった。

「皇族方の前で粗相でもしてみろ。平民といえど不敬罪を適用してくれる。それと貴様──」

　ウィンが腰に帯びていた短剣を指さした。

「皇宮で武器を帯びていいのは、高貴な方々と近衛、そして宮廷騎士だけだ！　その程度の常識も弁わきまえぬのか！」

「いや、これは……」

「そちらの短剣に関しては問題ないと、我々が判断していますし、すでに殿下よりもご許可は頂いております」

「そういう問題ではない！　侍女風ふ情ぜいは黙っていろ」

「素性の知れぬ者に武器の所持を認めるとは、皇族方に何かあったらどうする気だ！」

「もしや、この侍女も……」

「近衛に知らせたほうが良いのではないか？」

　ウィンを庇かばう侍女にも摑みかかりそうな勢いでまくし立てる貴族たち。

　いつの間にか騒ぎに気づいた人々が遠巻きにしている。

　所々に立っている宮廷騎士たちも騒ぎに気づき、こちらにやってくる。

（やっぱり厄介な事になった）

　ロックは内心で舌打ちをする。

（もうこうなったらコーネリア様か、レティシア様を呼んで取りなしてもらうか？）

　ロックがそう思い、誰かに二人のどちらかを呼んでくれるよう頼もうかと考えたその時──。

「何の騒ぎですか？」

　ロックがまさしくいま、呼びに行こうと思っていた人物の一人──レティシアが怒りの表情を湛たたえそこに立っていた。



















「何の騒ぎですか？」

　レティシアの透き通るような声。

　周囲が静寂に包まれていく。

　どこか透明感と清楚な印象を与える水色のドレスに、そのほっそりとした肢体を包んだレティシアが、ゆっくりとウィンたちの方へと歩いてくる。

　祝宴の時に身につけていたドレスとは違って、今日は親しい知人だけで集まる茶会であるためか、決して華美ではない程度の銀糸によって刺繡が施され、光が零れ落ちるようにきらきらと輝く彼女の金髪によく似合っていた。

　貴族の姫君として正装していた時のドレス姿も眩しいものだったが、あの時よりも装飾を控えめにしていることで、レティシアの持つ生来の美しさがより際立っていた。

　それに加えて、皇宮という場所が持つ独特の荘厳な雰囲気が後押しして、まるで地上に舞い降りた女神のようだ。

　貴族たち、あるいは騒ぎに気づいてこちらを見やっていた者たちの視線が、全てレティシアへと集まる。美しい貴族の姫君たちを見慣れているはずの彼らだが、思わずため息をこぼす者もいるほどだ。

『渡り鳥の宿木亭』や騎士学校での普段のレティシアを目にしている筈のウィンとロックの二人ですらも、自分たちを囲んでいる貴族たちのことを忘れて見とれてしまった。

　まるでこの場所だけ時間が止まってしまったかのように、静寂だけが周囲を支配する。

　誰もが息を吞んでレティシアを見つめる中で、彼女はゆっくりとウィンの傍らに寄り添うように立った。

「レティ？」

　ウィンの左腕にそっと手を絡めてくるレティシア。

　困惑したような声を上げるウィンに、レティシアはにっこりと微笑んで見せる。

　だが、エルステッド伯を振り返ったレティシアの顔からは微笑みが消え、そのエメラルドの宝玉のような瞳には、冷たい怒りの色が浮かんでいた。




「コーネリア殿下より、レティシア様をお先にお連れするよう仰せつかっております」

　皇宮に到着して、コーネリアの侍女に出迎えられそう告げられると、レティシアは一人だけ先に案内された。

　こういう場所に慣れていないウィンを一人置いていくのは少し心配だったが、コーネリアの事は最近出来た友人として信用も置けると思っていたし、所々に立っている警備の宮廷騎士たちも、ウィンとレティシアが一緒にいる所は見ていたので、不審者として拘束されることはないだろう。

　案内された先ではコーネリアと共に十名近い侍女たちと、きらびやかなたくさんのドレスが彼女を出迎えた。コーネリアが普段は動きやすい服装を好むレティシアの為に、ドレスを用意してくれていたのだ。

　実は、レティシアは公爵令嬢という高貴な貴族の姫君でありながら、ドレスをあまり持っていない。子供の頃はともかくとして、勇者として旅立ってしまった後、ドレスなど身につける状況にはなかったからだ。

　もちろん、仕立てようと思えば幾らでも仕立てることはできる。公爵家に出入りする服飾職人に命じれば、幾らでも仕立てることだろう。

　だが、レティシア本人があまり着飾ることを好まないため、彼女の衣装部屋は公爵令嬢としてはかなり寂しいものとなっていた。

「レティシアさんがそういう服装を好むのはわかりますが、たまには女の子らしい格好をして、ウィン君をドキッとさせちゃいましょう」

　そう悪戯っぽい笑顔を浮かべるコーネリアに、レティシアも断りきれずに承諾した。

　ドキッとさせるという言葉にちょっと惹かれたというのもある。

　瞬く間に侍女に取り囲まれ、あっという間に着替えさせられてしまった。

「まあ、なんてお美しいのでしょう！」

　流石さすがに慣れた手つきで素早くレティシアを着飾らせた侍女たちが、口々に賞賛の声を上げる。

「本当にお美しいですよ？」

　さらにはコーネリアにまで、にこにこと断言されては、普段はあまり服装にこだわっていないレティシアとて悪い気はしない。

「ちょっと迎えに行ってきます」

（お兄ちゃんに可愛いって、言ってもらえるかなあ？）

　間もなくウィンたちもここへ来るだろうが、着飾った姿を一刻も早く見せたくて、レティシアはついつい出迎えに向かってしまった。

　そしてドキドキしながら、ウィンを見つけてみれば──。

　レティシアの機嫌も悪くなろうというものだった。




　そんなレティシアの心の中を知らず、エルステッド伯が丁寧に頭を下げる。

「これはお目にかかれて光栄ですな、メイヴィス家第三公女殿。私はロイズ・ヴァン・エルステッド。陛下より伯の地位を授けられているものです。以後、お見知り置きを」

「初めまして、エルステッド伯爵。それで、これは何の騒ぎでしょうか？」

「なに、そこの素性の知れぬ平民が分不相応にも皇宮に紛れこんでいたので、立ち去るように告げていたところですよ」

　頭を下げながらもエルステッド伯のその視線は、ウィンの左手に絡めたレティシアの右手へと注がれていた。

　取り巻きたちの顔にも動揺の色が浮かんでいる。

　その言葉にレティシアは、一つ大きく息を吐く。

　自身の中の怒りを抑制するために。

「エルステッド伯爵閣下」

　それでも、声音に混ざる冷たさはごまかすことができない。

「この方は、私の師であるウィン・バード様です。素性が知れぬわけではありませんし、彼が私の師であることは、皇帝陛下もご存知です」

「なに？」

「勇者の師だと？」

「そういえば、平民の少年であるという噂は聞いていたが……」

　レティシアの言葉に、貴族たちから口々に驚きの声が上がる。

　クーデター終結の祝宴に参加していた貴族は、その多くが上級の貴族や力を持つ派閥の貴族、そして功を挙げたものだった。

　力の弱い貴族であるエルステッド伯たちは招待されなかったのだろう。

　彼らの顔色が青くなった。

　皇帝陛下すらも認めた『勇者様のお師匠様』。

　帝国にとっても、重要な人物となる可能性が高い。

　遅まきながら、彼らは侍女の言葉を思い出す。

『お二人は皇女殿下の御友人ということで、殿下がお招きいたしました』

　そして勇者本人であり、高位貴族であるレティシアの──師と弟子という関係以上の親密さを窺わせるその仕草。

　先程までの発言と態度が、下手をすれば皇族に次ぐ家格と権力を持った公爵家にまで睨まれかねない行為だったことに、ようやく気がついたらしい。

「そういえば、勇者の師匠は皇女殿下の御学友でもあるという話でしたな」

　だが、取り巻きたちが驚きの声を上げて、先程までの自分たちの態度に悄然としてしまいながら、恐る恐るレティシアとウィンを見比べている中で、ただ一人エルステッド伯だけが表情を変えずにレティシアに話しかけた。

（へぇ、さすがに弱小とはいえ派閥の頭ってところか）

　ロックは内心でエルステッド伯を多少見なおした。

　そういえば、先程から怒りを湛えたレティシアの視線を受けているにもかかわらず、彼はそれを真正面から受け止めている。

　見た目は美しい少女ではあっても、一国を相手にできる力をその華奢な身体の内に秘め、宮中序列においても上の立場の人間。

　取り巻きの貴族たちの前で、つまらない見栄を張っているのだろうか。だが、そうだとしてもなかなかの胆力と言える。

（外見に惑わされて見くびりすぎていたか？）

　ロックはエルステッド伯について、後で詳しく調べてみようと考える。

「本日、師と私は、コーネリア殿下のお招きをうけて参りました。彼がここにいても何も問題は無いかと思いますが？」

「ですが、その腰の物は？　皇族方にお会いするというのに、凶器となりえるものを持ち込むというのはいかがなものか？」

「その短剣の事でしょうか？」

　ウィンが腰に帯びた短剣。

　エルステッド伯が指差すそれを見ると、レティシアは殊更にっこりと微笑んだ。

　そして、絡めていた手を解ほどきウィンへと振り向くと、ドレスが皺になるのも顧みずに、恭うやうやしく跪ひざまずいて彼の腰から短剣をゆっくりと抜き取る。

　勇者であり公爵令嬢であるレティシアが、平民にすぎないウィンに対して恭しい態度を取ったことにも周囲のざわめきが起こったが、彼女の次の発言が更に大きなどよめきをもたらした。

「この短剣は、私が我が師に贈ったもの」

　抜身の刃に刻み込まれた刻印をエルステッド伯たちに見せつける。

　この国の紋章──すなわち、皇族の紋章。

　そして反対側にはメイヴィス公爵家の紋章。

「こ、これは……！」

　それまで少なくとも表面上は平静を取り繕っていたエルステッド伯も、短剣の刻印に目を剝いた。

「この短剣は私の生誕の際に、陛下から賜たまわったもの。皇位継承権を持つ者の証です」

　エルステッド伯は絶句してしまい、言葉が出ない。

（そんな大層な物を、俺に渡していたのか！）

　一方のウィンも絶句。傷一つつかないとはいえ、武器として振り回し、あまつさえ攻撃魔法に向かって投げつけて、誘爆までさせてしまったこともある。

　手入れは丁寧にしていたが、ある意味、国宝にも匹敵する物を結構ぞんざいに扱っていたあれやこれやのことを思い出す。

（ば、罰せられたりしないよな？）

　思わず冷や汗を浮かべるウィンに、短剣を投げつける修練に付き合ったロックも同情の視線を送る。

「これは私の彼に対する信頼の証ですから」

　微笑みかけながら短剣を差し出すレティシア。

　それをウィンは食い入るように見つめつつも、手を伸ばせない。

　先程まで、何の気なしに腰に帯びていた短剣が、国宝級の品物だったのだ。触れることすらためらってしまう。

　しかし、レティシアはまた柔らかい微笑を浮かべると、ウィンに短剣を取るように視線で促した。仕方なく、ウィンはこれまで以上に慎重に短剣を受け取ると、腰の鞘へとそっと納める。

　この短剣による魔法迎撃はウィンの奥の手の一つ。どうしてもという時には使わない訳にはいかないが、今後は訓練では絶対に使用しない、そして手入れはより一層入念に行うことをウィンは心に誓った。

「……そういうことであれば」

「では、皇女殿下をお待たせしていますので」

　侍女が頷き、エルステッド伯に深々と丁寧に一礼すると、先に立って歩き出す。

　ウィンは自分を睨みつけてくる貴族たちにどうしたものかとオロオロしていたが、それを見かねてかレティシアがウィンの腕を再び抱え込むと引っ張って歩き出した。

　とりあえず、貴族たちへ頭を下げるだけ下げて連れて行かれるウィン。

「痛い痛い、あと、胸が当たってるって！」

「うるさい！　お兄ちゃんは黙ってついてくればいいの！」

　ウィンを強く引っ張りながら、歩いていくレティシア。

　二人の後ろ姿に少し苦笑すると、ロックもエルステッドたちに一礼して後を追おうとしたその時──。

「──まだ子供。そして弱点となるか？」

　思わずロックは振り向くが、すでにエルステッド伯は取り巻きたちを連れて逆方向へと歩き出しており、その表情は窺えなかった。

「どうした？　ロック、置いて行かれるぞ？」

「ああ、今行くよ」

　もちろん、案内の侍女が皇女の客であるロックを置いて先に行ってしまうということはないだろうが、そう返答する。

　ロックは、訝しげにこちらを振り向いているウィンとレティシアに追いつこうと足を早めながらも、どこか不気味な思いを抱いてもう一度エルステッド伯たちを振り返った。しかし、すでに角を曲がってしまったのか姿がなかった。

（家に戻って、親父や兄貴に奴の噂とかを聞いておくか？）

　親友、そしてその幼馴染の少女の障害にならないとも限らない。

　そしてレティシアと対峙した時に見せた、意外なほどのエルステッド伯の胆力。

　足早に二人を追いかけつつも、外見に騙されてはいけない危険性のある人物としてロックは、ロイズ・ヴァン・エルステッドの名前を己の記憶に強く刻み込んだ。




「ロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵ですか？」

　コーネリアはお茶の注がれたカップを置くと、小首を傾げて考え込んだ。

「確か、ここ二、三年くらい前から中央で仕えている方のように思います。エルステッド伯爵領は国境付近に位置していたかと」

　皇宮の中庭。

　コーネリアはガーデンテーブルに幾種類もの焼き菓子とお茶のセットを用意してウィンたち三人を待っていた。

　このお茶会への参加者は四人だけ。

　皇宮というこれまで生きてきて全く縁のなかった世界へと、まさに迷い込んでしまったとしかいいようがないこの状況。これ以上なく緊張していたウィンも、いつもの見慣れた顔ぶれに囲まれるとようやくホッとすることができた。

　とはいえ、世話係の侍女が数人控えているため、厳密には四人だけというわけではなかった。

　空の下──庭園という開放的な場に出たことが、緊張を緩和するのに役立ったのだろう。

　柔らかい芝生に覆われ、計算し尽くされて植えこまれた木々。皇宮専属の庭師によって丁寧に刈り込まれ、季節の花が美しく上品に咲き乱れていたが、皇宮内部程の荘厳な雰囲気は感じさせなかった。

　それに、控えている侍女も、ともすればその場にいることを忘れてしまうくらいに気配を消している。さすがは皇族に仕える侍女といったところか。

　用意された、焼きたての甘いお菓子を口にしつつ、お茶を楽しむ。お茶もお菓子も上等な物なのだろう。

　ウィンにとっては、美味いとしか表現のしようがないものばかりで、ついつい手が伸びてしまう。

　その点、公爵令嬢であるレティシアや、貴族と付き合いがあり、ともすれば貴族以上に力を持っている大商家の息子であるロックは、洗練された作法でお茶を楽しんでいた。

（知らないものは知らないんだから、もしこういう場での作法があったとしても、やれと要求するほうが間違っている）

　ウィンも最初は半ばやけくそ気味にお菓子に手を伸ばしていたが、レティシアが甲斐甲斐しく、手が届きにくい所に置かれている焼き菓子なんかも取ってくれたりするので、開き直って楽しむことにした。

（滅多に口にできないモノばかりだ。食べなければ損だよね？）

　平民根性、丸出しだった。

　食べたりお茶を飲んだりしながら、はじめは他愛のないことを喋っていたのだが、そのうちについ先刻の出来事に話題が移った。

「エルステッド伯爵は、何年か前に、伯爵から辺境伯へと格上げしてはどうかと重臣たちの間で検討されたようですが、調べたところ悪い噂が多くて見送りとなったようですね」

「あのヒキガエルハゲデブだからなあ。外見だけで判断するのはまずいと思うけど、何か裏で犯罪めいたことしてそうだものな」

「ヒキガエルハゲデブ？」

　ロックの言葉に、さらに首を傾げるコーネリア。

「伯爵のこと。俺が名づけました。もうね、脂ぎってるわ、デブだわ、ハゲだわ」

　手を握った時の事を思い出したのか、服に握ったほうの手を擦りつけつつ顔を歪めるロック。

　その表現の意味がよくわからなかったのか、レティシアは少し困惑気味の表情だ。

「伯爵閣下に失礼だよ。まあ、俺も思わないこともなかったけど。ヒキガエルハゲデブとか……うん、まあ、一言で表現しているとは思うけどさ」

「ウィンもそう思うだろ？」

　三人それぞれが違う反応を見せる中、この中で唯一エルステッド伯と直接の面識の無いコーネリアは、困ったように苦笑してみせた。

「そういえば、何年か前に私の元へ、エルステッド伯爵の肖像画が送られてきたと思います」

　侍女が一礼し、宮殿内へと戻っていく。しばらくして、一枚の絵画を持ってきた。

「ああ、これですね。私の婚約者候補として送られてきた肖像画の一つですね」

　侍女によってガーデンテーブルの上に載せられたその絵を三人が覗きこんだ。

「誰？　これ？」

　レティシアが困惑した声を上げ──。

「スゲー、これは、画家スゲー!!」

　見るなりロックは腹を抱えて爆笑しながら、テーブルをドンドンと叩いた。

「おいおいおい、誰だよ、これ。美化し過ぎにも程度ってものがあるだろう？　一体この絵を描かせるのに、どれだけの金を積んだんだよ！　もう、この絵を書いた画家の腕前が凄すぎる！　親父に言って、マリーン家がこの画家の後援者になってもいい！」

　描かれていた人物は、金髪碧眼のスラリとした美青年。優しげな柔らかな微笑を浮かべて佇んでいるその絵姿は、あのヒキガエルハゲデブの実物のエルステッド伯とは似ても似つかなかった。

「これ、誰か別の人の絵と間違えたんじゃ？」

「ううん、でもここに記名があるよ？　お兄ちゃん」

　レティシアが指差す額縁の下の方に、確かにロイズ・ヴァン・エルステッドの名前が刻まれている。同様にエルステッド伯爵家の紋章が刻み込まれているし、人違いということはないだろう。

「これは、詐欺にも程があるって。この絵を見て、万が一コーネリア様がお気に召したりして本人と会うって流れになったとしたら、どう取り繕うつもりだったのか聞いてみたい。是非とも聞いてみたい！　そして会った時の顔が見てみてえ！」

　涙を流しながら笑い続けるロック。

「そんなに、この絵に描かれている人物とは似ても似つかない人なのですか？」

「全くの別人ですよ！」

「いや待て、ロック。うーん、言われてみればこの辺は本人の面影があるような？」

　ウィンが指差す箇所へロックが目を向けて──。

「髪の毛だけじゃないか！　まあ、ここは確かに薄く描いてあるけどさ。心持ちってところだけど。ちくしょう、あの伯爵閣下め！　やってくれるぜ、俺を笑い殺す気か！」

「それで、婚約という話はどうなったの？」

　笑い続けるロックに多少引き気味になっていたレティシアが、コーネリアに尋ねる。

「お断りしました」

「まあ、そうだよな」

　うんうんと頷くロック。

「先程も言いましたが、調べてみると身辺にかなり悪い噂が流れていまして……領内の若い娘を自分の屋敷に連れ込んでいるとか……」

「ひどい……」

　レティシアが眉をひそめる。

「どうしてそんな貴族を野放しにしているのかな？」

「先々代の伯爵が帝国に多大な貢献をしていまして、その威光と言いましょうか。先代の伯爵は急逝しましたが、先々代はこの国の将軍にまで昇り詰めておられます。エルステッド伯爵家は、先々代の他にも、何人もの将軍を輩出した武門の名家なのです」

「そういえば……握手した時、意外にあいつの手の皮は厚かったな。腐っても武門の出ということなのか？」

「もっとも、当代になってからは悪い噂が絶えず、伯爵家の財政も傾いているようで、凋ちよう落らくの一途を辿っているようですが」

　ロックはエルステッド伯爵家の使いが、マリーン家にも金の借り入れに来たことがあったことを思いだす。

（何にしても、腐っているのは騎士だけじゃなくて、この国の権力層そのものってところかもしれないな）

　その後は、再び他愛のない話へと話題を戻し、涼しくなる頃合に余った焼き菓子を包んでもらって、解散したのだった。
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　盗賊団討伐のため、アベルを含む帝都を進発した冒険者たちが拠点に選んだ場所は、トルクというどこにでもあるような村だった。

　これまでの襲撃地点の分析から、次に狙われるのはここだろうと割り出された村の一つだ。

　そのトルク村を目指して、一人の冒険者が全速力で森の中を走っていた。

　彼は周辺の偵察に出ていた冒険者だ。偵察を得意としているだけあって、平常ならば足場の悪い森のなかであっても確かな足運びで素早い移動ができるはずだった。

　しかし今、彼の足取りは非常に危なっかしいものだった。

　木の根やくぼみに足を取られて、こけつまろびつしつつも必死に立ち上がり走り続ける。

　焦りが、彼の判断力を低下させていた。

　偵察を得意としている冒険者が二人一組で組を幾つか作り、村を出発したのは数刻前。

　そして、その中の一組である彼らがそれに気づくことができたのは、運が良かったのか、悪かったのか。

　森の中の獣道のような細い道を歩いている途中、不意に違和感を覚えた。

　よくよく耳を澄ましてみると、森の中では決して聞こえるはずのない金属の擦れる音。

　相棒となったもう一人に目配せをして合図を送り、気配を殺して音の聞こえた方向へと進んでいき──。

　森の木々が途切れた崖下に広がる光景を目にした。

「な、何だよ。こいつら……」

　偵察中である。

　できるだけ物音を立てないように動いていた彼らですら、思わず呻き声を上げてしまった。

　革鎧に身を包み、髪の毛や髭は伸び放題になった男たち。思い思いの武器を手にして、時には下卑た笑い声を上げている。

　彼らが恐らく盗賊団の連中だろう。数にして、百人程度だろうか。

　想定していたよりも大きな規模だったが、重要なのはそこではない。

　問題はその彼らに混じって粛々と行軍──まさに行軍しているという言葉が似合う、統一された金属鎧を身に着けて槍と剣で武装した集団。

　こちらも百人程度の人数。

　総数、およそ二百人の集団。

（これは……盗賊団なんかじゃない、どこかの軍じゃないのか？）

　今回の盗賊団討伐部隊に参加した冒険者たちはおよそ三十名。それも、中堅どころをふんだんに揃えたなかなかの戦力だ。

　たとえ三倍近い百人規模の盗賊団だとしても、討伐部隊は魔法使いも擁しており、連携も十分な冒険者たちだから問題なく彼らを討滅できるはずだった。

　しかし、眼下を通り過ぎて行く金属鎧の集団。彼らは決定的に違っていた。

　よくよく目を凝らして見れば、目鼻立ちが帝国人とわずかに違う。




（──隣国、ペテルシア王国！）




　武装集団の正体に思い至った時、冒険者の背中に戦慄が走る。

　ペテルシア王国が軍備を拡張しているというきな臭い噂は、冒険者も耳にしていた。

　しかし、帝国と緊張状態に陥っていたとしても、交戦状態にまでは至っていなかったはずだ。

　にもかかわらず、帝国の中に彼らが侵入している。しかも、ある程度の情報網を持っている筈の冒険者ギルドですら、ペテルシア王国の動向は摑んでいなかった。

　素人に毛が生えた程度の盗賊団が相手なら、さすがに二百人は厳しい数だが、戦えないこともない。

　しかし、その中に百人もの本職の軍人が混ざっているとなれば話は別だ。

　あの中には間違いなく騎士もいるだろう。騎士はほぼ例外なく魔法を使う。

　しかも彼らは平民ばかりの冒険者たちに比べて、一般的に魔力が強かった。




　──全滅。




　この言葉が頭をよぎる。

　傍らの相棒に、急ぎこの場を撤退するよう合図をしようとして──。

　振り返った彼の目に映ったのは、こめかみの辺りに矢を生やして倒れる相棒の姿だった。

「ぐっ！」

　慌てて立ち上がり走りだそうとした彼の左肩に突き刺さる矢。

　痛みをこらえて必死に走りだす。

　考えてみれば当然だった。

　ただの盗賊団であればともかく、金属鎧の集団がペテルシア軍で間違いなければ、周囲に斥候くらいは放っているのが自然だ。

　なるべく直進せず、木立や茂みに身を隠しつつ必死で走る。

　絶対に伝えなければならない。

　このまま、彼らの存在を知らずに拠点の村で奴らを迎え討てば、確実に全滅という名の未来が待っている。

（畜生！　あいつを殺しやがって）

　悔し涙を流しながら走り続ける。

　国境を警備している帝国軍は何をしていたのだろうか？

　いくらクーデター騒ぎがあったとはいえ、あくまでも帝国軍全体から見ればごく一部だけの話だ。百人は軍としては小規模だが、何の情報も摑むことなく他国軍の自国領内への侵入を許すことなど、ありえない失態だ。

　彼は一目散に走り続ける。

　幸い、あのあと矢が射掛けられるようなことはなかった。

　焦りで足元が覚おぼ束つかないとはいえ、それでも並の人間よりは速い速度で逃げているからかもしれない。

　森の中での足への自信から多少は不安が取り除かれたが、それでも背後からの追手への恐怖は大きかった。

　彼は気がついていなかった。

　追手もまた、斥候として足場の悪い所でも十分に活動できるように訓練を受けていることに。

　そして、彼らの拠点への道案内をさせるために、泳がされていることに──。




　トルクの村の中心には、祭りなどで使用する村の集会所を兼ねた、そこそこ大きな建物が建てられている。

　盗賊団討伐にやって来た冒険者たちは、村人たちからこの場所を借り受けて使用していた。と言っても、全員が寝泊まりできる広さはないので、基本的には小屋の周囲で野営をし、女性冒険者や夜番に立ったものを優先して小屋の中で寝泊まりさせていた。

　今その小屋に、今回の盗賊団討伐任務に参加した冒険者たちが集まっていた。外ではトルクの村人たちが、小屋を遠巻きにして不安そうにその様子を眺めている。

　冒険者たちの中心に座るのは、今回の盗賊団討伐部隊のリーダーを務めるリッグスである。彼の前で、先ほど偵察から帰ってきたばかりの冒険者が、肩の矢傷の治療を受けながら、見てきた光景と仲間の死を報告していた。

「……ペテルシア軍」

　誰もが絶句していた。

　想定外の敵だ。

　普段は陽気で強気な彼らも一様に押し黙り、不安そうに周囲の仲間たちの顔色を窺っていた。

　やがて、偵察者の報告が終わり、冒険者たちの視線はリーダーであるリッグスへと集まっていく。

　あぐらをかいて腕組みして座り込み、目を閉じて黙したまま報告を聞いていたリッグス。

「おい、どうするんだ？　リッグス」

　黙したまま考えこむ彼らのリーダーに、ついには痺れを切らして声を上げる者が出始めたところで、ようやくリッグスは目を開いた。




「逃げるしか無いな」




　その一言にこの場に集まった面々が息を吞む。とはいえ、ある程度は予測できていたためか、どこか納得したような雰囲気が漂う。

　ここまで、彼らは討伐対象の盗賊団に対して、様々な下調べを行ってきた。被害にあった村や、隊商の襲撃があったという場所を訪れ、念入りに調査した。そして調べていくうちに次々とおかしな点が出てきた。

　襲撃を受けた村や隊商の人々は、例外なく殺されている。さらに次の襲撃との間隔がまちまちで、被害にあっている地域の範囲が広い。

　何度も帝国の軍が討伐隊を組織しているが、その全てが空振りに終わっている。

　リッグスとしても腑に落ちない点は多々出てきたが、ペテルシアの軍が関わっているとなれば、これは何らかの軍事行動の結果なのだろう。

　逃げると告げたリッグスの判断に、集まった冒険者たちが次々と賛意を示す中──。




「ちょっと待ってください！」




　その声が上がった方にリッグスが目を向ける。冒険者たちが集う部屋の隅っこの方にいたアベルだった。

「逃げるって、戦いもしないでですか？　リッグスさん」

「勝てると思うか？　思っているなら、お前は冒険者として大成しない。すぐに死ぬ未来が待っているだけだ」

　冷徹な声で指摘するリッグス。

　その言葉にアベルは一瞬うつむくが、それでも顔を上げて真っ直ぐにリッグスの目を見た。

「俺たちが逃げたら、この村の連中はどうなるんです？　彼らは戦えないんだ。奴らに殺されてしまうんですよ!?」

「だろうな。だから逃げてもらうんだ。さあ、時間がない。とっとと逃げる準備をするぞ！」

　リッグスが手を一つ叩く。

　その言葉に冒険者たちは強く頷くと、立ち上がり小屋の外へぞろぞろと出て行く。

「おい、待ってくれよ。確かに多少なりとも鍛えている俺たちなら逃げられるかもしれない。だけど、村人たちはどうするんだよ？　なあ、おい？」

　忙しそうに動き始めた先輩冒険者たちに訴えるが、彼らはニヤリと笑ったり、アベルの肩を叩いたりするだけで、何も言わずに自分たちの荷物だけを抱えて出て行く。

　いつしか、小屋の中にはリッグスと数人の女性冒険者、そしてアベルと同様に駆け出しの冒険者二人が残っただけだった。

　駆け出しの二人は、アベルのように疑問を覚えたからでなく、リッグスのあの一言だけでは何をすべきかわからず、まごついている内にここに取り残されてしまっただけのようだった。そんな彼らへリッグスは集まるように手振りで示す。

「さて、お前らはこの村を逃げる準備だ。本当に早くしろよ？　何度も言っているが時間がないんでな」

「リッグスさん、村人たちはどうするんです？」

「だから逃げてもらうって言っただろう？」

「俺たちだけなら逃げられるかもしれない。でも、村の人たちは俺たちが戦わないと逃げ切れないと思います！」

　顔を真っ赤にして自分に食って掛かるアベルに、リッグスは自分が駆け出しだった頃を思い出す。

　自分が何でも出来ると思っていたあの頃。

　言ってしまえば、ただ、状況を理解できていない上での英雄願望であり、命のやりとりを伴う冒険者の仕事には、あってはならない願望だ。

　もちろん、冒険者を目指すような若者なら誰もが通る道だ。そしてこういった願望を持ちつつも、早死にすることなく運良く生き延びて十分な経験さえ積めば、優秀な冒険者となれるのだ。

　だから──。




「誰が戦わないと言った？」

「え？」

　今は自分の気持ちが英雄願望でしかないことに気がついていない、この駆け出し冒険者の少年も、いつかは優秀な冒険者となるに違いない。

「逃げるのは村人とお前たちと、それから女だけだ。残った他の冒険者は奴らと戦う」

「え？　え？」

　言われた事を理解しきれなかったのか、さっきまでの勢いが消え失せてしまったアベルは目を瞬かせた。

　その様子を見てリッグスは笑みを浮かべる。

　今回の盗賊団の討伐任務、正直言ってこれほどの事態に直面しようとは思っていなかった。

　ある程度の規模は覚悟していたが、それでも未熟な冒険者を連れてきて経験を積ませてやれる程度の余裕はあると計算していたのだ。

　しかし、状況は最悪。

　その中で取れる最善手を選ぶとすれば、これしかなかった。

（何だ、結局のところ俺も英雄願望を持ってるんじゃねぇか）

　内心で苦笑するリッグス。

　まあ、冒険者になんてなろうと志した者たちだ。

　今、リッグスの意図を汲んで戦う準備に取り掛かっている仲間の冒険者たちも、全員が同じような英雄願望を持っていたということだ。

「俺も戦います！」

　そんな事を考えながら、リッグスは彼に摑みかからんばかりの勢いでまくし立てるアベルを見る。

　以前、一緒に仕事をしたことがある元エメルディアの見習い神殿騎士だったトニオの事を思い出す。

（『勇者』を目指していたあいつは、結局そうはなれなかったが元気にしているんだろうか？）

　あの時のトニオとアベルの姿が重なる。

　英雄的願望を堂々と口にできるアベルの若さが、リッグスには少し羨ましい。

（本当に、こいつの事を笑えないな）

　睨みつけてくるアベルに内心を隠しつつ、リッグスは厳しい声で怒鳴りつけた。

「足手まといだ。それにただで逃してやるわけじゃない」

　そしてリッグスは再び指示を出す。

「お前らはネストの町に走れ。お前らの足なら、今から走れば昼過ぎには到着するはずだ。そこで兵士に事態を説明してこい。ペテルシアの軍が潜伏しているってな」

　頷き、すぐに荷物をまとめ始める女性冒険者たち。彼女たちも経験を積んだ冒険者だ。女性だから危険から遠ざけられたとは思わない。情報を伝えることの重要性を彼女たちはよく理解していた。

　情報を伝えるという任務を与えることで、逃げる為の言い訳もリッグスは与えた。これで下手な英雄願望にとらわれることなく、逃げ出したとしても負い目を感じることはないだろう。もしも戦う気があるのなら、案内役として戻ってくるだろう。その時は、英雄願望を発揮して戦ってもらうだけだ。

　女性の冒険者たちが、駆け出しの冒険者二人を急せかしながら外へと出て行く。

　アベルも戦いに参加できないことに納得出来ないながらも、同じように出て行こうとする。

「アベル。お前は帝都に走れ」

「どうして、俺だけ帝都なんです!?」

　帝都シムルグはトルクの村から馬で走っても一週間はかかってしまう。ネストまでなら、合流した兵士たちとともに戦いに参加することもできるだろう。しかし、帝都まで走ってしまえば戦いには到底間に合わない。

「お前しかいないんだよ。俺には侵攻してきているペテルシア軍があれだけだとはどうしても思えない。だから、中央にも知らせておく必要がある」

「だからって、それを何で俺が!?」

「お前なら、ウィンに伝えられるだろう？」

　アベルの幼馴染の騎士志望の少年。恋こい敵がたきでもある彼は、騎士候補生だ。確かにウィンの言葉なら、上層部にも届くかもしれない。

　もっとも、リッグスの本当の目的はレティシアへと伝えることだ。

　レティシア本人は勇者という立場上動くことができないかもしれないが、公爵家令嬢である彼女からの要請なら、腰が重い中央の帝国軍も本腰を入れざるを得ないはずだ。

「だから、急げ」

「でも、リッグスさんたちは……」

「おいおい、俺たちが簡単に死ぬと思うか？　舐めるなよ？　俺たちは、これでも人間よりももっと凶悪な魔物と戦ってきたんだ。それに、お前らが急げば急ぐほど俺たちだって助かる確率は上がるんだからな」

「リッグスさん……信じてますからね！」

　アベルは「クソッ」と小さく罵ののしると、駆け出して行く。

　その背中を見つめながら、リッグスは小さく笑みを浮かべた。

　アベルの手前強がってはいたが、足が震えている。心臓がうるさいくらいに脈打っていた。

（間違いなく、俺は死ぬな）

　リッグスには確信できた。

　だがそれでも──。

（ただでは殺されたりしない。最後まであがき続けてみせる）

　何しろ、それをやってのけた少女が身近にいるのだ。

　どれほど絶望的な状況に陥ったかは自分たちの比ではない筈はず。だが、彼女はそれを乗り越えて生きて戻り、自らの想い人との幸せを手に入れようとしている。

（レティちゃんのしてきたことに比べたら、俺たちのこの程度の危機なんてたいした事じゃない）

「よし、やってやるか！」

　リッグスが気合の入った声を上げる。

　それに呼応するように、他の冒険者たちも「おお！」と気勢を上げたのだった。




「……という状況だ。すまんが、俺たちだけじゃあ時間を稼ぐので精一杯だろう。一刻も早く逃げてくれ！」

　トルクの村の中央に建てられた集会所。そこに深刻な顔をして集まっていた冒険者たちの動きが急に慌ただしくなってきた。そこを飛び出し村の中を駆け出していく冒険者たち。彼らのほとんどが悲壮感に満ちた鬼気迫る形相を浮かべていた。

　集会所を囲むようにして冒険者たちを見ていた村人たちも、事情は分からないが何か良くない事態が進行していることは理解できた。

　先ほどからそこかしこで不安を口にする者も出始めている。

　この村に住んでいるその少女もまた、そんな村人たちの中で不安を隠すことができずに傍に立っている父親の腕を抱き締めていた。

　どういった状況になっているのか聞き出したかったが、忙しそうに走り回り怒鳴り声を上げて何やら支度をしている冒険者たちへ、村人たちは声をかけることができない。

　ただその様子を歯嚙みしながら見ているしかなかった。

　そのうちに集会所の中から冒険者たちのリーダーの男が出てきて村人の前に立った。

　ようやく状況を知ることができると口々に説明を求める村人たちに、リッグスと名乗ったその男は簡潔に説明を始めた。




　この村を目指して、盗賊団が向かってきているということ。

　その数およそ二百人。

　中にはペテルシア軍と思われる集団がいたということ。

　すでに偵察に出した冒険者に犠牲者が出ているということ。

　戦力的に見て勝てるとは到底思えず、この村を捨てて近隣の町で砦もあるネストへと逃げたほうがいい。




「俺たちに故郷を捨てろと？」

「わしらを守るのがお前たちへの依頼だろう！」

　せっかくここまで育てた作物を、生まれ故郷を捨てて逃げろと言うリッグスに、血相を変え声を荒らげて詰め寄る村人たち。

　だが──。




「黙れ！」

　リッグスの一喝に、村人たちは一瞬で黙り込んだ。

　リッグスは冒険者の集団──それも普段は違うパーティーに所属している者たちすらも束ねている男だ。

　ただの村人たちとは厳然たる格の違いがあった。

　口をつぐんだ村人たちを見回した後に、リッグスは口を開いた。

「いいか？　文句を言っている暇はないし、文句を聞いている暇もない。本音を言えば俺にはお前たちを説得する手間すら惜しい。だから言うぞ。はっきり言って、俺たちだけでは盗賊団……というかペテルシア軍に勝てない。死にたくなければ逃げろ。命がけでネストへ走れ。生きていれば故郷に戻ってくることができる。だが死んでしまえばそれまでだ。俺から言えることはそれだけだ！　選ぶのはお前たちだ。後は好きにしろ。じゃあな！」

　まくし立てるように一息に告げると、リッグスは踵きびすを返して他の冒険者たちの元へ走って行く。それを村人たちはただ呆然と見送っていた。何か声をかけることすらできない。

　リッグスの背中から漂う、鬼気迫る気配。

　走り去るその背中が、彼の言っていることが冗談などではなく、本当に状況が切迫していることを如実に物語っていた。

「お、おい……どうするんだ？」

「とにかく言われたとおり、逃げたほうが良さそうだ」

　ノロノロと重い足取りで動き出す村人たち。

　村人たちの表情には未だ、信じられない、噓ではないのか？　といった疑問の色が浮かんでいたが、それでも言われたとおりに避難を始めるべく動き出した。

「お父さん？」

「あ、ああ、俺たちも逃げる準備をしようか」

　少女が腕を引っ張ると、呆然としていた父親も歩き出す。家に戻ると、留守番をしていた母親にも事情を話す。

　母親も正直信じられないといった様子だったが、父親が荷車を持ち出してくると荷物を括りつけるのを手伝い始めた。

　少女も支度を始める。

　とはいえ、決して豊かとはいえない村だ。そう大した荷物があるわけでもない。

　準備はすぐに終わってしまった。

（そうだ！　作物の種とあと何かお金にできるものを……）

　生活用具を積み込んでいる両親を横目に、少女は農作物や山で採ってきた山菜などを保存してある納屋へと向かった。

　避難がどれくらいの期間続くかわからない。冒険者の話では他国の軍隊が混じっているという。

　占領でもされてしまえば、すぐにここへ戻ってくることは叶わないだろう。下手をすれば、ネストの町からも逃げ出すことになるかもしれない。

　まだ煎じていない薬草の束や薬となる木の根、それから丸薬などといったあまり嵩かさ張ばらない物も荷台へと積み込んでいく。

　雑貨屋や薬屋等で換金することができるからだ。そう高く売れるとは思えないが無いよりはましだろう。

　そうこうするうちに、他の村人たちも逃げ出す準備が整ったのか、ネストの町へと続く道へと人が集まりだした。

「冒険者が数人、ネストの町へと走ったらしい。領主様とあそこに駐留している帝国の軍に応援を頼むんだと」

　父親が顔見知りの村人と話している。

　ネストは、騎士団が駐留している砦を中心に発展していった新興の町だ。

　数年前に魔物の群れが押し寄せた時にも、周辺の村々の人間がその砦へ避難したことがある。

　ネストには、この地方を治める領主の私設軍と、砦に詰めている騎士団という、二つの帝国軍が駐留している。領主軍と騎士団を中心とした帝国軍が応援に駆けつけてくれれば、思っているよりも早く故郷へと帰ることができるかもしれない。

　リッグスから話を聞いたときに比べると、村人たちの間に多少希望的な空気が漂い始めていた。

　現在ほとんどの冒険者たちは、ネストの町とは反対側の山道の方へと集まっている。

　渋る村人たちをどうにか説得してから家屋をいくつか破壊して、簡単なバリケードを構築したりしていることからみて、盗賊団はその山道を下ってくると読んでいるのだろう。

　少女は母親の隣に座り込みながら、黙ってその光景を見つめていた。

　幼いころから見続けた風景が変貌していくことに寂しさを覚える。

　ふと、少女の目に、一人の若い冒険者がネストとは違う方角へと馬を走らせて行くのが映った。自分と同じくらいの歳の少年だった。あっという間に木々に隠れてその姿を見失ってしまったが、彼は何だか泣いているように見えた。しかし彼女は気のせいかもしれないと思って首を振った。走る馬の背に乗った人間の表情なんて、一瞬で見えるわけがないからだ。

「あっちは帝都の方角だ」

　馬が走り去った方角を見つめている娘に、父親がぽつりとつぶやく。

「領主様は帝都へ行かれてしまってから、もう何年も帰られていないらしい。こんな時期に、こんなことになるなんて……」

　領主不在の領主軍とネストの町の帝国の騎士たちが、どれだけ動いてくれるのか。

　応援を呼びに行ったという情報を得て、多少は気を取り直したものの、募る不安に村人たちはだんだんと口数が少なくなり、ただ足を運ぶだけになる。

　ネストの町までは、荷物を抱えているとはいえ、女子供の足でも、強行軍で進めば昼過ぎにはたどり着くことができるはずだった。

　それに、先触れとして先行した冒険者たちが町に伝えてくれていれば、町側で避難してくる村人の受け入れ準備もしてくれるだろう。

　町によっては避難してくる民を拒否することもあると聞いたことがあるが、この地方の領主は領民に対して手厚い庇護を与えてくれている。

　そういう事態には陥らないだろうという安心感が村人たちにはあった。

　少女たちが村を出てどのくらい経ったか。

「騎士だ……ネストの町の連中だ」

　日も高く昇り、体力のない子供や年寄りを交代で、引いていた荷車に乗せて歩いてきた村人たちの一行。その中程で少女は俯き加減になりながら、ただ地面だけを見つめて歩いていたが、先頭の方を歩いていた村人が上げた声に頭を上げた。

　確かに前方に馬に乗った人影が見えた。

　かなりの人数のようだ。

「た、助かった。ネストの連中だ……」

　安堵の雰囲気が一行に流れる。

　少女も思わず全身から力が抜けてしまうくらいに、ほっとしてしまった。

　ネストの町へは父親に連れられて、少女も何度か行ったことがある。

　主な目的は村の作物を売って得た現金での買い物だ。大抵は自給自足できるし、定期的に訪れる行商人から生活に必要な雑貨は購入できたが、どうしても町でないと手に入らない物もある。

　そこで年に数回は町へ行くことになるのだ。

　新興の町なので、帝国の他の都市に比較すれば圧倒的に小さかったが、新興であるがゆえに活気がある。

　それに、ただの村人である少女が行ける範囲に町はネストしか存在しない。

　だから、他所から来た者たちにとってはネストは小さな町だが、少女にとっては憧れの町で在り続けた。また、買い物にはそれなりに時間が掛かるので、行きつけの安宿に泊まることになる。

　町での買い物は少女にとって、村の収穫祭と並んで年に数回ある数少ない楽しみの一つだった。

　そして少女にとってネストにはもっと強烈な思い出がある。

　四年前──この辺り一帯を魔物たちの大群が襲った。

　あの時も今と同じように両親と、そして村人たちと一緒にネストの町にある砦へと逃げ込むことになった。山から森から溢れるようにして襲い掛かってくる魔物たちから逃れ続け、命からがら砦の中へと逃げ込んだ。

　だが、その砦の中も惨さん憺たんたる状況だった。

　そこかしこに重篤な怪我を負った人々が寝かされ、呻き声が聞こえていた。中にはすでに事切れていたが、そのまま放置されている者もいた。

　この時代、人の死は珍しくないとはいえ、それでもこれほど多くの人の死を見ることはない。

　迫る死の恐怖。

　砦の外から聞こえる逃げ遅れた人々の断末魔の悲鳴と、魔物たちの咆哮。砦の中に満ちる半狂乱となった人々の悲鳴と、力のない呻き声と泣き声。

　そしてそんな人々を叱しつ咤たし続ける生き残った騎士たち。

　騎士たちは何とか生きながらえるための手段を模索しようと、戦える者は力を貸して欲しいと叫んでいた。

　その光景を、抱きしめてくれる両親の腕の中で少女はただ見ているだけだった。

　まだ子供でしかなく、力のない少女はただ怯えて震えているだけ。だが、そんな彼女の前に一人の少女が現れる。

　人々から『勇者』と呼ばれる少女だった。




　二つ隣の村が魔物の群れによって壊滅した。

　襲われている所を偶然目撃して逃げ出した旅商人によってもたらされた情報。村長はすぐに村を捨てて逃げるという決断を下した。

　逃げこむ先はネストの砦。

　騎士団が駐留しているそこが最も安全だろうという長老の判断だった。

　だが、四つ足の魔物の足は速い。

　幸い、先触れを聞いた騎士たちが彼らを護衛してくれたおかげで、足の速い四つ足の魔物たちが追い付いてきても、トルク村の人々は砦へと辿り着くことができた。

　しかし、トルクよりも遠方の村から逃げて来た者たちには大きな被害が出ていた。

　砦を目指して必死に走る人々の背を魔物が鋭い爪で切り裂き、強靭な顎で喰らいつく。

　彼らを一人でも多く救うために出撃した多くの騎士たちもまた、戦いの中で一人、また一人と倒れていく。

　大地を埋め尽くさんばかりに押し寄せる魔物たちに対して、ネストの町の砦は、一人でも多くの避難者を収容するべく、限界まで奮戦してから開いていた門を閉じた。

　だがその門も空を飛ぶ魔物に対しては意味がなく、そして巨体を誇る魔物に対しては分厚い石壁すらも頼りない。

　数を減らした騎士たちが必死に防備を固めているが、子供である少女の目からすら絶望的な状況だということがわかる。

　砦の外から絶え間なく聞こえ続ける、魔物たちの咆哮。

　時折地響きのような音を立てて揺れる砦の外壁。

　空飛ぶ魔物が攻撃すればこの程度の砦などすぐに落ちるはずなのに魔物たちはそうしない。




　少しでも長く絶望と恐怖を与えるために──。




　絶望のあまり半狂乱になって周囲に当たり散らす者。

　魔物の手にかかるくらいならと、主塔の上から投身自殺を図る者。

　絶望と恐怖が支配する砦の一角で、人々は身を寄せ合ってただ蹲うずくまっていた。

　少女もまた震えているだけだった。泣き喚きもせず、ただ細い体を震わせながらすすり泣く母親に身を寄せる。

　頭上を、鳥型の魔物が不気味な奇声を上げつつ飛んでいた。その鳴き声が聞こえるたびに、人々は頭を抱えて地面に這いつくばる。そして、魔物が飛び去ると決まって人々の視線が砦の主塔へと集中した。

　そこに女神アナスタシアが神託で告げた『勇者』と呼ばれる存在がいることを、騎士たちの口から知らされていた。

「勇者様は何をしていらっしゃるのだ」

「どうして早く魔物を追っ払ってくださらないのだ」

　恐怖から勇者への不満をこぼす人々の囁き声が至る所から聞かれた。

　少女もまた例外ではなく、いつまでも砦の主塔に閉じ籠ったまま出てこない勇者と呼ばれる人物に対して、憤りを感じていた。

　──その少女を見るまでは。

　主塔の扉が開き、怯える人々の間を縫って、凜と背筋を伸ばして颯爽と歩く女の子。少女と同じ年頃か少し年下と思われる。

　幼さを残しつつも、その恐ろしいほどに整った美しい顔には恐怖の色はなく、怯える人々を励ますかのごとく笑顔すら浮かべていた。

「勇者様だ」

　少女の位置からでは、すぐにその姿を見ることはできなくなってしまったが、周囲の囁き声とともに彼女は、主塔から出てきた女の子こそが『勇者』だと知った。ちらりと見ただけにもかかわらず、その女の子の姿は彼女の脳裏に鮮明に焼き付いた。

　女の子が砦の門の方へと歩いて行ってからしばらく経ち──。

　砦の外にいる魔物たちの咆哮、悲鳴。

　轟き続ける破壊音。

　そして魔物たちの断末魔の絶叫。

　聞こえてくるそれらの物音を聞きたくなくて、少女が必死に目を瞑り、耳を塞ぎ続けてからどれくらいの時間が経過したのか。やがて砦の外の物音が聞こえなくなり、砦の門が開かれて女の子が帰ってきた。

　女の子は全身に無数の傷を負っていた。あの太陽の光を集めたような黄金の髪も、透き通るような白い肌も、彼女自身の血と魔物たちの返り血によって見る影もないほど汚れてしまっていた。

　女の子の全身から放たれるいまだに消しきれていない強烈な戦意──それを無意識の内に感じ取って萎縮してしまい、遠巻きにして声もなく見守る人々。その中を、彼女は足を引きずるようにして歩いて行く。

　その姿があまりにも痛々しくて、少女が思わず声をかけようとした時──。

「ダメだ」

　父親に腕を引っ張られた。

　思わず父親の顔を見上げると、そこに浮かんでいるのは恐怖の色。

　少女は言葉を吞み込むと、再び彼女を見る。

　どんなに激しい戦いだったのか、少女には想像もつかなかったが、全身に刻み込まれた傷は今もひどく痛んでいるだろう。

　あのか細い身体で、魔物たちの殺意を全身に受け止めるというのはどんなに恐ろしかっただろうか。少女にはわからない。

　魔物たちを滅ぼし、命がけで守った砦へと戻ってきても、誰からの労ねぎらいも感謝の言葉もなく、父親から向けられているのと同様の、恐怖と畏怖が込められた視線を無数に送られている『勇者』の女の子。彼女は一体、誰のために戦ったというのか──。

　女の子は仲間なのか、ただ一人寄り添うエルフ族の女性に抱えられるようにして砦の中へと入っていく。

　ふと、少女と女の子の視線が合った。その時、彼女は気づく。

　女の子の目が赤く腫れていることを。それでも、女の子は少女を元気づけるように笑顔を向けてくれた。

　少女が涙をこぼしていたから。

　おそらく、少女が恐怖から解放された安心感で泣いたとでも思ったのだろう。

　自身が泣きたいほどに傷ついているにも関わらず、女の子は少女へと笑顔を向けてくれていた。

　その姿があまりにも痛々しくて少女は更なる涙をこぼす。

　女の子の優しさが、感じているであろう孤独と寂しさが伝わって──。




　あの日からおよそ四年。

「た、助かった。ネストの連中だ……」

　その一言で、あの時の恐怖と絶望を、そして、自分と同じ年頃の女の子だった『勇者』のことを思い出してしまった。

（魔王を滅ぼした、あの勇者の女の子は幸せになれたのだろうか）

　少し視線が絡みあった程度の少女のことなど、あの女の子は覚えてはいないだろう。だがいつか、会える機会があったとしたら、きちんと感謝の言葉を伝えたいと少女はいつも思っている。

「ありがとうございました」

　ただ、その一言を。

　彼女が四年も前のことを思い出したのは、あの時に九死に一生を得たネストから迎えが来たということに対する安堵感からだった。

　おそらく他の村人たちにとってもそれは同じだろう。一気に緊張が緩んでしまったことは、仕方がないことかもしれない。

　だが──。

　ふと、少女の頭の中によぎる不安。

　荷車を引く父親と母親は、単純に他の村人たちと同じように喜んでいる。

　しかし、少女の心の中で不安はどんどん大きくなっていった。

　少女の中で何かが引っかかっていた。

　ふと、別方向へと馬で走って行った、同い歳くらいの冒険者の少年のことを思い出した。

　そういえば、ネストの町にも数人の冒険者が先触れとして向かったと、父親と村人の一人が話していた。あの冒険者の少年と同様に、ネストの町へと走った冒険者たちも馬を使用したのだろう。

　しかし、いくら馬を使用したとしても、ネストの町に駐留している帝国の軍が救援に来るにしては早すぎはしないだろうか？

　そこに考えが至った時、彼女を絶大な恐怖が襲った。

（あれは、盗賊団の仲間かもしれない！）

　彼女の考えがそこに至った時には、すでに馬に乗った騎士たちは村人の集団の先頭へと到達していた。

「ネ、ネストの奴らじゃない！」

「うわぁああああああ！　ペテルシアだああああああああ！」

　絶叫を上げて逃げ惑う村人たちを、馬で踏み殺し、槍で刺し殺す。

「がああああ！」

「お父さん！　おとっ……！」

　少女の父親も馬に撥ね飛ばされる。そしてその反動で荷車が跳ね上がり、彼女の華奢な体を巻き込んで横転する。荷物を撒き散らす盛大な音を立てながら横転する荷車と共に撥ね飛ばされて、少女は身体を大地に叩きつけられた。

　少女は薄れていく意識の中で、自分の上から荷車が降って来るのを見つめ──そして意識を失った。




　少女が意識を取り戻した時、彼女は暗闇の中にいた。

　いや、正確には少しだけ光が差し込んでいる。

　それが、横転した荷車と地面の隙間から差し込んで来ている光だと気づくまでに、しばらく時間がかかった。

（一体、何が？）

　頭を振って、上半身を起こそうともがいた時に、はっと思い出した。

　盗賊団の仲間と思われる者たちに襲われたのだ。

　父親が馬に撥ね飛ばされて、無残な姿で横たわっていた光景を思い出す。

「…………っ！」

　お父さん！　と叫ぼうとして、慌てて少女は口をつぐむ。

　周囲を歩き回る鉄靴の音。襲った連中がまだいるのだ。

　よく聞くと、若い女性のすすり泣く声も聞こえる。

　しかも、複数。

　いくつかは聞き覚えのある声──少女は震える全身をきゅっと小さく縮めて、丸くなった。




（──怖い）

（死にたくない）

（助けて）

（怖い……怖い）

（お父さん、お母さんはどこ？）

（こっち来ないで）

（痛い）




　ゴチャゴチャになった思考。

　かつてネストの砦で抱きしめてくれた両親も今はいない。

　どうやら少女は、横転した荷車と地面の窪みの間にすっぽりと収まっていたようだ。

　小道の脇に自然に出来たのだろうその窪み。横転した際に、荷車に撥ね飛ばされた少女は、偶然その窪みの中に落ちてしまい、その上から蓋をするように荷車が横倒しになったらしい。

　地面と荷台がちょうど接地するようにひっくり返ってくれたおかげで、彼女は今この惨状を引き起こした連中に見つからずにすんでいた。

（もし見つかってしまったら──）

　少女にはまだそういう経験は無かったが、今外で何が行われているのかは理解できた。見つかれば、彼女も同じ目に遭うことは間違いない。

「隊長殿の予想通り、ネストの町へ向かっていましたな」

「事を終えてしまう前に、知られるわけにはいかん。冒険者に女が含まれていたのは思わぬ儲けものだったが、十分楽しんだら始末するように盗賊団の奴らに徹底させろ」

「は！」

　すぐ近くで交わされる会話。

　息を殺し、少女は震え続ける。

　聞き覚えの無い女のすすり泣きは、あの先触れに走ったという冒険者たちのもの。

　つまり、ネストには先触れが届いていない。

　村で囮おとりになってくれている冒険者たちは、来る筈も無い救援を期待しつつ絶望的な戦いへと身を投じざるを得ないのだ。

　少女は声を出さずに、募る悔しさと悲しみで涙を流す。

　だが、少女には何もできない。ただ、運よく落ちた窪みの底でひたすら村の人々を襲った連中が立ち去るのを待ち続けるだけだった。

　今度はあの時の勇者である女の子のように、救ってくれる存在もいない。

　少女は必死の思いで息を潜めて、身を隠し続ける。村で彼女の友人だった少女たちを含む若い女性たちや、冒険者の女たちの悲鳴が聞こえないように耳を塞ぎながら──。
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　帝国騎士団本部へと、ペテルシア軍による侵攻の疑いがあるとの一報が、とある騎士候補生からもたらされたのが三日前の事。

　その報告がただの騎士候補生一人によるものであれば、騎士団本部は動かなかったかもしれない。しかし、その騎士候補生が上申してきた報告書に、公爵令嬢の一筆が入っていたとなるとその意味は変わってくる。

　ましてや、その公爵令嬢の名前が『勇者』として名高いレティシア・ヴァン・メイヴィスであれば──。

　軍を整えるのに二日、ネストの町までの距離が騎馬でおよそ一週間。

　歩兵を含めた帝国軍本隊が編成される中、報告書に上がった敵勢力が小規模であることから、まずは機動力に優れた騎兵を中心とした五百騎による先発隊が編成されようとしていた。そしてその中にはウィンとロックの姿もあった。




『渡り鳥の宿木亭』での一日の仕事を終え、騎士学校の寮へと帰ろうとしたウィンに、ぶつかってきた人物がいた。

「うわ！」

「──ウィン、ウィン！」

「誰……って、アベル!?」

　身体中、垢あかと砂埃まみれで、頰は痩せこけながらも目だけは異常なまでにギラつかせながら、ウィンを押し倒しかねないほどの勢いですがりついてきたのは、この宿の次男坊のアベルだった。

　そのあまりの変貌ぶりは、幼い頃から付き合いのあるウィンですら、一瞬誰だかわからなかったほどだ。

「ウィン！　ウィン！　頼む、助けてくれ！　リッグスさんたちが、俺の仲間が！」

　ウィンの両肩に置かれたアベルの手──ウィンが思わず顔をしかめる程の力が込められていた。

　しかし、ウィンはその手を振り払うことができなかった。

　目の下にできた隈くま──もうアベルが何日も寝ていないのがわかる。

　それに一体どれだけの期間、食事を摂っていないのだろうか。

　アベルとはこの宿の裏庭で剣を合わせた一ヶ月前が最後に会った記憶だ。

　あの時の姿から、思わず絶句してしまう程に恐ろしくやせ細ってしまったアベル。

　だが、その手に、そして両目に込められた力。それはあの日のアベルのそれを遙かに上回るもので、ウィンは振り払うことも目をそらすことも出来なかった。

「落ち着け、アベル。何があったんだ？　説明してくれないとわからない」

「ち……くしょう……畜生っ！　ペテルシアだ。ペテルシアの軍がいたんだ！」

「ペテルシア？　ペテルシアってあの隣国の？　ペテルシア軍と出会ったのか？　アベルは冒険者の盗賊団討伐隊に参加したんじゃなかったのか？」

「ペテルシアの奴らが盗賊団に扮してやがったんだ！　くそぉ……俺は伝令という役で逃げることしか……逃げることしかできなかった。あんなに……あんなに……俺は一人前になったはずなのに……リッグスさんや仲間は残って……絶対に死ぬってわかってるのに……俺は何でこんなに……ちくしょう……ちくしょう……」

　ウィンにすがりつくようにして涙を流すアベル。

　リッグスにはウィンも冒険者ギルドに出入りし始めた頃から世話になっていた。まだ幼い子供だったウィンとレティシアに、冒険者の手て解ほどきをしてくれたこともある恩人だ。

　アベルと同行した他の冒険者たちの中には、リッグス以外にも知っている者たちがいる。

　そう簡単に死ぬような彼らではないと思っているが、ペテルシアの騎士となれば百戦錬磨のリッグスたちであっても分ぶが悪いだろう。

　ネストの町近郊の村ということは、最悪彼らはもう──。

「騎士団に報告する。アベル、落ち着いて最初から話してくれ」

　泣き崩れそうになるアベルの身体を支え、『渡り鳥の宿木亭』の食堂へと入る。

「ウィン？　どうしたんだい、その酔っぱらいは……ってアベル!?」

　ウィンに支えられて入ってきたボロ屑のような男が、自分の可愛い次男坊だと知ってハンナが悲鳴を上げそうになり──ウィンの視線を受けて口を手で押さえて言葉を吞み込んだ。その視線は、幼い頃からウィンを知っているハンナですら初めて見る、強い意志の込められたものだった。

　ウィンから放たれている、ただごとではない気配。

　妻の上げた声に気づき、表へと出てきた亭主のランデルも思わず足を止めて息を吞んだ。

　酔っ払った冒険者や傭兵たちと時には拳で渡りあう彼ですら、ウィンの放つ雰囲気に圧倒されてしまい、変わり果てた息子に近づくことができない。

　夜も更けていたが、いまだ酒を酌み交わしていた客たちも、その異様な雰囲気を察知して静まり返ってしまった。

「ウィン……お前……」

　特に間近でウィンの纏う気配を受けたアベルは、呆然とその顔を見つめた。

『渡り鳥の宿木亭』の下働き。アベルたち兄弟にとっての使いっ走り。

　騎士になるという分不相応な夢を見ながら、万年騎士候補生止まりの落ちこぼれ。

「落ち着いた──って、アベル大丈夫か？　相当疲れている所悪いけど、事情を話してくれないか？」

　アベルはウィンが纏っている雰囲気に、リッグスや村に残った歴戦の冒険者たちと通ずる凄味のようなものを感じ取っていた。

　これまでアベルはリッグスや周囲の冒険者たちがウィンの事を高く評価していることを僻ひがんで、いつも何であいつばかりという思いでいた。しかし、ウィンがその身体に纏う雰囲気を肌で直に感じ取り、どうしてリッグスたち歴戦の冒険者たちが彼のことを評価しているのかを理解した。

　初めて宿屋の下働きではなく、いまだ候補生止まりではあるが、騎士を目指しているというウィンの姿を見た気がした。

「……頼む」

　流れる涙を拭い取り、アベルはゆっくりと事情を話す。リッグスたちから託された、トルクの村での出来事を話していく。

　アベルから事情を聞き出したウィンはすぐに騎士団本部へと走った。リッグスたち、ウィンが幼い頃から知る冒険者たちがアベルに託した貴重な情報。そして疲労困憊しながらも、ウィンへと繫げてみせたアベルのために──。




　騎士団から従軍するよう命令書が届き、ウィンとロックの二人は騎士団本部の建物の前にある広場にやってきた。

　植え込みなどかつての宮殿庭園の面影を残す騎士学校周辺とは違い、練武も行えるようにただ灰色の石畳を敷き詰めただけの殺風景な広場。

　ウィンはその無骨な印象を与える景色を見て、本当に自分に召集命令が届いたのだろうか、何かの間違いではないだろうかという思いが浮かんできた。

　ウィンの中で不安と緊張感が増してくる。

　広場に近づくと、胸に帝国騎士団の紋章である双頭の獅子のエンブレムが刻み込まれた白銀の鎧に身を包み、腰には騎士剣を帯びた正騎士たちが待機している。

　ウィンは足を止めてしばらく呆けてしまった。

　目の前に整然と並んで待機している騎士たち。別に武装している彼らを初めて見たわけではない。

　あの、定期巡回討伐任務の際にも武装した騎士たちとは行動を共にしていた。

　それに、ロックと共に砦に突入した時には、ザウナス将軍に与くみしたアルド教官を始めとした騎士たちと剣を交えてもいる。

　だが、軍事行動の一環とはいえ学生の訓練も兼ねた定期巡回討伐任務とは違い、今日の集合は敵性勢力の排除を目的とした帝国の軍事行動。

　騎士たちの間に漂う緊張感がウィンにも否応なしに感じ取れた。

　今──目の前に子供の頃に憧れた騎士たちの姿が広がっていた。

　いまだ学生の身分であり騎士候補生でしかなかったが、遠いと思われていた世界──そこへ、ウィンは足を踏み入れようとしている。

「お？　あっちに学生たちが固まってる。行こうぜ」

　ロックの声にウィンは我に返った。

　准騎士や騎士候補生である学生たちが集まっている一角へと歩き出したロックに慌てて追いつく。

「ごめん。ちょっと感動してた。ロックはよく平気だよね？」

「感動？　まあ、わからないでもないけど。でも、今までだって行軍訓練とかで似たような雰囲気を味わったことあるだろう？」

「いやいやいや、全然違うよ！　何だか、こう、さあ？　緊張感というか、こう一本芯の通った空気というか……」

「ふーん、言われてみればそうかも。ちょっとピリピリした空気が漂ってるな。まあ、戦いになれば死ぬかもしれないし」

「そうだよな。これから戦いに──戦争に行くことになるのか。戦争になればこの中から死ぬ人も出てくるんだよな」

　ロックは横を歩くウィンを見た。

　ウィンの剣技はずば抜けている。

　それはあのザウナス将軍の事件の際に、散々見せつけられた。

　魔法が使えず、身体強化されていない状態であるとはいえ、多数の先輩騎士たちを相手に見せた凄絶なまでの剣技。

　最強の勇者であるレティシアが、ウィンのことを師と呼ぶ理由の一端を見せつけてくれた。

　だが、それはあくまでも騎士たちが魔法を使えない状況であったからだ。

　ウィンの剣技は馬上戦では意味を成さない。

　そして集団戦においてもだ。

　攻撃魔法の飛び交う騎士同士の集団戦では、ウィンが身につけた技術は役に立たない。

　なら、今回の作戦で彼に与えられる役割は──。

（先行しての偵察要員ってところだろうな、やっぱり）

　いわゆる斥候だ。

　索敵は非常に重要だが、反面、従事する者の危険度も高くなる。とはいえ、ロックから見てもウィンが斥候要員というのは適材適所だ。

　身体強化魔法が使えないウィンは軽装であり、相手と剣を合わせるのではなく見切ってからの攻撃を得意とする。それゆえに彼は金属鎧を身につけず、隠密行動には長たけていた。

　相手の態勢が整わない内に、その驚異的な身体能力に頼って行われるウィンの奇襲は、十分に通用するはずだった。

　だが、ウィンのその能力を生かすも殺すも、上官次第だ。

「二人共遅い！　こっちこっち～」

　学生たちの集団に近づくと、ウィンとロックに向かって小柄な少女がブンブンと手を振り回しながら声を掛けてきた。その傍らには学生たちの集団の中でも、頭一つ背が高い青年が立っている。

「よ、ウェッジ。それと……リーノだっけ？」

「ひどいな～。あたしの名前、覚えてなかったの？」

　腰に手を当て、下からロックを睨みつけてくる小柄な少女の名前はリーノ、そして際立って背の高い青年はウェッジという。

　二人共、昨年度次席のロックと同様に准騎士選抜試験で好成績を収め、准騎士の資格を持っていた。

「一応覚えてたじゃないか。俺は可愛い娘の名前だけは、きちんと覚えているんだ」

「はいはい。それと……」

　無意味に胸を張るロックを押しのけて、リーノはウィンの正面に立つと顔を見上げてきた。

「ウィン君って、あのウィン君なのかな？」

「あのっていうのが、何を指しているのかわからないけど、多分そのウィンじゃないかな？」

　レティシアも小柄だが、彼女は更に小さいなと思いながら答えるウィン。

「ほらやっぱり！　ねね、ウェッジ！　やっぱり、彼がそうだよ。ほら、最近噂になってるレティシア様のお師匠様っていうウィン君だ」

　飛び跳ねるようにしてウェッジの傍らに駆け戻ると、彼の腕を引っ張りながら嬉しそうに話しかけるリーノ。

　ウェッジは彼女の頭に手を置いて苦笑を浮かべている。

　身長差も手伝って、その様はまるで親子のように見えた。

「相変わらず無口な奴だなウェッジ。それでリーノ。俺たちに何か用があったんだろ？」

　ロックの質問に、リーノはウェッジの腕から手を離してウィンとロックに向き直る。

「二人が来るのが遅いんだよ。さっき通達があって、あたしたち同じ隊になるみたい」

「へぇ。俺たち学生だけで隊を作るのか？」

「ううん。さすがに学生だけってことはないみたい。ちゃんと正騎士二人が加わる事になってたよ」

「そうか」

「てことは、この中では騎士候補生は俺だけか……」

「候補生っていうけど、レティシア様のお師匠様なんでしょう？　頼りにしてるからね！」

　リーノの言葉にウェッジが頷く。

「ねね、ウィン君がいるってことはレティシア様もいらっしゃるの？」

「いや、さすがにレティは来ることが許されないんじゃないかな？　騎士というわけでもないし」

　目を輝かせて聞いてくるリーノにウィンは首を振った。

「そっか、残念。話しかける好機だと思ったのに……」

「そういえば、ジェイドたちは？　他の上級貴族のお坊ちゃんたちの姿も見えないけど？」

「あの人たちは安全な本隊と一緒でしょ。ここに集まっているのは、あたしもウェッジもそうだけど、騎士階級の家の出か下級貴族、主流を外れてる家の者ばかりだよ」

「まあそうだよな」

　少数でしかない先遣隊は、当然のことながら危険度が高くなる。

　そんな中に上級貴族の子息たちが配属されるはずもなかった。

　そして──。

「やっぱり、そういう部隊に配属される騎士も主流を外れた者なんだよな」

　ロックは溜息をこぼしつつ、自分たちに向かって真っすぐ歩いてくる男たちに目を向ける。

　正騎士が二人だ。

　恐らくは自分たちの隊長となる人物だろう。

　四人は横一列に並ぶと、上官となる二人に敬礼する。

「ちっ、平民がこの私の部下になるとはな……」

　露骨な舌打ちを隠すでもなく、その男はウィンたち四人の前に立った。

　白銀に輝く鎧に身を包むのではなく、どこかはち切れそうな感じの軽騎士用の革鎧に身を包んだエルステッド伯爵──ロイズ十騎長が渋じゆう面めんを作って立っていたのだった。
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　帝国騎士団本部からウィンに召集命令が下ったと聞き、レティシアもまた当然のようにウィンについていくつもりでいた。

　彼女は騎士ではないため、帝国の正式な軍事行動であるこの作戦には本来召集されることはない。よって、彼女が選んだ手段は、ウィンの従者となること。

　貴族、騎士ともなれば自前の兵や従者を従えて戦場に赴くことはよくあること。

　さすがに高位貴族の姫君が従者になるというような前例はなかったが。

　しかし──。

「レティシア、お前が戦場に行くことは許さん！」

　支度を整え、ウィンの元へ行こうとするレティシアを呼びつけたのは、彼女の父であるレクトール・ヴァン・メイヴィスだった。




　幼かった頃のレティシアは、とにかくじっとすることが出来ない子供だった。

　人一倍好奇心が強く、すぐに興味を持った物の方へフラフラと行ってしまう。それは勉強している時も同様で、家庭教師の男爵と共に本を読んだり字を書いている時も、つい窓から見える空飛ぶ鳥を眺めてしまったり、庭に咲く草花へと興味が移ってしまったりした。

　空想する事も大好きで、ぼーっとしている所を本から目を上げた男爵に見つかって、こっぴどく叱られることもよくあった。

　しょんぼりしているレティシアに対して、男爵は罵詈雑言を浴びせた後、午後は基礎剣術や体術の訓練へと移り、そこでも木剣を握らされると、散々体中に打ち込まれた。

　いつまでも勉学に身を入れない、そして身につかないレティシアに対して、家庭教師を務めていた男爵にも鬱憤が溜まっていたのかもしれない。

　組み技であれば、地面に転ばされ──いや、あれは転ばされるというよりも、叩きつけられると言った方が正しいか。

　毎日体中がアザだらけだった。

　レティシアに、骨折といった大怪我や、直接見える所にアザや傷跡が残るような怪我をさせていないことを考えると、案外あの男爵殿は腕が良かったのかもしれない。

　結果として、レティシアは上の兄姉と比べて落ちこぼれであるとの烙らく印いんを押され、公爵家の鼻摘まみ者扱いされるようになってしまった。

　レティシアの世話係の侍女が、彼女の身を清め、着替えを手伝う際に怪我に気づき、報告はしたものの、男爵はレティシアの注意力散漫なことが原因と説明し、それ以上追及されることはなかった。

　兄姉は男爵の指導の下、公爵家にとって満足できる教養を身に付けていたという実績があったため、男爵の説明をレクトールたちは鵜吞みにしたのだ。




　貴族の姫としては化粧気もなく、着飾りもしていない末の姫に、レクトールは思い切り渋面を浮かべる。せっかく、まるで期待していなかった末姫が、『勇者』というこの上ない力を手に入れたというのに、レティシアはその力を有効に活用しようとしない。

「平民の男風情の従者としてだと!?　お前は公爵家の立場を何だと考えているんだ！」

　レクトールの声には、メイヴィス公爵家という家に生まれた者の役割と責任、その名の重みを理解していないレティシアに対する苛立ちの色が、強く現れていた。

　一方でレティシアは、レクトールを含めた公爵家の人々との間に亀裂のような隔たりを覚えていた。幼い頃にはまるで期待もされず、ウィンと出会ってからは、家族の情といったものには、とっくに見切りをつけていた。

「公爵家の者として赴くのではありません。弟子が師匠に従うことに何の不都合があるのでしょうか？」

「不都合だらけだ！」

　レクトールは椅子から立ち上がると、黒檀の執務机に拳を叩きつけた。

　そのままの姿勢で暫くの間レティシアを睨みつけていたが、やがて一つ溜息をつくと再び椅子に深々と腰掛ける。

「いいか、レティシア。今のお前には勇者として世界中の者が注目している。そのことは理解しているな？」

「はい」

「当然のことながら、お前の身元はすでにこの近隣諸国で知らぬものはいない。いや、遠方の国交がない国々や、他種族の者にも名は知れ渡っているだろう。我が家名を高めてくれたことと合わせて、父親として誇りに思う」

「…………」

「それゆえに、お前はこのレムルシル帝国有数の名門貴族であるメイヴィス公爵家の第三公女という立場を自覚する必要がある。その平民の男が勇者の師匠だという事が知れ渡ることは別に構わない。事実であるならば仕方が無いことだ。できることなら、高名な武芸者──お前の家庭教師を務めていた男爵殿が師であると各方面には伝えたいところだが……」

「私の師はウィン・バード以外に存在いたしません」

　事実、家庭教師を務めていたあの男爵殿から何かを教わったという記憶はない。

「たとえそうだとしてもだ。公爵家の姫君がどこの馬の骨とも知れぬ男──勇者の師匠といえど、若い平民の男に付き従っているなどと社交界で噂にでもなってみろ。公爵家はおろか、我が帝国の威信に傷がつくわ！」

「馬の骨とか──いくらお父様でもおにい……私の師に対しての暴言は絶対に許さない！」

　レティシアは、レクトールの一言に思わず激昂する。

　もしも、あの家庭教師だった男爵が、集中力の乏しかったレティシアに対して根気強くゆっくりと初歩の初歩から勉学を、剣術を、体術を教えていけば、あるいは勇者としての覚醒は早かったかもしれない。

　しかし、現実に彼女に本を読む楽しさを、魔法を覚える楽しさを、身体を動かす楽しさを教えたのはウィンだったのだ。




　レティシアにとって、一人ぼっちだった世界に一筋の光を差し込んでくれのは、ただ一人の──。




　想いと、そして怒りの込められたレティシアの視線に、レクトールは思わず一瞬ひるみかけたが、父親としてどうにか体裁を取り繕おうと、声を絞り出す。

「い、いいか、レティシア。お前がどんなにその師匠である平民の男のことを想おうと、住んでいる世界が違いすぎる。周囲から認められない関係は不幸を呼び込むぞ？」

「認められない？」

　レティシアが薄らと微笑を浮かべて見せた。

「誰に認められる必要があると言うのです？　今の私に、師であるあのお方を除いて誰か意見が出来る者がいるとでも？」

「と、とにかく、従軍することは私が許さん。確かにお前は勇者として選ばれ、畏れ多くも皇帝陛下の御前で頭こうべを垂れずとも良い立場となったが、それでもお前は私の娘だ。メイヴィス家の当主である私の言う事には従ってもらう」

　レクトールが自身の執務用の机の上に置いてあった呼び鈴を鳴らす。

　部屋の扉が開き、公爵家に仕える従僕たちがぞろぞろと入室してきた。

　彼らの手にはやたらと立派な額縁に収められた肖像画と思われる絵画が抱えられていた。

　入ってきた従僕の数は六人。

　一人あたり五枚から六枚の絵画を抱えているため、およそ三十枚から四十枚近くある計算だ。

「全てお前に持ち込まれた見合いの相手の肖像画だ」

「お見合い……!?」

　レティシアの脳裏に先日コーネリアに見せられた、数々の若き貴族たちの肖像画が蘇よみがえる。

「我が帝国だけでなく、近隣諸国の王家や名家がこぞって肖像画を贈って寄越した。どんな相手でも選より取どり見み取どりだ」

「お父様。これはどういう事でしょう？　私はお見合いをするつもりなどございません。私にはすでに心に決めた方がありますので」

「それは、さっきから言う師匠という平民のことではないだろうな？」

　レクトールの言葉に思わず俯くレティシア。

　先程までの怒りの気配から羞恥へと、首筋までほんのりと赤く染めたその姿は、歳相応の少女のものだったが、父親であるレクトールは、レティシアの態度を見て再び渋面を作った。

「以前から陛下がお申し出になられていたアルフレッド皇太子殿下とのお話もある。陛下もこの話には大いに乗り気であらせられたのだ。他国の王侯貴族からではなく、まずはアルフレッド皇太子殿下との見合いが先だろうな。とはいえ、お前が気に入らねばお断りすることもできる。本来であれば皇太子殿下とお見合いをした後にお断りをするなど許されないことではあるが、ことお前に関しては別だ。何せ勇者という常識外の存在だからな。勇者という肩書きはそれほどに重い。私はお前が私の娘であることを誇りに思うぞ」

　レクトールはレティシアから視線を外すと、部屋の隅に控えている従僕たちへと顔を向けた。

「レティシア。お前には、公爵家の人間という立場もあることを自覚しなさい。お前たち、レティシアが外へ出ないようにしっかりと見張っていろ」

「畏かしこまりましてございます。旦那様」

「力ずくでこの屋敷から逃げ出そうとか浅はかなことを考えるんじゃないぞ？　お前の為にも、師匠であるというその平民の少年のためにもならんからな」

「お兄ちゃんに手を出したら──！」

　再びレティシアの声に怒気が籠る。しかし、今度はレクトールも怯ひるんだりはしなかった。厳しい表情を浮かべてレティシアの顔を見るだけだ。

「連れて行け」

　ただ一言告げると、レクトールは執務机の上に広げられた書類へと目をやる。もうこれは決定事項だとでも言うように。

　レティシアは父親をしばらく睨んでいたが、退室するよう促す従僕たちに従い立ち上がると部屋の外へと歩き出す。扉のところで一度振り返ったが、レクトールは末の娘を一顧だにすることもなく、その表情を窺うことはできなかった。

（どうしよう？　お兄ちゃん）

　力を行使すれば、この世界にレティシアを抑えられるものは存在しない。

　だが、いまレティシアを縛り付けてくる鎖は、彼女自身の勇者としての名声と、公爵家第三公女という立場。

　ウィンと貴族としての立場を比べたら、レティシアとしてはウィンへと圧倒的に比重が傾くが、しかし、レクトールの言った、

『お前がどんなにその師匠である平民の男のことを想おうと、住んでいる世界が違いすぎる。周囲から認められない関係は不幸を呼び込むぞ？』

　この言葉が彼女には応えた。

　自身が決して望んだわけでもない立場が、レティシアとウィンとの間に高い障壁となってそびえ立っている。

　自室へと戻り一人になると、レティシアは窓の外を見る。見上げれば空高く一羽の鳥が飛んでいくのが見えた。

　何もかも投げ出したい。勇者としての名声も、公爵家の姫としての立場も。

　だが、それはもう無理な話だ。

　彼女の功績は良くも悪くも後世にまで語り伝えられてしまう程のもの──。

　レティシアがその気になれば、ウィンを連れて他国へ逃げるという選択肢もある。そうすれば、少なくとも公爵家の姫君であるという立場は捨て去ることが出来る。レティシアには、他の貴族の姫君たちと違って、どのような生活環境であっても生きていける自信もある。

　レティシアが頼み込めば、あの優しい青年はレティシアと共に歩んでくれるだろう。しかしそれは、ウィンのこの帝国で騎士となるという夢を諦めさせることにつながる。

　それはレティシアの望むところではなかった。

　再び籠の中の鳥のように自由を失いつつある自身を振り返り、レティシアは大空をどこまでも自由に羽ばたいて飛べるあの鳥を羨ましく思い見つめ続けた。
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「さて、お前たち。そのままの姿勢で良い。聞け」

　でっぷりと膨らんだ腹を揺らしながら、もう一人の長身の騎士を従えて歩いてきたロイズは、胸を張ってウィンたち四人の前に立った。

　ロイズの部下となったウィン、ロック、ウェッジ、リーノの四人が上官に向けて敬礼する。

　彼らに頷きながら答礼するとロイズが口を開いた。

「私がお前たちの上官となるロイズだ。階級は見ての通り十騎長。そして、こっちが副長のケルヴィン十騎長だ」

「よろしくお願いしますね、みなさん」

　副長として紹介されたケルヴィン十騎長が一礼する。

　ロックによってヒキガエルハゲデブと呼称され、始終渋面を浮かべているロイズと違って、ケルヴィンと名乗った十騎長は細い目に理知的な光を宿しながらも、どこか柔和な印象を与える優男だった。

「まず、簡単に確認をしておく。この小隊に与えられた役割は、斥候などの哨戒任務だ。少数にて本隊より先行し、索敵を行い、敵を発見した場合は速やかにその情報を携えて本隊に報告する。この隊に配属されている以上、斥候術や隠おん密みつ術じゆつは騎士学校で学んだということだな？」

「はい。訓練は受けました」

　四人を代表してロックが答える。

（むしろ、お前の方が斥候とかできるのか？）

　ロックの頭の中にそういう言葉がよぎるも、口には出さない。

「よろしい。それでは、行軍開始まではまだ時間があるが、その前に──」

　ロイズは一列に並ぶ部下たちを睥へい睨げいすると一つ大きな溜息を吐いた。

「まあ、事前に自身が配属される場所が通達されていなかっただろうからな。准騎士の三人。金属鎧はどうしても音が出る。斥候任務は隠密性が重要となるからな。装備課へ行き、騎士用の革鎧を受領して来い。それとそこの、平民──いや、ウィン騎士候補生」

　ロイズが不機嫌そうに眉をひそめた。

「お前のその格好もどうにかしろ」

「は？」

　思わず、視線を落として自身の姿を確認するウィン。

　ウィンは元々、金属鎧を身に着けておらず、最初から革鎧を身に着けている。他の三人と違って、特に問題のある格好ではないと思える。

「そんな小汚い格好をしおって。この栄光あるレムルシル帝国騎士団の名を汚す気か？」

　くたびれたシャツとズボンの上から、使い古された革鎧。

　金属鎧の三人と比べると、いや、ロイズやケルヴィン、それに恐らく自分たちと同じ斥候の任務に就く騎士たちが身に着けている革鎧と比較しても、ウィンの装備のみすぼらしさは際立っていた。

　歴戦の騎士であれば、使い込まれた鎧には数多の傷が刻み込まれている。それは仕方がないことであるし、戦績でもあって誇ってよい傷だ。

　しかし、ウィンが身に着けている鎧は、どこの戦場で拾って来たのかといえるほど損傷の激しいものだった。

「帝都を進発するときには、多くの臣民たちが我らの雄姿を見送るのだ。そんな中で貴様のようなみっともない鎧、姿格好では、我ら騎士団の恥だ。お前も装備課へと他の三人と共に行き、新しい装備を受領してこい。ああ、それからお前の場合は剣もだ。なまくらな使い古しの騎士剣でなく、新品を受け取ってこい。ケルヴィン、装備課へ案内してやれ」

「はっ。しかし手続きの方は？」

「配属される部下の名前の中にこの平民の名前が載っているのを見つけた時点で、すでに手続きはしてある。私の名前を出せば話が通るはずだ。後は任せる。行軍開始まで時間がない、急げ」

「はっ」

　ロイズは結局、彼らと顔を合わせてから一度もその苦々しい表情を崩すことなく、踵を返すと彼らの元を離れた。

「平民騎士が部下にいるとは。貧乏くじを引いたものだ……」

　ぶつぶつと呟きながら、他の──おそらくは自分たちと同様、斥候の任に就くと思われる部隊の騎士の所へ歩いていく。

「はいはい、皆さん注目、注目」

　その後ろ姿を、戸惑うように見送っていたウィンたちは、パンパンと手を打つ音で我に返った。

　ロイズに後を任されたケルヴィンがにこやかな微笑みを湛えていた。

　この男は、騎士という言葉から連想される、規律、厳格といった格式ばったモノからは程遠い印象を与える男だった。

「とりあえず、隊長の言われる通り、まずは装備を整えましょうか。装備課へと行きますので、ついてきてください」

「あ、あの……」

　まるで引率する教師のように彼らの先に立って歩こうとするケルヴィンに、ウィンが恐る恐る声を掛けた。

「ウィン君でしたか？　何か質問でも？」

「はっ。自分は騎士候補生であるため、新しい騎士剣の受領などは出来ない規則だったと思うのですが？」

「ああ、そのことですか」

　ケルヴィンは一つ頷いた。

「その点に関しては問題ありません。というよりも、これから戦場へと赴くのに規則だの何だのとは言っていられません。生き残るためには良い装備に良い配置……まあ、配置に関してはなかなか選択できませんが、それでも装備や物資に関しては、出来ることはしておきたいですからね」

「はあ、そういうものなのですか」

「他に質問があれば伺いますよ？」

　終始にこやかな表情のケルヴィンに、学生たち四人が顔を見合わせる。

「まあ、正直学生である君たちが訓練任務以外の実戦に赴くことなど、ここ数年無かった事態なので、色々と戸惑いはあるかと思いますが、死なない程度に頑張りましょう。そのためにはまず装備です」

　先に立って装備課へと歩き出しながら、ケルヴィンは軽い口調で四人に向かって話しかける。

「あの……並ばなくていいのですか？」

　装備課のある建屋の前には、出撃直前だというのに長蛇の列が出来ていた。予備の装備品を受け取りに来ている者たちだろう。

　だが、中には召集をかけられて武具を引っ張りだしたら、剣や鎧に錆が浮かんでいたという者もいるようだった。列に並んでいる彼らの顔には焦りの色が見える。

　その列を横目に見ながら、どんどん前へ進んで行くケルヴィンに、リーノがおずおずと問いかけた。

　行列を無視して進む彼らを睨み付けてくる騎士もいる。

「構いません」

　それをまるで無視して、歩いていくケルヴィン。

　驚いたことに、中には彼よりも上官である百騎長の徽章を着けている騎士もいたが、ケルヴィンはまるっきり無視していた。

「……全く、どうなってるんだろう？　これからもう出撃するというのに、まだ準備が終わってないとか……」

　思わずこぼしたウィンの呟きに、「そうですね」とケルヴィンが頷いた。

「前線の騎士たちとは違い、帝都を守る彼らには危機意識の不足が顕著に見られるようです。そして、危機意識の高かった騎士たちの多くは、あの事件によって一線から身を引かされてしまいました。そのことに騎士団上層部にいるどれだけの人間が、危機意識を持っているのでしょうか……」

　後半はどこか独白混じりの声音──ケルヴィンの言葉は、周囲が騒音に満ちている中で、妙にウィンたちの耳に残った。

「不安にさせてしまいましたか？　ですが、安心してください。私たちの隊長であるロイズ隊長は、口では平民騎士が混じっている、貧乏くじを引いたなどと言っておられましたけれど、ああは言いながらもしっかりと仕事はこなされる方です」

　長い順番待ちにイライラしているのを隠し切れない彼ら騎士たちを少しだけ嘲笑して見せたケルヴィンは、彼の後ろについてくる新人騎士である部下たちへ顔だけを向けた。

「そもそも新人騎士とかならともかく、これから戦場へ向かうというのに、今頃装備課に押しかけて順番待ちなどしている事がおかしいのです。いいですか？　生き残るためには事前準備をしっかりとしておかなくてはならない。戦場では準備を怠る者から先に死んでいきますからね！」




「なあ、ロイズ十騎長とケルヴィン副長のこと。どう思う？」

「うーん、あたしは断然ケルヴィン副長が好みだなあ」

「誰も、リーノの好みは聞いてないって」

　質問を投げかけたロックが苦笑した。

　長蛇の列をまるで無視して装備課へと案内された四人。

　ケルヴィンがロイズの名を告げると、確かに装備課の係りの者はすぐに荷物を持って来ると、ウィンたちに渡してくれた。

　それぞれの包みごとに木製の名札が括り付けられており、ウィンの包みにはそれに付随して一振りの真新しい騎士剣と、帝国騎士用の丈夫な生地のシャツとズボンまで用意されていた。

　幾ら手配してあったからとはいえ、まるで特別待遇をされたかのようで、順番待ちしている騎士たちの視線が怖い。

　ケルヴィンはどういう神経をしているのか、まるで気にしていなかったが、学生の身である四人にはそれがきつく、包みを受け取るとそそくさと装備課を離れた。

　四人は手頃な場所で包みを開くと、真新しい革鎧を身に着けながら、少し離れた所に立っているケルヴィンに聞こえないような小さな声で話していた。

「うーん、イメージしていたのとは違うけど、ケルヴィン副長にはやっぱり騎士としてのオーラがある気がする。でも、ロイズ隊長はねぇ」

　リーノは腰の剣帯に騎士剣を収めながら、着替えるのを待つケルヴィンへと目を向ける。

「正直、がっかりしたかな。あれで三十ちょっとって言うんでしょ？　あのお腹周りとか、あれで本当に戦えるのって感じ」

「ウィンはどう思う？」

　受領したばかりの真新しい騎士剣に見入っていたウィンは、剣から目を離すとロックにどこか思案するような表情を浮かべた。

「正直言って、ロイズ隊長の初対面の印象は悪かったんだけど……」

　平民騎士を見下したかのような言動。それに、騎士という身分でありながら、蓄えられている腹周りの贅肉。騎士に憧れているウィンから見て、どれも理想には程遠い。

　皇宮で会った時から四人と合流した時までの心証は最悪に近かった。

　しかし──。

「でも、外見からあまり良い印象を持っていなかったけど、仕事は出来る人だということは良く分かった」

　研ぎ澄まされて、日の光をギラギラと反射する騎士剣へと再び視線を落としてウィンは呟いた。

　握り、重心。そして刃の鋭さ。

　どれも、ウィンの為にあつらえたかのようにしっくりと来た。

　装備課で受け取り、許可を貰ってから剣を抜いてみると、すでに刃は鋭く研ぎ澄まされ丁寧に磨き込まれていた。

　正式採用されている騎士剣ではあるが、大量受注の上に大量納品のため、普通は受領後に自ら刃を研ぐなどといった手入れが必要だ。

　しかし、この剣はすぐに使用しても問題無いほど丁寧に手入れされていた。

　試しに魔力を通してみると、淡く魔法文字が輝きを放つ。

　何本もの訓練用騎士剣を振ってきたが、これほどウィンと相性の良かった剣は一本も無い。

　それに──。

　身を包んでいる、真新しいシャツとズボン。そして真新しい騎士用の革鎧。

　革鎧はウィンの体格に合わせて、すでに調整されていた。

「そういえば、そうね」

　リーノもしげしげと自身の身に着けている革鎧を見下ろす。

　女性としても小柄な彼女の体格に合わせた革鎧。

　特に何も考えずに身に着けていたが、まるで彼女のためにあつらえたかのようにしっかりと調整されていた。同じように長身のウェッジの革鎧も調整済みだ。

「こういう事に関しては有能な人物なのかもしれないな」

　ロックも、ロイズに対する評価を改めた。

　どう贔屓目に見たとしても、悪徳貴族のお手本ですと言った人相と体形だったが、こうして与えられた装備品の下準備、特に出撃前のため補給物資や軍需物資の確認などで殺気だっている装備課に対して、これだけの根回しをして見せたロイズ十騎長の事務能力に関しては、上方修正せざるを得ない。

　おそらく、部下として配属される自分たちの詳細が伝えられた時点で、騎士学校に問い合わせたのではないだろうか？

　騎士学校には当然のことながら、彼らの身体能力、成績などといったありとあらゆる情報がある。その情報を引き出し、すぐに装備課へと依頼したのだろう。

　だからこそ、この出撃直前の混雑し殺気立つ装備課で、段取り良く装備品を受け取ることが出来た。

　それだけでなくウィンの為に、ロイズは規則を犯してまで、新品の騎士剣を用意している。

　平民に偏見を持っているようではあるが、軍人として任務に赴く際には、貴族平民関係なく公正な人物なのかもしれない。

　優れた武器、装備品の支給は、部隊全員の生存確率を上げることにも繫がる。

　そのことをよく理解しているだけでも、どうやらロイズは上官としては当たりのようだった。少なくとも、あの長蛇の列に並んでいた百騎長や十騎長に比べたら──。

　ロイズの鈍重そうな見かけに反して、その素早い手腕には瞠目せざるを得なかった。

　何より、友人であるウィンが与えられた騎士剣を嬉しそうに、じっくりと眺めているのを見ると、ロックも嬉しく思えて来たし、ロイズへの評価も上がるというものだろう。

　あの定期巡回討伐任務の際も、ウィンは騎士候補生だったため、受け取った騎士剣は借り受けただけのものだ。

　しかしこの任務で、身分は騎士候補生のままだとしても、騎士剣は正式にウィンに与えられた。しかも、ウィンの為にしっかりと調整された状態で。

（後は、ロイズ十騎長に指揮能力と人格が伴っていれば言うことは無くなるな）

　この分だと、案外指揮能力に関しても期待が持てそうだった。
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　五百騎からなる騎士たちが、帝都凱旋門へ向けて馬を並べ、整然と進軍を開始する。

　山の稜線から昇ってきた日の光を反射して、鎧が白銀に燦さん然ぜんと輝いていた。

　腰には鋼の長剣を帯び、背中には同じく鋼鉄の盾。胸には帝国騎士団の紋章である双頭の獅子のエンブレム──それは、かつて幼い頃にウィンが見た光景と全く同じ。

　白銀の輝きを放つ鎧に身を包むことはいまだに成し得ていないが、双頭の獅子のエンブレムが胸の部分に刻み込まれた真新しい革鎧を身に着けて、ウィンもその行軍する騎士たちの中で颯爽とマントを翻しながら、馬を進めていた。

　沿道には帝都に住む臣民たちが彼らの雄姿を一目見ようと詰めかけ、大騒ぎとなっていた。
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　その中にはポカーンと口を開けて、騎士たちの姿を熱心に見つめている子供たちの姿もあって、ウィンは自らの幼い頃を思い出して、無意識のうちに笑みをこぼしていた。

（あの子供たちも将来、自分と同じように騎士に憧れて騎士学校の門を叩く日が来るのだろうか）

　子供たちの姿に、あの日の自分の姿が被って見える。

　騎士になる日を夢見たあの日から、騎士たちが出撃する時には、仕事の合間を縫ってよくその姿を眺めていた。

　最初は一人で眺めていたが、そのうちにウィンの隣にはレティシアの姿が並ぶようになった。

　二人で仕事を抜け出しては、よくハンナに叱られたものだ。

（あの子たちが憧れてくれる騎士へと、少しでも近づくことが出来たのだろうか）

　いまだ騎士とは言えないが、それでもここまで来た。

　行く手に『渡り鳥の宿木亭』も見えてくる。宿の前も例外ではなく、多くの人々が鈴なりになっていた。ここはウィンが騎士となることを目指すと心に決めた、彼にとっての騎士への道の始まりとなった場所。

　ランデルとマークの二人の姿が見える。

　二人は宿の二階の窓から身を乗り出していた。

　ハンナとアベルの姿は見られなかったが、ウィンが右手を軽く上げると、ランデルとマークは大きく手を振ってくれた。

　知り合いに見られていると思うと、誇らしさと共に少し気恥ずかしさも覚えたが、背筋をピンと伸ばすと胸を張って前を見た。

（レティにも見てもらいたかったな）

　結局、レティシアは騎士団が進発する刻限になっても姿を見せることは無かった。

　レティシアにこの晴れ姿を見せられなかったのは残念だったが、他の誰よりもウィンが騎士になることを信じてくれていたレティシアの事だ。きっと何らかのやむを得ない事情があったのだろう。

　彼女は『勇者』の称号を持つ、本来であれば多忙である筈の人物なのだから。

　それにまだ、ウィンは正式な騎士として出撃するわけではない。ならば、晴れ姿を見せるのは、この任務で手柄を立てて正式に騎士となってからでも遅くはない。

　そのためには生きて帰る必要があった。

　いつまでも浮かれた気分ではいられない。

　ウィンたち、ロイズ班の役割は斥候だ。敵の動向を探り、下手をすれば最初に交戦するかもしれない危険な役割だ。浮かれた気分でいると、手柄を立てる前に戦死する未来が待っている。

　ウィンは表情を引き締めると、ぐっと前を睨み付けた。




「良かったね、お兄ちゃん」

　それは、本当に、とても小さな呟きだった。隣に立つコーネリアですら、聞き逃しかねない程に。

　その呟きを耳にしたコーネリアは、胸が締め付けられるような思いに駆られた。

　そこには満面の笑みを──同性であるコーネリアですら見惚れてしまう程に、本当に蕩ける様な笑顔を浮かべたレティシアがいた。
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　皇宮の一室。その部屋の窓から、二人は大通りを進軍していく騎士団を見つめていた。

　ここからでは距離が相当あるために、騎士たちは銀色に輝く一団にしか見えない。もちろん個人個人を判別できようはずもない。

　しかし、その中には確かにあの騎士を夢見た少年──ウィンがいるはずなのだ。

　正式な騎士としてではないが、それでも騎士団の一員として任務に赴いていく。

　ここまで来るのにどれだけの苦労を重ねたのか。コーネリアにはレティシアとロックという、騎士学校で得ることが出来た友人たちの話からしか、窺い知る事はできない。

　皇女として何不自由なく育てられた彼女には、ウィンの境遇を本当の意味で理解することは難しいことだ。

　親を失い、お金も無い。おそらくはその日の糧を得て、生き延びることで精一杯だった筈の幼い少年。

　それはどんなに大変だったことだろう。

　騎士を夢見て、日々たゆまぬ努力を続け、少ない給金、駄賃から、欲しいモノも全て我慢し、徹底的に倹約をして少なくない金を貯め、ようやく難関の騎士学校の門を叩くことができた。

　しかし平民という生まれ故に魔力の少ない彼は、そこで何度もどん底にまで突き落とされることになる。

　おそらくは、幾度も夢を諦めようと思ったことだろう。夢を捨て、平民として平凡な道を生きようと考えた日もあったのではないだろうか。

　だが、彼はその都度這い上がり、決して折れることは無かった。諦めることなく、後ろ向きの選択肢を選ぶことなく、前へ──ただひたすらに前へと進み続け、そしていま、ようやく夢だった騎士への階きざはしに手を掛けようとしている。

　隣で微笑みを浮かべているレティシアの頰を一滴の涙が伝い、落ちていった。

　この日が来ることを最も待ち望んでいたのは、間違いなくレティシアだろう。

　ウィンと共に四年の月日を歩んだレティシアこそが、彼が努力する姿を最も近くで見て来たのだから。

　勇者として聖別され、魔王を倒すという試練を与えられたレティシア。二人は一緒に歩んだ四年と同じ月日を、離れ離れに過ごすことを余儀なくされた。

　別れの時──それは二人にとって、互いに半身を引きちぎられるような思いだったのではないだろうか。

　だが、ウィンはレティシアが遠い地へと旅立った後も頑張り続けていると信じ、彼女に負けないようにと努力をし続けた。

　そしてレティシアもまた、「魔王を倒す」という、これまで人類が、英雄と呼ばれた人物たちが何度も挑み、敗れ続けて来た困難へと立ち向かって行った。

　レティシアは、ウィンがずっと変わらずに夢を叶えようとたゆまぬ努力を続けていると信じて。そしてウィンもまた、レティシアが遠い地で一人頑張っていると信じて。

　二人は互いのその深い信頼に応えるために、困難な道程を歩き続けて来たのだ。

　努力──それは言葉で言えば簡単なことだ。

　だが、二人の前に立ちはだかった障壁は、恐らく努力という言葉で簡単に乗り越えられるようなものでは無かった筈。

　時には涙を流し、血ち反吐へどを吐き、そして歯を食いしばって、二人はそれらの困難を乗り越えたのだ。互いを信じあうことで。

　何という絆なのだろう。ただ、純粋に凄いことだとコーネリアは思う。

　レティシアが先に魔王を倒すという結果を出し、そしてウィンもまた夢を叶えようとしている。

　コーネリアはレティシアをその場に立ち会わせてあげることが出来ない自分に対して怒りを覚えた。自分たちの都合で、レティシアにウィンの晴れ姿を彼の側で祝わせてあげられないことを。

　レティシアの微笑。

　コーネリアは彼女の微笑みを見て、こんなにも人は、人の為に美しく笑うことが出来るのだと知った。

　傍に寄り添うこともできず、遠すぎてその姿を視認することすら難しいというのに。

　ただ、一人の青年が──ウィンが騎士への一歩を踏み出したというだけなのに。

　それをレティシアは我が事のように喜んでいる。

　心から──。

　でも、いつまでもこうしている訳にはいかない。そのために、二人にとって大切な日となるその瞬間を邪魔してまで、レティシアへこの場へと来てもらったのだから。

「レティシアさん、そろそろ……」

　コーネリアは意を決すると、レティシアの背中に声を掛けた。

　レティシアはその声にコーネリアへと振り向く。

　遠く小さく離れて行く騎士団に未練を残しながらも──。

　そして、室内にいたもう一人の人物へと目を移した時には、既に彼女の顔からは笑みが消え失せていた。

　凜とした雰囲気を纏う『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスがそこに立っていた。

　部屋の中にいたもう一人の人物──青年が口を開く。

「勇者レティシア殿。僕たち皇族の不甲斐なさを許して欲しい。後世に残る偉業を成し遂げた貴女を、利用しようとしていることを……」

「いえ、殿下。私も今回のお話は助かりました。殿下とのお見合いを利用させていただくのは私にとっても益がある事なので」

「そう言ってもらえると、僕としても少しは気が楽になる。妹から話は聞いたよ。お見合いの話を幾つも持ち込まれているとか」

「ええ。ですが、殿下との話を盾にして、有う耶や無む耶やにしてしまおうかと」

「ははは。僕を盾に使うとは。そんな大それたことが出来る人物は、この帝国に片手で数えるほどもいないだろうな」

　愉快そうに青年──レムルシル帝国皇太子アルフレッド・ラウ・ルート・レムルシルは笑みを浮かべた。

「では、レティシア殿。コーネリアから少しは事情を聞いたと思うけど、この帝国内部に無用に戦乱を起こそうと企んでいる者たちがいる。勇者としてではなく、この帝国の貴族の一員として力を貸してくれないだろうか？」




　帝国暦二八六年九月。

　帝国騎士団は帝国辺境部へ向け、盗賊団に偽装したペテルシア軍と思われる武力集団征伐の為に出撃する。

　フェイル千騎長指揮下、その数五百騎。その中にはウィン・バードの名前が記されている。

　後世、勇者レティシアの伝説と共に語り継がれ、勇者の師、そして英雄と呼ばれる事になるウィンの初うい陣じんだった。
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「それにしても、准騎士どころか騎士候補生まで頭数に入れる必要があるとは、帝国騎士団も堕ちたもんだ」

「全くだ。ザウナスに加担した馬鹿どものせいで、俺たちは余計な苦労をするし、他国の騎士団には笑われてしまう」

「平民が騎士になることができるということが、そもそも間違っているのだ。思い上がりも甚だしい」

　帝都を進発した帝国騎士団の先遣隊五百騎は、順調に歩を進め、明日には問題の、盗賊団に扮したペテルシア軍と思われる一団が出没するという地域へと辿り着こうというところまで来ていた。

　日が落ちて、開けた場所に野営用の天幕が幾つも張られると、騎士たちは熾おこした火に鍋を掛けて糧食をがっついていた。

　明日から戦闘の可能性があるということで、士気高揚の狙いもあってか、少量であれば飲酒も許されたため、騎士たちは物足りないながらもほろ酔い気分で、語り合っていた。

　ペテルシア軍との戦いの展望を語る生真面目な者たちもいれば、酒、女、そして彼らの中で異分子となっている学生騎士たちについて語る者もいた。

　その中で学生騎士を話題にしている騎士たちは、やはり平民騎士であるウィンたちを槍玉に挙げていた。

　ザウナス将軍によるクーデターに加担していた騎士たちの多くが平民出身者だったこともあり、貴族階級、騎士階級出身騎士によって構成された先遣隊の多くの者たちが、彼ら平民出身騎士に対して良くない感情を抱いていた。

「何か、雰囲気悪くない？」

　焚火に薪を追加しながら、リーノが顔をしかめた。

「俺のせいかな？」

　ウィンはあからさまに見えないように、周囲の様子を窺う。

　先程から視線を感じる。興味だけではない、明らかに侮蔑的な意図を含めた視線だ。

「いや、ウィンだけじゃなさそうだ。俺への風当たりもあるようだし」

　ロックはマリーン家という下手な貴族よりも力を持つ商家の出身ではあるが、彼らに視線と嘲笑を向けている騎士たちにとっては平民出身者という事だけで十分なようだ。

「騎士の位を手に入れるのに、どれだけ金を積んだんだ？　あいつら？」

「よせって。聞こえるぞ？」

「金なんか持ってるもんかよ。ただの人数合わせだろうよ。あと、間違えるな。あいつらは准騎士。正騎士じゃない」

「まあ、槍でも持たせて立たせておけば、数だけはいるように見えるしな」

「そういえば、まだ准騎士にも昇進していない騎士候補生の学生もいたか？　帝国の騎士団の紋章も軽くなったもんだ」

　明らかにこちらを挑発するような態度と声量だった。

「……あいつら」

　ロックが拳を握り締め立ち上がろうとして──その彼の肩を押さえたのは、一緒に火を囲んでいたウェッジだった。

「あいつらは、俺たちが喧嘩を売ってくるように仕向けている」

「……お、お前、喋れたんだ」

「ちょっと、ウェッジの事を何だと思ってたのよ」

　思わず驚きの声を上げたロックに、ウェッジ本人ではなくリーノが文句をつけた。

　ウィンも目を丸くしてウェッジを見た。

　騎士学校では交流がなかった男だが、そういえば一緒の班となったのに彼の声を聞いたのは初めてだ。

「あれでも上官。奴らは気に食わない俺たちを挑発して喧嘩を売るように仕向け、上官に背いた罪で処分しようとしている。無視するのが一番」

　それだけ告げるとウェッジは腕を組むと目を瞑り、そのまま動かなくなった。

「な、何て言うか、意外に渋い声なんだな。お前……」

　毒気を抜かれたのか、ロックは焚火の明かりに照らし出されたウェッジの横顔を、まじまじと見つめた。

　黙したまま、微動だにしなくなったその姿は、どこか悟りを開いた聖職者のようだ。

「しかし、あの人たちってウィンがあの勇者レティシア様のお師匠様だってこと、知らないのかしら？」

「見たところ、騎士階級の出身者か、低階級の貴族出身者じゃないのか？　それなら、祝宴にも呼ばれていないだろうし、ウィンの顔を知らないってこともあるだろう」

　ロックは帝国の上層部が、平民出身のウィンが手柄を立て、名声が高まるのを忌避しているように感じていた。そうでなければ、あのクーデターの件で手柄を立てているにもかかわらず、いまだにウィンを騎士候補生のままに据え置くはずがない。

「あたしだったら、レティシア様が怖くてあんな言葉は吐けないけどなぁ」

　勇者にして公爵令嬢のレティシア。

　たとえ有力な貴族だったとしても、彼女の発言は影響力が大きく、下手をすれば家が傾きかねない。

「ま、ウィンだけでなく、俺まで平民騎士として文句をつける対象としている点に関しては、一貫した態度ということで感心はできるけどな」

　マリーン家は、下手な貴族よりもよほど力を持つ家だ。ロックがマリーン家の人間と知ったうえで、ウィンと同様に平民出身の准騎士であるロックに対して、平等にそうした態度をとっているのであれば、それはある意味大したものだった。

　とはいえ、侮蔑されている本人たちにしてみれば、納得できるものではないし、ただ単にロックの素性を知らないだけかもしれない。

「あちゃー、マズいよ……」

　リーノが目を伏せながら小さな声で、三人に注意を促した。

　挑発に乗って来ない四人に痺れを切らしたか、一人の騎士が歩み寄って来たのだ。

「おい、おまえら！」

　足取りが確かでない。明らかに酔っ払っていた。

　どうやら許可されている以上に酒杯を重ねているようだった。

「お前たち、平民騎士がでしゃばるから、俺たちみたいな正統な騎士様が苦労することになってるんだ。ああん？　わかってるか、こら」

「なんだ、こいつ……」

（平民騎士を揶や揄ゆする前に、まずは自分たちが、お偉い正統騎士様の規律を守れよ！）

　ロックの呟きと内心の声は、四人の思考に共通したものだっただろう。

「ザウナスが、お前たち平民騎士が、馬鹿なことをするから、俺たちが無用な苦労を背負い込んでるのがわかってるか？」

　言っていることが滅茶苦茶だった。どうやら相当酔いが回っているらしい。

　彼と共にいた仲間の騎士たちもまた相当酔っているのか、彼を止めるどころか逆に煽り立てていた。

「どうせお前たち平民出身の騎士は、いざ敵を前にしたら逃げ出すのがオチだろう？　よし、俺様が本当の騎士というものがどういったものなのか教えてやろう」

　すらっと剣を抜く酔っぱらった騎士。

「ち、ちょっと。剣を抜くと冗談ではなくなりますよ？　行軍中の私闘は軍規に違反します」

　リーノが慌てて言った。

「授業だよ、授業。お前ら学生なんだろう？　先輩騎士である俺様が、お勉強熱心な学生さんに剣の稽古をつけてやろうと言うんだからいいんだよ」

「ダメだ、こりゃ。相当酔ってる」

　ロックが呆れた表情で、首を振った。

「どうしよう？　一応上官命令になるのかな？　従わないとまずい？」

　リーノは誰か止めようとしてくれる騎士がいないかと周囲を見回したが、こちらをじろじろと見ているものの、止めようとする者はいなかった。誰もが明日にでも敵と遭遇し、戦いになるかもしれないという事実に興奮している。

　なかなか眠りにつけない彼らは、むしろ良い退屈しのぎだとでも思っているのかもしれない。

「ほら、どうした。立てよ。俺が教えてやるって言ってるんだよ。そっちの嬢ちゃんからやるか？　ああ？」

「……この、酔っ払い。いい加減にして欲しいわ」

　リーノが酔っぱらいの騎士に聞こえない程度の小さな声で悪態を吐ついた。

　リーノとて、まだ正騎士ではないにしても、准騎士として誇りを持っている。謂れ無き侮辱を受ければ、腹も立つ。

　酔っ払いの騎士とその仲間たちはにやにやと嫌らしい笑みを浮かべ、抜いた剣をちらつかせていた。彼らとの一戦は避けられそうもない。

　そう判断したウィンたちも、仕方なく剣を取って立ち上がった。

　ウィンたちと、酔っぱらい騎士とその仲間たちとの間で緊張が高まって行き──。

　不意にすさまじい剣気。

　周囲が一瞬で静寂に満ちた。

「な、に……これ……」

　リーノの小さな呟きが異様なほど大きく周囲に響き渡る。

「何をしているんです？」

　平和そうな笑顔を浮かべ、ケルヴィン副長が立っていた。

　決して強い口調ではなく静かな声音。

　剣には手を掛けていない。

　だが、その如何いかにも人畜無害そうな表情とは裏腹に、その全身からは強烈な剣気が放たれていた。

「少し酔いが回りすぎていませんか？　明日の行軍に備え、身体を休めておけと命令があったはずです。戦いに備えて休息を取ることも任務だと、騎士学校の教官から教わりませんでしたか？」

　誰も口を開かない。

　ケルヴィンの──ただ一人の十騎長が放つ気によって、この場にいる全ての者が気け圧おされていた。

「日課の鍛錬をしたいということでしたら、彼らの上官である私がお受けしましょう。部下にとっては、あなたがたも上官ですからね。誘われれば断るわけにもいかないでしょうから」

　静かに告げながら、ケルヴィンはゆっくりと酔っ払った騎士の前に立つ。

「さて、まずはあなたからでよろしいですか？」

　ケルヴィンはまだ剣を抜いていない。

　だが、二十代半ばという若さに似合わず、ケルヴィンの落ち着き払ったその物腰からは、歴戦の戦士の雰囲気が醸かもし出だされていた。

　その剣気を真正面から受けてしまった酔っ払い騎士とその仲間たちは、一気に酔いが醒めたように、凍り付いた表情を浮かべている。

　この騒ぎを酒の肴さかなにしようと見守っていた周囲の騎士たちも、半分以上が腰を浮かせていた。

　その中で──。

（ほう？）

　ケルヴィンは内心で感嘆していた。

　正騎士たちがケルヴィンの放つ剣気によって醜態を晒しているその中で、ウィンとロックの二人だけが表情を変えていなかった。

　二人ともいつでも動けるように身構えてはいるものの、他の騎士たちと違い身体を硬直させてはいない。

　ウィンとロックの二人は、レティシアとの手合わせを繰り返している為か、実力が飛躍的に上昇していた。

　あの尋常ではないレティシアの剣気を何度も浴びているのだ。少々の事では動じない。

「いや、俺たちは……その……十騎長殿の手を煩わせるような……」

　先程までの威勢はどこへ行ったのか。

　しどろもどろに答えつつ、そろそろっと後退あとずさる酔っ払いの騎士たち。

「どうもお酒が進み過ぎているようですが、営倉入りをご希望ですか？」

「いや、どうも。ちょっと……」

「おい、ほら行くぞ」

　そそくさと、酔いが醒め、青ざめた表情で自分たちが居た場所へと戻る騎士たちに視線を送り、ケルヴィンはやれやれと言いたげに頭を振った。

「彼らは貴族の出だったと思いますが、無軌道で暴力的。騎士の器とは到底思えませんね」

　後半は囁くような小さな声で呟くと、ケルヴィンはふうっと一つ大きく息を吐いた。

「やれやれ、明日から出撃だというのに、元気ですね。折角気を利かして、私たち十騎長以上の騎士は、離れた所に天幕を張りましたのに。戦いを前にして興奮する気持ちは理解できますが、自身の感情も切り替えるようにできないと、いざというときに力を発揮できませんよ」

　誰にともなくケルヴィンは告げると、まるで何事もなかったかのように、ウィンたち四人のもとへと歩いて来る。

　周囲もざわめきながらも、十騎長に対して立ち上がり敬礼した。

　ケルヴィンも答礼しながら、四人の前に立ち姿勢を正す。

「明日、我々は隊に先行して斥候任務に就きます。なので、とっとと身体を休めておくようにとのロイズ隊長のお言葉です。良いですね？　休める時に休むのも任務だということを忘れないように」




　賊軍が出没するという地域に、帝国軍の先遣部隊五百騎が到着してから五日の時が流れた。だが、彼らは未だに敵と矛ほこを交まじえてはいない。それどころか敵影を捉えることすらできていなかった。

　いや、正確には斥候に出た小隊によって幾度か敵影発見の報はあったものの、いざその場所へと騎馬を走らせると影も形もないといった状況が続いていたのだ。

　何度となく斥候からの敵影発見の報にその場へと急行し、その都度空振りに終わる。

　昼夜を問わずに繰り返されれば、どれだけ士気の高い精鋭だったとしても、厭えん戦せん気分が蔓延してしまうのは仕方がないことだ。

　それ以前に、元々この先遣隊は騎士団の主流から外された騎士たちによって構成されている。

　全体がとは言わないが、最初から士気の高さには問題のある部隊だった。

「……おい、今度は東の方で敵影を見つけたってよ」

「前回は西じゃなかったか？　本当に斥候の奴らは何してんだよ」

「また、見間違えじゃないのか？」

　出撃の命令が下るたびに、愚痴をこぼす者が出る程だ。

　だが、命令が出た以上は出撃せざるを得ない。

　簡易な天幕の片づけを輜し重ちよう部隊に任せ、騎馬を走らせる。だが、やはりいざその場所へと到着すると、何らかの部隊がそこにいたと思われる痕跡だけが残されているものの、やはり敵部隊は存在していなかった。

　敵影を発見したという斥候部隊に対する責を問う声も上がったが、実際に痕跡は発見されているし、発見の報は先遣隊の遙か後方に位置している本隊の伝令から伝えられることもあった。

「……大分、部隊内の緊張感が緩んできていますね」

　ロイズとケルヴィンの二人に与えられた天幕。

　ケルヴィンが部隊内の巡察を終えて戻ってくると、ロイズは配給された食事に手も付けず、簡易な執務机の上に広げられた書類に目を落としているところだった。

「昨夜もまたひと騒動あったようだが、騒ぎの沈静化、ご苦労だった」

　ロイズの労いの言葉にケルヴィンは首を振り、腰の剣を天幕の隅に立てかける。

「これだけ空振りが続きますと、仕方ないことかもしれません」

　厭戦気分が蔓延し、部隊内部の規律が徐々に緩んできている。

　昼夜問わずに続く出撃が空振りに終わったことによる、溜まりに溜まった不平不満が、再び貴族階級、騎士階級の騎士たちから平民出身者に対する風当たりの強さとなって現われていた。

　部隊内では弱者である平民出身者、学生騎士たちへの苛めのような小こ競ぜり合あいが方々の小隊で続発。ロイズの小隊にも昨夜、絡んで来た者が再びいたため、以前と同様にケルヴィンが騒ぎを仲裁しに出向いたのだ。

「隊長の懸念したとおり、士気が下がってきていますから。どうしても不平不満というものは弱いところへと向かいますからね。結局の所、貴族階級、騎士階級出身者と、平民出身者との溝が深いのが原因なのでしょうが」

「特にこの先行部隊は、隊長以下我々も含めて、出世の本流から外れた家の者ばかりで構成されている。無駄に誇りばかりが高くて、力を弱めてしまった貴族たちで構成されているからな。まあ、大体予測したとおりだったが……」

　ロイズはケルヴィンに椅子に腰かけるよう勧めると、額の汗を手布ハンカチで拭いつつ広げていた書類を纏めると共に小さな水晶の欠片かけらを懐へとしまい込んだ。

「通信中でしたか？」

「問題ない。丁度通話を終えた所だ」

　通信用の魔導水晶。魔法を付与した後に水晶を二つに割り、それぞれの欠片を持つ者同士で会話をすることが出来る。機密性の高い品物だが、非常に高価であるため、あまり出回っていない。本来であれば、軍の指揮官クラスや国の重要人物が持つことを許された道具だ。

「首尾よく話は進んだようだ。どうも、向こうにとってもこの話は渡りに船だったようだ」

「なるほど。となりますと、一つ切り札が手に入りますね」

「利用できるものは利用させてもらおう。弱点を狙うのは当然だ」

　ケルヴィンが差し出した茶の注がれた杯を受け取ると、ロイズは一口啜すすり、執務机の上で冷めてしまった夕食のパンを齧った。

「不味いな。いや、戦闘糧食が美味いはずもないが、それにしても質が悪い」

　顔をしかめて、石ころのように固いパンを冷めたスープに浸しては、クチャクチャと嚙みしめるロイズ。

　向かい合う形で腰を下ろしたケルヴィンも、苦笑を浮かべながらロイズと同様に冷めてしまったスープの深皿を手に取り一口匙さじから啜った。

　鶏肉と豆を使ったスープ。少し、味付けが薄い。

「内部で軍需物資の横流しも行われているでしょうね。どう考えても、今の中央で不正が行われていないはずがないでしょう」

　配給されている食糧も、軍の規範に沿った量となっているかどうか怪しいものだった。

　しばらくロイズとケルヴィンの二人は黙ったまま食事を続けていたが、不意に天幕の外でまた怒鳴り声が上がった。どうやら、再びどこかで揉め事が発生したらしい。

　ケルヴィンが腰を浮かせかけたが、ロイズがそれを片手で制した。

　騒ぎの声が聞こえる方角から、自分たちの部下が巻き込まれているようではなさそうだったからだ。

　程なくして、今度は聞き覚えのある十騎長の怒鳴り声が上がり、騒ぎが徐々に沈静化していく。

「私も正直、平民が騎士になることには反対だ」

　ロイズがぽつりとつぶやいた。

「戦争というのは我々貴族や本職の騎士の領分であって、民が考えることじゃない。民はその日を働き、笑顔で家族と共に過ごし、平和を享受していればいい」

「ウィン騎士候補生のことですか？」

「民が騎士に憧れてくれることは、純粋に嬉しいことだ。そして彼もきっと騎士に憧れてくれたんだろうな……だからと言って、騎士に、わざわざ人殺しの職に平民が就く必要などないのにな」

　ロイズはスープの入った深皿を置いて天幕を出ると、部下たちがいるであろう方角へ目を向けた。

　至る所で火が焚かれているものの、ロイズの位置からは彼の部下たちの天幕は見えなかった。

　何度か天幕に足を運んだが、周囲の騎士たちが不平不満で苛々を募らせているのに対し、彼の部下たちにはまだその兆候が見られなかった。

　幾度も、騎士たちによって罵詈雑言を浴びせられていただろうが、よく我慢している。

　どこか緊張感を漂わせつつも、特に落ち着いているのがウィンとロック。ケルヴィンが仲裁に訪れるまで、挑発されても泰然としていた。二人の態度が、同じく新人であるリーノ、ウェッジ──彼は元々、無口な人物なようだが──に好影響を与えているようだった。

　他の部隊の平民騎士、学生騎士が騎士たちの挑発に乗り騒動を頻発しているのに対して、ウィンとロックの二人は、あのクーデターの際に対人戦を生き延びたという経験のおかげで、他の新人騎士たちと比較して落ち着いていられるのかもしれない。

「彼を利用してしまうことになる。彼もまた、本来は平和を享受するべき側の人間なのだが、騎士に志願してきた以上は利用する」

　自らの部隊にウィンの名前が記載されているのを確認した時、ロイズは彼を利用する策を思いついた。思いついてしまった。

「勝利を得る為には仕方ないことです」

　ケルヴィンの言葉に苦笑を返す。

「私の考えを知ったら、勇者に殺されかねんよ」

　ロイズは皇宮で出会った勇者の少女の姿を思い出す。

　ロイズたちがウィンに不当に絡んだと思い、怒りを露あらわにした彼女の姿を。

「勝利か……民が笑顔で暮らせる国を守れた時こそ、私は勝利だと考えている。所詮、十騎長でしかない私が言える言葉ではないがね。だからこそ、利用できるものは利用させてもらおう」

　帝国はまだ、ウィンの価値に気が付いていない。

　いや、この国の平民を見下す貴族階級、騎士階級がそれを認めたくないのか。

　あの日──『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスが発したあの発言。

『私は師匠であるウィン・バードの元へ戻ります』

　彼女に剣技と魔法を教えた人物。

　誰もが興味がある。

　皇帝の問いに彼女が見せた微笑みは、あの日参列していた全ての者が虜とりこにされてしまいかねない程のものだったと言う。

　伝説の勇者として語り継がれていくであろう、『剣の神姫』レティシア・ヴァン・メイヴィスによって告げられたその名は、その場に招待されていた各国の大使によって、大陸中に伝えられていった。

　それはもう、この国と違って熱狂的なまでの支持を受けて。

　帝国を牛ぎゆう耳じる一部の高位貴族たちは、自分たちの立場が平民によって脅おびやかされるのを嫌い、彼を正しく評価せず、彼の名をそこまで喧けん伝でんしなかった。

　現にあのクーデターの一件で、誰の目から見ても大きな功績を上げたにも関わらず、これまでの慣例に従い、騎士学校での成績を重んじ、騎士候補生という立場に留めていることが良い証拠だ。

　論功行賞すらも、一部貴族によって歪められてしまうのが、この帝国の現状。

　しかし、諸外国は違う。

　ウィン・バードの名は知れ渡っている。

　何しろ他国の人間なので、その国の貴族の権威といったものには全く影響しない。

　他国においてウィンがどのように見られているのか。恐らく知らぬのは本人ばかりなのではないだろうか。

　それをロイズは利用する。

　勇者レティシアの怒りを受けたとしても、勝利を得ること、民の安あん寧ねいを守る事こそが、貴族としてのロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵の義務なのだから。
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「さて、どんな感じだ？」

　かつて、この周囲一帯を縄張りとした盗賊団。その頭領だった男が、目の前にそびえ立つ巨木の枝によじ登っている、手下の一人へと問いかけた。

「野営の支度に入ってからは大きな動きはありやせん。幾つかの小隊が斥候か何かで出て行きましたが、そいつらもまだ戻って来てませんぜ」

　帝国騎士団の先遣隊が野営している広場。そこからおよそ百メートル離れた先。

　炊事用に火を焚いている為、夜の帳とばりが訪れて深い闇に包まれた森の中にあっても、彼らの様子はよく見て取れた。

　枝の上から帝国騎士団を監視している男は、元々狩人として生計を立てていた男で、手下たちの中でも一ひと際きわ目の良い男だった。

（さて……おっそろしい程に順調だぜ）

　百メートルという距離は、夜という時間を味方につけていなければ、決して安全な距離とは言えない。昼であれば、相手に優れた目を持つ者でもいれば、簡単に見つかってしまう距離だし、下手をすると周囲を偵察する斥候部隊にも見つかりかねない距離だ。

（まったく、相手の行動が最初から分かっていれば、これほど簡単な仕事は無いぜ）

　頭領は薄暗い中、月明かりを頼りに手に持った一枚の紙へと目を落とした。

　二日前の日付と共に、帝国騎士団の印を押された正式な指令書。

　いや、正確にはその写しだ。本物は、野営している騎士団を統率するフェイル千騎長とその幕僚の手元にあるはずだ。

　いや、そちらが本物と言うのは間違いかもしれない。なぜなら、今頭領が手にしているその指令書もまた、間違いなく、先遣隊より二日程遅れて後発している本隊から出されたものなのだから。

「こっちに近づく部隊はいないか？」

「まったく見られやせんね。斥候に出た連中も、お頭の言った方角ばかりへ向かっていやす」

「なるほど。これに書かれた内容は確かなようだ」

　指令書で、騎士団の行動は彼らへ完全に筒抜けの状態だった。

　フェイルという千騎長は、上の者に対しての追つい従しようと贈ぞう賄わいによって昇進したような男で、とても千騎長の器ではないと聞いている。

　本隊から、いや正確には騎士団本部から届く指令書に逆らうことはせず、記載されている作戦どおり動くだろう。

　現に、帝都シムルグを進発してからずっと監視を続けていたが、先遣隊は指令書の指示の範囲内でしか行動していなかった。

　最初は圧倒的武力を持つ騎士団のすぐそばで監視するようにと言われ、恐怖と共に捨て駒扱いなのかと元盗賊だった男たちは怒りを覚えた。

　しかし、逆らったところで命は無い彼らは渋々その命令に従って監視を始めたものの、思ったよりも簡単に事が運ぶおかげで、今ではかなり余裕を持って行動していた。

　騎士団の行く先々で、集団の野営した痕跡を偽装する作業も手慣れて来た。

　何しろ、どこまで騎士団が進出してくるのか、その安全な距離が保証されているのだから。

「お頭ぁ、奴らは本当に軍人なんですかねえ？　うちの新人ですらあそこまで緩かったら殴り殺すところですよ？」

「見張りまでが居眠りしていたり、酒を飲んだりしてますよ。はは、焚火に照らされてるから、よく見えますぜ」

「お頭ぁ、いっそ俺たちで襲っちまいますか？」

　頭領と共に、枝の上に登っている男からの報告を聞いた他の手下が言った。

「馬鹿野郎。俺たちは言われた通りにやっていればいいんだよ！　わざわざ好き好んで報酬以上に働く必要があるか!?　命あっての物種だぜ」

「……そうっすね、お頭」

　とはいえ、あれだけ緩み切った帝国騎士団の状態を見てしまっては、思わずそういう考えが浮かんでもおかしくはない。

（もっと手勢があれば……）

　盗賊に過ぎない彼らであってもそう思ってしまう程に、帝国軍の有様はひどいものだった。

「とにかく、言われたとおりの仕事をしろ。指示通りに帝国軍を誘い込めばいいんだ」

「……信用できるんですかね、奴ら」

「信用するも何も、俺たちはもう奴らの言葉に乗っかるしかねえんだよ」

　頭領は手下の問いに答えると、内心で皮肉っぽく笑った。

　言われるがままに仕事をこなしてきたが、その奴らとて自分たちを完全に信頼はしていないだろう。状況が不味くなれば、盗賊団上がりの頭領を含め手下たちも簡単に切り捨てるに違いない。その程度の信頼関係でしかない。

　いずれにしても、今は奴らの言うとおりに動くしかない。今さら、他に選択肢は無かった。

「何か変化があれば、すぐに知らせろ」

　今のところ、奴らからもたらされる帝国騎士団の内部情報は、信用の置けるものだった。騎士団がその情報以上の動きを見せない限り、自分たちの仕事は上手くいくだろう。

（とっとと、このクソったれな仕事を終わらせて、酒と女が欲しいものだぜ）

「何か、言いやしたか？　お頭」

「何でもねぇ」

「お、斥候に出ていたと思われる騎士たちが一隊戻って来やした」

　手下の報告に頷きながら、頭領はどっかりと部下の登っている木の根元に腰を下ろした。

　ここまで来たら、もう腹をくくるしかない。

　決して彼らは油断をしていたわけではない。だが、緩み切った帝国騎士団に少し拍子抜けをしていたのも事実だ。だから、見張りをしていた者もそれを見逃してしまった。

　たった今、斥候から戻って来た部隊が、先遣隊の本営へと報告しに行くと思われる隊長一騎を残して、まるで他の部隊を避けるかのように不自然な動きで騎士団と合流していくのを。偵察に出た時には確かに六騎だったはずが、一騎増えていることを。そして、その増えた一騎に人が二人乗っていることに気付かなかったのだ。




「平民を保護しただと？」

「ええ、どうやら賊軍に襲撃された村の生き残りのようです。森の中を彷徨っていたところを、我が隊が見つけて保護しました」

「勝手なことを……後方に送るにしても、明日にでも戦闘になるかもしれんのだ。平民ごときに貴重な戦力は割けんのだぞ！」

「一緒に従軍してもらうより他ないでしょう。幸い、狩りで山歩きの経験があるとかで、長距離を歩くのに慣れていますし、この周辺地域の土地勘はあるようです。我が隊には女性騎士もいますし、面倒を見させましょう」

「簡単に言ってくれる……何か問題があれば、今度は降格程度で済むと思うなよ？　ロイズ十騎長」

「……正騎士どころか、いっそ除隊処分でも私は構わないんですがね？」

　ロイズの言葉に、フェイルは苦虫を嚙み潰したような表情を浮かべた。

「もういい。その平民は貴様の部隊で保護しろ」

「ま、少女たちに手を出すような馬鹿が騎士にいるとは思えませんが、我々で大切に保護します」

　ロイズは表情だけは真面目に取り繕うと、でっぷりとした腹を突き出して敬礼し、どしどしと身体を揺すりながら本営の天幕を出て行く。その後ろ姿をフェイルは憎しみを湛えた目で見送った。

「閣下に対してあの口の利きよう……不敬ですな」

　横に控えていた幕僚の一人が呟く。

「……ザウナスの残党が、調子に乗りおって」

「ロイズ千騎長……いや、今は十騎長ですか。奴は危険です。クーデターには参加していなかったとはいえ、なぜ除隊処分されなかったのです？」

「危険だからこそ……奴らを野放しにはできない。騎士団の内部において監視する。閣下はそうお考えのようだ」

　幕僚の問いにフェイルが答える。

「除隊処分とでもすれば、所領へと戻ってしまう。そうなっては何をやらかすかわからんからだそうだ」

「なるほど」

（むしろ、伯爵領へと戻してしまえばいい）

　フェイルは上級将校だけに許されている、高級な葡萄酒を口にする。

（あの借金だらけの貧乏伯爵を、どうして侯爵閣下はあんなにも恐れられているのだ。クーデターには参加していなかったが、理由などどうとでもこじつけて、伯爵家を取り潰してしまえば良かったのだ。兵を挙げたところで、奴のあの悪評では味方する諸侯も少ないはず。金もないから、傭兵を雇うこともできない。何とでもなるはずだ）

「まあいい。平民が混じっていては作戦行動に支障を来たす。以後、奴の小隊は後方へと下げておけ。戦闘の際にもだ。それと、その旨をしっかりと記録に残して置け。平民を保護したという部分は記載しなくていい。ロイズ小隊の身勝手な行動で、我が軍は行軍に多大な支障を来たしたということだけを記録しておけ。降格処分が妥当かと具申しますと意見も添えておく」

　幕僚が一礼して、すぐさま自分の部下を呼び寄せるのを眺めながら、フェイルは暗い目で書類へと目を落とす。

　フェイルは五十過ぎてようやく千騎長となった。一方で、ロイズは三十前にすでに千騎長となっていた男だ。

　おそらくは借金に借金を重ねて地位を買い取ったのだろう。フェイル自身も子爵家の出であり、莫大な金を積んで千騎長の地位に就いた。

　だからこそ、自分より若く、そして早く出世したロイズが妬ねたましかった。

　軍議で何度か会う機会があったが、ロイズはその度に下げ衆すを見るような目でフェイルを見ていた。

（いつも見下しおって。見ていろ、直じきに貴様から十騎長の地位すらも奪い取ってやる）

　暗い笑みをこぼしつつ、フェイルは葡萄酒の杯を傾けた。




「とまあ、そういう理由で恐らく私は後方へと配属されるだろう」

　ロイズは副長であるケルヴィンと合流すると、部下たちの天幕ではなく小隊長たち用の天幕へと歩を進めた。

「どうも私には手柄を立てさせたくないようだからな。まあフェイルには私が平民を保護したことで、後方へと追いやる理由も与えてやった」

「切り札はこちらにあるのです。いっそ命令を無視されて、前へと出られては？」

「本人は戦いたくないだろう。私もできればそうしたくない。そもそも情報の上では、帝国の方が数で勝って有利ということになっている。我々はせいぜい後方から高みの見物でもさせてもらえばいい」

「……フェイル千騎長もお気の毒に」

　言葉とは裏腹に、ケルヴィンの顔には笑みが浮かんでいる。ロイズは禿げ上がった頭をガシガシと搔くと、重たい身体をどっかりと椅子に預けた。

（さすがに疲れた）

　ここ数日、ロイズは幾つか策を施していた。

　フェイル千騎長とその幕僚たちは、斥候への出撃命令以外に伝令を寄越さず、軍議にもロイズは呼ばれることが無かった。天幕こそ、他の先遣隊の幹部たちと同じ場所に設営されてはいるものの、それ以外は見事なまでのシカトぶりだった。

　そのおかげで、事は上手く進んだのだから良しとするべきかもしれない。

（少しは体重が落ちたか？　妻たちの料理が懐かしい……）

　たっぷりと肉のついた腹周りを見下ろしながら、ロイズはここ数日に施した策を思い返すのだった。




　時はしばし遡さかのぼる。

　斥候任務に就いたロイズが率いる小隊は、一刻ばかり馬を走らせると小休止を取った。

　小休止の合図を出して、馬の足を止めたロイズは、部下たちに馬を降りてから集まるようにと指示を出した。

「さて、どうやら内通者がいるようだ。それも上層部に」

　にこにこと微笑みを絶やさないケルヴィンとは対照的に、真顔でロイズは部下たちに告げた。

　その言葉にウィンは顔をしかめ、ロックはふぅと一つ溜息を吐く。リーノとウェッジはお互いの顔を見合わせた。

「まあ、薄々そんな気はしていたのですが、隊長はどのようにお考えなのです？」

「ペテルシアの本隊か、それとも雇われか、野営の跡地を作り、騎馬の痕跡を残しつつ我々先遣隊の動きを誘導している者たちがいる。地理に詳しい事から、現地で雇われた者たちだろうな」

　恐らくは部下たちに教える為だろう。一同を代表して質問したケルヴィンの問いにロイズは、たっぷりと脂肪のついた顎を撫でると、腰に結わえてある小袋から糧食の干し肉を取り出して齧りつきながら答えた。

「でも、アベルに聞いた話だと、二百程度の勢力とか。とてもそんな小細工を施せるほど余裕があるとは思えません」

「ペテルシアから、増援が来たとか？」

「それこそないだろう。ペテルシア方面の国境警備は厳しくなっているはずだ。もし入って来たなら、とっくに情報が上がってくるはず」

「その通りだ。そこに引っかかっている」

　ウィンとリーノ、ロックの意見にロイズは頷いた。

「私の勘では、帝国騎士団内部で手引きをしている者がいるな。あるいは貴族か。国境付近に領土を持つ貴族が手引きをしている線もあると思っている。二百という数だ。だが、輜重部隊がいるようには見えない。補給も兼ねて村を襲撃しているのかとも考えたが、全ての村から略奪することの意味も見えてこない。何者かが支援していると考えた方が自然だ」

「この方面で国境付近の貴族領だと四つ挙げられますね──ブレセア伯爵領、レンブラント侯爵領に……」

　ロックがこの方面を治めている大貴族を挙げながら、ロイズの顔を見た。

「後は、エルステッド伯爵領とクライフドルフ侯爵領──だ」

　ウィンがロックの言葉を引き継いだ。

「そうだ。今、挙げた四つの貴族の家の内、ブレセア卿とレンブラント卿に関しては、軍閥系の家系ではない。そもそも両卿ともに高齢でほぼ隠居に近い。軍に関係しているのはエルステッド、そしてクライフドルフ将軍のみだ」

「……証拠はあるのですか？」

　リーノが恐る恐るロイズに問いかける。

「さっきも言ったが勘だ」

「失礼ですが、隊長。その推察ですと、あなたも十分に嫌疑を抱かれそうですが」

「十騎長の私ではできることが限られている。とはいえ、確かに私にもペテルシア軍の手引きをして、帝国騎士団に不利益を与えることは可能だな。だが、それならばここで言う必要もないということで信用してもらうしかない」

「そうですね」

　ウィンは頷いた。

「どちらにしろこのままでは、我々は賊軍によっていいようにあしらわれかねない。このまま座して負け戦となるのはごめんだ。だから私も少し小細工をする」

　ロイズは注目する部下たちを見回すとにやりと笑みを浮かべる。その笑みは部下であるウィンたちから見ても凶悪なものだった。
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「やれやれ、まさか騎士団に入って冒険者の真似事をすることになるとは思わなかったぜ」

「俺だってそうだよ」

「とか言いつつ、お二人ともなかなか慣れた動きですね」

「……自分は、冒険者のギルドに出入りしていたこともありますので」

「ウィンに付き合っていれば、自然とこうなりますよ……」

　どこか乾いた笑みを浮かべつつ、ロックは自身の後ろを歩くケルヴィンに答えた。

　ロイズの言う小細工を実行するべく、ケルヴィン副長とウィン、ロックの三人は、街道から外れて森の中の獣道を、生い茂る灌木をかき分けて進んでいた。馬を降りて徒歩での行軍だ。

　騎士団では山中踏破訓練などは行われている。

　あの、定期巡回討伐任務でも、魔物を探索するのに森の中の獣道を、生い茂る灌木をかき分けて行く必要があった。

　先頭を歩くのはウィン。手渡された地図と方角を時折確認し、邪魔な小枝を払いつつ進んで行く。

「ケルヴィン副長は、森の中での活動は経験あるのですか？」

「恥ずかしながら、あまり経験は無いですね。せいぜいが魔物の討伐が二、三度ある程度です」

「なるほど。副長もロックも足元には十分注意して。虫と山ビルはさっき塗り込んでもらった草の汁で避けることは出来るけど、ぬかるみと枝にも注意してね」

「虫が寄って来ないだけでも大助かりですよ」

「さすが、冒険者ギルドに出入りしていただけのことはあるな」

「子供の頃から色々教えてもらって来たからね……みんな、無事だといいけど」

　話しながらも、ウィンはペースを落とさない。慣れた手つきで枝を払い、足場を固め、後ろに続くロックとケルヴィンが歩きやすい道を確保して行く。

　ウィンが即席で作った虫むし除よけの塗り薬。森の中では茂みに身を潜めた魔物や獣よりも虫から媒介される病が怖い。魔法によって治すことが可能とはいえ、今は単独先行だ。治癒魔法を使える衛生兵がいない為、ウィンの冒険者としての経験はケルヴィンにとって思いがけない収穫だった。

「ところで副長」

「どうしました？」

「誰かに見られている気がします」

　口元に手を当てながら、ウィンは進行方向へと顔を向けたままケルヴィンに囁くように言った。口元に手を当てたのは、唇の動きでウィンが視線を送っている者に気づいたことを知られるのを防ぐためだ。

　ケルヴィンも何気ない仕草で口元を隠す。

「ふむ……敵意はありそうです？」

「わかりません。ずっと観察はされているようですが」

「なるほど」

　早朝に出発してから数刻が過ぎて、そろそろ日が天頂高く昇った頃合。

　森の中では一いち日じつの長ちようがあるウィンは、昼食のための大休憩を取るべく、副長のケルヴィンに「休憩を」と願い出た。

　三人は大きな木の根本に座り込むと、それぞれ腰に結わえていた皮の水筒から水を飲み、糧食である干し肉と干ほし棗なつめを齧る。

　食べながらケルヴィンは周囲の気配を探ったが、彼には異状が感じられなかった。

「ウィン君。相手が何者なのかわかりませんが、こちらが気づいていることを悟られないように。ロック君もいいですね？」

「特に対処はしないのですか？」

　ロックの問いに、ケルヴィンは小さく頷く。

「このまま注意は最大限に払いつつ、様子を見ましょう」




　大休憩を終えて再び出発し、しばらく経った頃。ウィンは生い茂る木々に視界を遮られながらも、確かに右斜め前方の茂みに不自然な動きを認めた。

（魔物？　それとも獣だろうか？）

　足を止めると、ウィンは音を出さないようにして手信号で後に続くロックとケルヴィンに前方への注意を促す。

　近づいてくる気配はまだ結構距離がある。何が近づいてきているのかわからないが、この距離で気が付いたのは幸運だった。

（どうします？）

　ウィンは振り向くと、目でケルヴィンの指示を仰ぐ。彼は頷くと、すっとウィンの横に並んだ。

「先程からこちらを観察している者ですか？」

「いえ、そこまではわかりません。ですが真っ直ぐにこちらへと向かってきています。隠れてやり過ごせればいいですが、獣であれば臭いでバレるかと思います」

「ふむ……数が分からない状態での戦闘は避けたいところなのですが、こちらへ向かって来ている以上、立ち向かうしかなさそうですね」

　ウィンは出来るだけ音を立てないように騎士剣を抜いた。

　魔力はまだ通さない。

　相手が魔物であれば、魔法を使用した際の魔力を感知されてしまうからだ。

　騎士剣に通す魔力は、ウィンですら使える程のたかが知れた量ではあったが、わずかであっても接近している何者かに気配を悟られたくはなかった。

　ケルヴィンとロックも剣を抜いた。

　森の中の行軍なので盾は二人とも持ってきていなかった。ウィンと同様に両手で剣を構える。

　周囲に木々が生い茂っている為、剣を振り回すことは出来ない。ウィンは出で合あい頭がしらに突きを放てる体勢をとった。

　第一撃をウィンが放ち、標的が複数だった場合と突き刺した剣が抜けなくなるといった事態に備えて、ケルヴィンとロックが支援に回る。

　やがて、茂みをかき分けて飛び出してきたのは──。

「ゴブリン!?」

　妖魔に属する魔物。人よりも小柄で、武器や道具を使う知恵を持つ。ある程度、戦いの心得があれば、そう苦戦する相手ではない。ましてや、ウィンたちは完全に態勢を整えた状態だ。

　飛び出してきたゴブリンは、目の前に突如として現れた人間たちを見て一瞬立ちすくんだが、今度は奇声を上げて躍りかかってくる。

　だが、その直線的な動きはウィンにしてみれば隙だらけだ。

　ウィンの鋭い踏み込みと共に突き出された剣先は、錆の浮いた片手斧を振り上げたゴブリンの胸中央部から背中までを貫いた。

「大丈夫か？　ウィン」

　ロックはウィンに近寄ると声を掛けた。

「うん。相手が勢いをつけて突進して来てくれたおかげで簡単だった。でも、気を抜かない方がいい。こいつ、俺たちを見ても逃げなかった」

「ええ。明らかに何かから逃げて来ていましたからね、このゴブリンは」

「ということは……？」

「何かが追って来てるってことだよ！」

　言葉と同時に、ゴブリンから剣を抜こうとしていたウィンは後方へと飛び退いた。

　今しがたまでウィンが立っていた地面に、一本の矢が突き刺さっている。狙いはウィンの足だったのだろう。

「これは、ちょっと話が違いませんか……隊長」

　ケルヴィンが呟くと、手にしていた剣を地面へと放り投げた。

「……ですよねぇ」

　同じように武器を放り出すとロックは両手を上げ、ウィンも短剣へと伸ばした手を上に上げ、矢の飛んできた方向を睨み付ける。

　巨木の枝の上。そこからこちらを見下ろすようにして弓を構えているのは──深遠なる森の支配者、エルフ族だった。
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　馬で踏み入ることもできない程、深い森。

　周囲の木々は、大人が手を繫いでようやく一周できるほどの太い幹を持ち、生い茂った葉によって陽光が遮られていた。

　ここは人じん外がいの世界。多くの命を育はぐくむ緑の世界。

　そこに住む者こそ、森の支配者エルフ族。人よりも強大な魔力を持ち、長命を誇り、高い文明を築く者。

　種族の特徴としては、長い耳と薄い水色の瞳、そして白い肌。細い身体つきだがしなやかな筋肉を備え、その数百年という長命によって積み重ねられた経験は、人のそれを遙かに凌駕する。

　彼らの都はアルファーナ大陸の中央にそびえ立ち、大陸中に根を張ると言われる世界樹の根元に存在する。その地に足を踏み入れることを許されたわずかな人間によって伝えられる話によると、世界樹の根元は湖となっており、エルフの都はその湖の上に建設されているらしい。世界樹からこぼれ落ちる七色に輝く光の雫が湖面に反射する光景は、まさに幻想的な美しさ。その優美で華麗な風景は、竜族と並んで地上の覇者の種族の一つと讃えられている彼らの都に相応しい。

　大陸中にある森の奥深くは彼らエルフ族の領域として、人間の各国家は不干渉を原則としてきている。同様に、森の外の世界に干渉するエルフも、外の世界に興味を示す変わり者を除けば、滅多にいないはずなのだが──。

「……で、副長。これからどうします？」

「そうですねぇ……」

　ケルヴィンはチラリと周囲を取り囲んでいるエルフたちを見た。

　魔法を使う間を与えてはくれなそうだ。少しでも余計な動きをすれば、射抜かれてしまうだろう。

「人間の視線とは違うと感じていましたが、エルフだったのか……」

「どう考えても、友好的な雰囲気じゃないですよね？」

　ロックが引きつった笑みを浮かべる。

「エルフは人間の世界にはあまり干渉しないと聞いていたんだけど。それにロイズ隊長から話は通っている筈じゃなかったんですか？」

　三人が小隊を離れて別行動を取った目的はエルフ族との接触だった。

　この辺りの森にロイズが知るエルフ族の集落があり、森の支配者である彼らから敵の情報を貰う。そして、ウィンたちがエルフの集落を訪れることは、予あらかじめロイズが報せておいてくれる手筈だったのだが──。

「私もエルフの皆さんからこんなに歓迎されるとは思っていませんでした。騎士団の人間が包囲されたという話も、今まで聞いたことがありません。どちらにしろ相手の出方次第でしょうね」

　そう言うと、ケルヴィンがウィンたちの前へと進み出た。両手は敵意が無いことを示すために上に上げたままだ。

『動くな！　そのままでいろ！』




　ウィンの足元を狙って矢を射かけたエルフの男が鋭い声を発する。

　エルフ語だ。

　列強種族であるエルフ族の言語は、騎士学校でも必修科目の一つとなっている。

　その声に従い、ケルヴィンが足を止めた。

　ウィンはチラリと周囲を窺う。見える範囲で五人のエルフが確認できる。が、恐らくはそれ以上いるだろう。

『我々はレムルシル帝国騎士団の者です。ロイズ十騎長、もしくはロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵の名で、我々があなたがたを訪問すると連絡してあるはずですが？』

『そのような話は聞いてない』

「おかしいですね……先方とはそこで合流する手はずだったのですが」

　ケルヴィンは首を傾げながら、小声で呟いた。

『武装を解除しろ。ひとまず拘束させてもらう。後の話は我々の集落で聞かせてもらう！』

　ケルヴィンと話していた男がリーダーなのか、彼が片手を上げて合図をした。

　離れていたところから弓矢で狙っていたエルフたちの中から数人が進み出て、ゴブリンに突き刺さったままのウィンの剣はもちろん、地面に放り出された二人の剣を回収する。そして、三人についてくるよう促すと歩き出した。

「これから、どうするつもりっすかね？　奴ら」

「今のところ、危害を加えられる様子はなさそうだけど」

　三人とも縛られはしなかったが、後ろから短槍を突き付けられている。縛られなかったのは歩きにくい場所ゆえか。

　ウィンは腰の短剣をそっと撫でる。三人とも騎士剣と短槍は取り上げられてしまったが、短剣やナイフの類だけは所持を許された。

　どこから魔物や獣が出てくるとも限らない森の中だ、自分の身は自分で守れという事なのかもしれない。

「一応、彼らの里へ連行するつもりのようですね。元々、私たちもそこへ向かう予定だったのです。ある意味、護衛付きでそこまで案内してもらえると思えば、気楽でいいじゃないですか」

　ケルヴィンは最初から、何かに襲われたらエルフ族に戦ってもらうつもりのようだ。相変わらず柔らかい笑みを浮かべた吞気な表情だ。

　実際のところ、武器を突き付けられているだけで、エルフ族にはそれ以上の行動を起こす様子は見受けられない。無論、反抗の姿勢を見せればその限りではないだろうが。

「ま、この状況では私たちに出来ることはないですからね。大人しく彼らの言うことに従いましょう」

　ウィンもロックもそれでいいのかと顔を見合わせたが、確かにケルヴィンの言うとおり。今の彼らにできることは何もない。大人しく彼らの言うとおりにした方が良さそうだった。

　歩きながらウィンは背後を歩くエルフたちのリーダー格と思われる男の気配を探る。

　先程から彼だけは異様なまでに剣けん吞のんな雰囲気を醸し出していた。

　ロイズ隊長からの連絡がエルフたちに届いていないのならば、確かにウィンたちはエルフたちの領域を侵した危険な存在なのかもしれない。

　だから十分に警戒するのは分かる。

　しかし、あのエルフのリーダーの視線──どこか暗い光を宿した目は、ただの警戒から来るものというより、何か別の意思を秘めているようにウィンには感じ取れた。

　リーダーが放つ剣吞な雰囲気は周囲も何となく察しているのだろう。他のエルフたちにも緊張が感じられた。

　だからこそ、ケルヴィンは何となくおどけたような調子で歩いているのかもしれない。

　どこか緊張をはらんだまま、一行は粛々と森の中を歩いていく。

　エルフたちの集落を目指して。
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「うわあ…………」

「………………」

「これは……何とも素晴らしい……」

　集落の規模は村程度。列強種族と呼び称される割には、慎ましいと言っていい大きさでしかないが、その景観の雄大さはそれを補ってあまりあるものだった。

　集落の中央部。そこにそびえる淡い輝きを放ち続ける一本の巨木。

　周囲の木々に日の光が遮られているにもかかわらず、巨木の輝きが集落を明るく照らし出している。

　巨木の根元には、渓流から流れ込む水でできた池があり、水面にその輝きが反射して、実に幻想的な光景を作り出していた。

「なあ、ロック。俺さ……レティが勇者として本当に厳しい旅をしてきたのは分かってる。でも、心のどこかでうらやましい気持ちもあったんだ。世界中を旅して、いろんなものを見て、様々な人たちと触れ合って……大変だったんだろうなと思うけど、どうしても羨ましかったんだ。本当に、世界は広いなあ……」

「……そうか」

　ウィンは思わず足を止めて食い入るようにその景観を見つめている。

　エルフたちも自分たちの集落を褒められるのは悪い気がしないのか、特に急せかしもせず足を止め待ってくれた。

「あの不思議な輝きを放っている大きい木は世界樹？」

「いえ、正確には世界樹の若木でしょう。地下深く、大陸中に張り巡らされている世界樹の根。その根から生えてきた若木ですね。エルフたちは森の奥深くに、世界樹の若木を中心として都市や集落を作ると聞きました。それにしても、世界樹の若木がこれほど美しいとは……」

　会話が途切れ、しばし三人は声もなくその光景に見入っていた。

「若木でこれなら、世界樹そのものはどれだけ美しいんだろう……いつか、見ることが出来たらいいなあ」

『おい、もういいだろう。そろそろ行くぞ』

　促され、一行は再び歩き出す。

　集落の中央、世界樹の若木へと近づくにつれて、その全容が見えてくる。

「光の粒が光ってる？」

　近づくと、世界樹の若木そのものが輝いているのではなく、小さな水滴のようなものが若木から湧き出し、その粒が淡い燐光を放っているのが見えた。それが若木を輝かせている正体だった。

　連行されている事実を忘れ、ウィンはただその光景に圧倒されるばかりだった。




『入っていろ』

　三人が連れてこられたのは、木製の建物が多いエルフの集落の中で、唯一石造りの建物だった。

　牢屋として使われているのだろう。

　今度こそ武器を全て取り上げられたウィンたちは、その石造りの建物に閉じ込められた。

「……どうなるんですかね、これから」

　ロックが建物の壁を叩きながら呟く。かなり頑丈な造りのようだ。

　建物の窓は採光と換気を兼ねた小さなものが二つ。人の頭が通るか通らないかくらいの大きさしかない。唯一の出入り口は先ほど入ってきた扉だが、がっちりと外から錠をかけられていた。

「これは、さすがに脱出は難しそうです」

「……食事とかもらえるのかなあ」

　ウィンは少し空腹を訴えている腹をさすりながら言った。武器と一緒に携帯食糧の入った袋も取り上げられてしまっている。

「……食い物が無いのは痛いよな。それよりも副長、魔力の事に気付いてます？」

「ええ。完全に封じられていますね。これは帝都の封魔結界と似ているようですが。恐らく魔法式は違いますね。エルフの魔法でしょうか？」

「え？　気付かなかった……」

「まあ、ウィンは魔力がほとんど無いからな。気付かないのも無理ないだろうけど」

「帝国の封魔結界は、帝都を囲んだ六つの塔と帝都中央部の塔。合わせて七つの塔に設置されている、魔力増幅用の儀式魔法陣を起動することによって初めて展開できるのですが、ここにはそのようなものは見当たりませんでした。ロック君は魔力の異変を感じたのは、いつ頃からでしたか？」

「俺が魔力を封じられたように感じたのは、この建物の中に入ってからですね」

「私も一緒です。つまり、この建物にだけ魔力封印の魔法が掛けられていることになる」

「魔力の封印って、そんなに難しい事なんですか？」

「そうですね。魔法の発動を阻害する魔法、もしくは個を対象とした魔力封印の魔法であれば幾つか心当たりはあります。しかし、場所を限定し、その場所に入った不特定多数の者の魔力を封印するのは非常に困難な魔法でして、少なくとも個人単位で行使──いえ、勇者様や大賢者様、聖女様クラスの魔力があれば可能かもしれませんが、私が知る限りでは使える者は聞いたことがありませんね」

「そんなに難しい事なのか……」

　ウィンの呟きにケルヴィンは頷く。

「そうですね、付与魔法を他者に施す場合、自身に施すよりも効果が低くなることは知っていますね？　それは対象者が持っている魔力が、他人から受ける魔力の影響に対して抵抗してしまうためと考えられています。魔力封印の魔法も同じことが言えるのです。先程、個人を対象にした魔力封印魔法が存在するとは言いましたが、その魔法も相手を圧倒するくらい強大な魔力が必要でして、普通の人間の魔法使いでは対象者の魔力を弱めるくらいが精一杯でしょう」

「でも、今は完全に魔力を封印されている感じだ」

「はい。ロック君の言うとおりです。ザウナス閣下がクーデターを起こされた時と同様に、完璧に封じられていますね」

「エルフ族はそこまで魔力を持っているのか……」

「確かにエルフは人よりも大きな魔力を持っていますが、それでも空間内の不特定多数の魔力を封じるほどの魔力は持っていませんよ。恐らくは世界樹の若木を利用した魔法だと思いますね」




　ウィンは採光用の窓から外を覗き見た。ここからでも見える。淡い輝きを放つ美しい巨木。

「あの光は、世界樹から湧き出る魔力なのか」

　思い返してみれば、レティシアも本気を出した時、魔力が外に溢れ、黄金色の輝きに全身を包まれていた。

　世界を支える世界樹と同様の現象が個人で起こせる──改めて、レティシアが規格外であり勇者となってしまった理由が分かる。

「武器も取り上げられ、魔力も封じられたらお手上げっすね。飯もないし、寝るくらいしかすることがないか」

　ロックは床に腰を下ろした。この部屋には机や椅子といったものは見当たらなかった。毛皮の敷布と──。

「毛布は結構あるようですね……ん？」

　部屋の奥、隅の方に乱雑に積み上げられている毛布のような物へと歩み寄ろうとして、ケルヴィンは足を止めた。

「どうしたんです？　副長」

「いえ、いま何かが動いたような？」

　足を止めたケルヴィンの横に並び、ウィンも目を凝らす。すると、確かに毛布がわずかに上下しているように見えた。

　ケルヴィンがウィンに目配せをした。ロックも音を立てないように慎重に中腰になる。

　ウィンは足音を立てないようにゆっくりと毛布の山へと近づく。

　そして、一度ケルヴィンとロックを振り返り、二人が頷いたのを確認すると──毛布を引きはがし、その下に潜んでいた人影の手首を摑んだ。

（あれ？　思ったよりも細い……？）

　細く華奢な腕。

「────ッ！　イヤ……放して、お願い殺さないで……」

　か細く、涙混じりの小さな声。

「え？　お、女の子？」

　ウィンに左手の手首を摑まれたまま毛布の中にうずくまった少女が、カタカタと震えながら、恐怖と涙を浮かべた目で見上げていた。




「……お願い……殺さないで……お願い」




　うずくまり、か細い声で泣きながら震える少女。

　ウィンは戸惑った表情でケルヴィンとロックを振り返る。二人とも、困惑したような表情を浮かべていた。

「……痛い」

「あ、ご、ごめん！」

　少女の右手首を強く握ったままだった。ウィンは慌てて手を放す。

　彼女は摑まれていた手首をさすりながら、自らの身体を隠すように小さく縮こまった。
















「ええっと、ほんとにごめん。君に危害を加えるつもりはないし、その、ほら、何もしないよ」

　ウィンは引きつった笑顔を浮かべると、両手を広げて少女から一歩後ろに下がり彼女に危害を加えないとアピール。

　まさか女の子とは思わず、ウィンの心臓も驚きでバクバクと脈打っていた。

「言葉……帝国の……人ですか？」

　うずくまったまま、ウィンの顔を見上げてくる少女。その表情にはまだ怯えの色が浮かんでいる。

「えっと……」

　ウィンはケルヴィンへ視線を向ける。

　ケルヴィンが頷くのを確認してから、ウィンは彼女と目線を合わせるべく膝立ちの姿勢を取った。

　少女は質素な服に身を包み、スカーフのような薄布を頭巾のように結わえている。典型的な村娘の格好だった。多少泥汚れはあるものの、衣服に乱れはない。

　今は涙で潤んでいるものの、大きな瞳が綺麗な少女だった。年頃はウィンと同じくらいだろうか。目元が少し腫れているが、整った顔立ちをしている。

「自分たちは帝国騎士団の者です。私はウィン騎士候補生。あちらがこの班の責任者でケルヴィン十騎長。そしてロック准騎士。あなたのお名前は？」

「セリ……セリ・トルクです」

「セリさんか。怖がらせてしまってごめんね。手、大丈夫だった？」

　ウィンの問いにコクンと頷く、セリという名の少女。と、毛布をはがされた時にずれてでもいたのか、頷いたと同時にふわりと頭に巻いていた薄布がほどけて落ちる。

「あ……」

「君、耳が……」

　人間の者よりも長い耳。

「嫌、見ないで！」

　目をきつく閉じ、両手で自身の耳を押さえるセリ。

「ハーフエルフですか」

　彼女の瞳の色は濃い茶色。エルフ族は例外なく水色か青色系統の瞳である。このような瞳の色のエルフは存在しない。

　ウィンのハーフエルフという発言に、より小さく縮こまって震えるセリ。

「大丈夫、大丈夫だから」

　セリが落ち着くまでウィンたちはゆっくりと待つことにした。

　どうせ何もすることが無いので、時間はたっぷりとある。

　しばらく時間が経過しても何もされないことに安堵したのか、徐々に彼女の身体の震えが収まって来た。

「君はトルク村の人だよね？　何があったのか話せる？」

　ウィンのその問いかけに、セリはそっと頭を上げる。

　セリの目から再び涙が零れ落ちた。だが、先程よりは落ち着いているように見える。

　そして彼女は語り始めた。トルクの村を襲った、あの日の惨劇を。




『おい、リーズベルト。おいっ！』

『なんだ？　さっきから』

『いいのか、帝国の騎士。あんなところに閉じ込めておいて。帝国と揉めたりしたらどうするんだよ？』

『俺が知るか！　長老たちに言え！』

　吐き捨てるようにウィンたちを連行してきたエルフたちのリーダー──リーズベルトは、言った。

　不機嫌そうな表情を浮かべ、人間たちが閉じ込められている石造りの建物から一刻も早く去りたいとばかりに足早に歩き出す。

　リーズベルトのその思いは、先程閉じ込めた時にちらりと見えた娘を見て、より強くなっていた。

　頭に巻いたスカーフで隠していたようだが、特有の魔力であの娘が何者なのかが分かってしまう。




　ハーフエルフ──長老たち曰く、汚れた血を持つ者。

　森の中で暮らすエルフと言えど、常に集落周辺で生活しているわけではない。狩りや採集に出かけたりして、人の暮らす領域近くまで赴くこともある。

　中には人間の街に憧れて集落から出てしまう者もいた。

　それはいい。

　彼らが持ち帰る人間の情報は重要なものだ。

　だが、そうして外の世界へと出て行ったエルフを誘拐する者たちがいる。

　エルフは例外なく容姿が整った者が多い。

　それは人間よりも、神や精霊に近い存在だからとされている。彼らの王族であるハイエルフの始祖は世界樹より生まれた精霊だったという伝説も残っているくらいだ。

　その整った容姿は人間たちの欲望をくすぐるらしく、時に性的な対象として売り買いされてしまう者もいた。それが女性であれば、望まない子供を産んでしまうこともある。

　人間とエルフの間に生まれた、ハーフエルフ。

　それはエルフたちにとって、屈辱の証であり、決して許されない存在だった。

『気に食わねぇ……糞どもが』




『エルフは恩を受けた者には、必ずその恩に報いよ。しかし、誇りを汚した者には相応の報いを』




　それがエルフの掟だ。

　だからこそ、リーズベルトは苛立ちを抑えつけることができない。

　長老たちの保守的な考えから、恩を仇あだで返してしまっていることに。

　リーズベルトは長老たちの待つ集落で一番大きな建物へと向けて歩きながら、あの日、彼らと出会った日の事を思い出した。

　古き戦友たちとの思い出を──。




『くそ！　こらえろ！　ここで踏ん張らなければ、一気に戦線が崩壊する。我らエルフの誇りに掛けて！』

　叫びながらリーズベルトは飛び掛かって来た蜘蛛のような魔物を切り捨てた。

（数が多すぎる！）

　肩で息をしつつ周囲を見回す。

　百人近くいた仲間たちは、すでに三分の一程度しか残っていない。

　それもリーズベルトを含め、誰もが満身創そう痍い。傷ついていないものは一人も残っていなかった。

　壊滅的状況だ。

　戦闘を開始してから、すでにかなりの時が経っていた。

　エルフは他種族に比べ膨大な魔力を持っているが、限界はある。

　リーズベルト自身、すでに魔力も体力も底を尽きかけていた。彼と肩を並べて戦っているエルフたちもまた、肩で息をしている。

　彼らが相手をしている魔物──牛並みの大きさを持つ蜘蛛型の魔物だったが、さっきまで闇雲に飛び掛かって来ていたのが、今は傷ついたエルフたちを半包囲してじりじりと距離を縮めようとしていた。

　無我夢中となって戦うことで忘れていた『疲労』を、ほんの一息つかせることにより思い出させるために。

　一度思い出してしまうと、『疲労』というものは鉛をつけたように手足を縛りつける。

　ギチギチと牙を鳴らしながら、蜘蛛型の魔物が包囲を狭めてくる。真綿で首を絞めるがごとく、じわじわと彼らに恐怖を与える為に。

　それを演出しているのは──。

（いや、あれに関しては後だ！　むしろ去ってくれて幸運だった。あんな化け物と戦ったところで勝ち目はない。それよりも今は目の前の困難をどうするかだ）

　頭を振って、この魔物の軍団を指揮していた者の姿を消した。

（あれはこの戦場からは移動した。今の俺たちには関係ない）

　援軍は望めない。

　危機的状況なのはどこも一緒だろう。魔王の出現以来、生きとし生ける者たちはどこの戦場でも敗北の連続だった。勝ち目のない消耗戦。まさに絶望との戦い。

　ましてや、リーズベルトたちの近くに援軍となり得る味方は存在しなかった。いや、いるにはいたが当てにはできない者たちばかりだ。

（くそ、どうやらここまでか。なら、一匹でも多く！）

　リーズベルトはすでにぼろぼろになった剣を握り締め、残された僅かな魔力を剣に通す。身体を強化し、いまにも飛び掛からんとしている蜘蛛型の魔物を睨み付ける。

『来るぞ！　エルフの意地を見せろ！　一匹でも多く、道連れにしろ！』

『『『おおっ!!』』』

　リーズベルトの叱咤の声に、仲間のエルフたちも応える。剣を握り締め、残された魔力を搔き集め最後まで戦おうという意志を見せる。

　蜘蛛型の魔物たちも牙をギチギチと不気味にこすり合わせながら、大地を蹴って飛び掛かって来た。

　まさに死闘。血が、肉が、飛び散る。一つ、また一つと命が散っていく。

　リーズベルトたちは死に物狂いで剣を振るう。だが、数の差は圧倒的だった。

　まるですり潰されていくようにエルフたちは圧倒され、立っている者が減っていく。

　時間の感覚が失われる。どのくらい戦い続けているのか。リーズベルトもすでに何体の魔物を屠ったかわからない。

　また一体、すでに刃の先端部分が折れてしまった剣を魔物の頭部へと、力ずくで突き刺した。

『後ろだ、リーズベルト！』

『ちっ！』

　近くで戦っていた仲間の声で、無理矢理振り向こうとして──ずるりと足が滑る。

（しまった！）

　味方の血か、魔物の体液か。足を取られて体勢を崩す。

　何とか踏ん張ろうとするが、溜まった疲労からか両足に力が入らず、リーズベルトは魔物に押し倒された。

（ここまでか）

　上に伸のし掛かかった魔物の牙が迫る。

　警告してくれた仲間も、すでに他の魔物と交戦状態にあり援護は望めない。

　リーズベルトは覚悟を決めた。

　その時──。




《爆はぜろ！》




　リーズベルトに伸し掛かっていた蜘蛛型の魔物の頭部が、一瞬の刃のきらめきの後に弾け飛んだ。

（な、何が？）

　崩れ落ちてくる魔物の下から何とか這いだしたリーズベルトの目に映った光景は──。

「外側に壁を作ってエルフたちを中へ！　衛生兵、大至急負傷しているエルフの戦士たちに治癒魔法だ。急げ！」

　長く伸ばした金髪を後ろで括り、切れ長の青い瞳を持った青年。その人間の騎士はよく通る声で、部下たちに次々と指示を飛ばす。

『に、人間？　人間が我々を援護……だと？』

『立てますか？』

　声を掛けられ、リーズベルトは彼を助け起こそうと、手が差し出されていることに気が付いた。

『あ、ああ。すまない』

　感謝の言葉を返し、その手を摑んで立ち上がる。

　リーズベルトに伸し掛かっていた魔物を斬った人間の青年。にこやかな表情を浮かべた優男だった。

　立ち上がりながら、夢ではないかとリーズベルトは疑っていた。本当の自分は魔物に倒された衝撃で死ぬ前の夢でも見ているのではないかと。

『まあ、人間がエルフに援軍というのは信じられないかもしれませんが、私たちもここを抜かれて背後を突かれてしまうのは非常に困りますので。というわけで、うちのザウナス将軍よりあなた方を援護しろと命令を受けました』

　リーズベルトをエルフたちの指揮官と判断したのだろう。青年がエルフ語で話しかけて来た。

『と言いましても、二百程度しか戦力を割くことができなかったのですが』

『いや、すまない。助かった』

　頭を下げるリーズベルト。援軍となる味方は存在しないと思っていた。

　隣の戦場で戦う人間という種族は、戦いの最中においても派閥争いで味方の足を引っ張り合う者たちばかりだと思い込んでいた。

　その彼らにまさか助けられようとは──。

「おい、ケルヴィン。いつまで遊んでいる。戦うしか能が無いんだから、さっさと行って一掃して来い」

　先程指示を下していた騎士が、歩み寄って来た。エルフであるリーズベルトから見ても、整った顔立ちをした青年だった。

「無茶言わないでくださいよ、ロイズ先輩。確かに戦うことが大好きですけどね。さすがにあの数を一掃っていうのは無理ですよ」

「泣き言を言っている暇があったら、さっさと行け」

「はいはい」

　口では渋りながらも、その顔に喜悦を浮かべ、ケルヴィンと呼ばれた青年は魔物の群れの中に飛び込んでいく。

　独特の魔法を使っているのか、彼が剣を振るうたびに、その刃先に触れた魔物の身体が弾け飛ぶ。

　強い。

　リーズベルトの目からも、彼が卓越した剣士であることが見て取れた。

　体液が飛び散りケルヴィンにも降りかかる。

　しかし、ケルヴィンはそれを拭う事すらせず、逆に嬉々として次の獲物へと飛び掛かって行くのだった。




「ふん、戦闘狂が……」

　ロイズはケルヴィンの戦う姿をしばし眺めた後、いまだ少し呆然としているリーズベルトの方へと向き直った。

『あなたがエルフの指揮官でよろしいか？　私はレムルシル帝国軍北方騎士団所属、ロイズ百騎長です。北方騎士団長ザウナス将軍の命を受けて支援に来ました。我々はあなた方の指揮下に入れと命令を受けています。ひとまず、我らの元で怪我の治療と体力の回復を行った後、我々を指揮していただきたい』

『……人間の騎士が俺の指揮下に、だと？』

　信じられない一言だった。

　全ての種族が魔物に対して協力体制を取っているとはいえ、他種族の指揮下に入ると言うのだから。

　だが、ロイズは不敵な笑みを浮かべつつ片目をつむって見せた。

『ま、そのほうが揉めないでしょう。一つの狭い戦場で二人の指揮官というのは混乱のもとです。この戦場をよく知るのはあなた方のほうですし、魔力の回復が完全には間に合わない以上、エルフの皆さんには後方から私たちを指揮、援護してもらった方が効率的というものですよ』

　怪我を癒し、僅かばかりの体力と魔力を回復したエルフたちは、ロイズとケルヴィンを中心とした人間の騎士たちが戦う後方で、指揮と支援に徹した。

　戦場の一角で生まれた人間とエルフの混成軍は、犠牲者を出しつつもどうにか魔物の活動が弱くなる夜明けまで戦い抜き、戦線の崩壊を防ぐことが出来たのだった。




（俺たちは恩には必ず報いる。それが戦友ともなれば絶対だ）

　思い出から現実に戻ったリーズベルトは長老たちの待つ建物の前で足を止めてにやりと笑う。

　世界樹の若木の根元から、強烈な閃光が放たれていた。

（悪かったな、ケルヴィン。すぐにそこから出してやるさ。それにあの娘にも悪い事をしたな。汚れた血？　知るか、んなもん。あの娘には罪は無いだろう。さっさと出してやって、美味い飯でも食わせてやって、俺たちは酒でも酌み交わそうぜ）

　ようやく旧友に受けた恩を返す時が来たとの思いに笑みがこぼれるのだった。




　世界樹の根元。その宙に幾重もの複雑な紋様が描かれた魔法陣が浮かび上がる。魔法陣は更に一際眩く光を放つと、徐々に輝きが収まっていく。

　光が収まると、そこには二人の人影があった。

「ふぅ、ありがとう。ティアラ。送ってくれて」

「問題ない。それよりも、レティの大切な人に会うのが楽しみ」

「お兄ちゃんはもう着いてるかなあ。でも、便利よね。この魔法。世界樹が根を張る場所ならどこにでも行けるんでしょう？」

「どこへでもというわけじゃない。芽が出ていて、きちんと目印になる魔法陣が必要」

「おかげでお兄ちゃんと合流できるし、アルフレッド殿下には感謝だわ」

「人間の社会は理解できない。勇者だから自由に行動できなくなるとか、いろいろとおかしい」

「ちょっと冷える？」

「転移の魔法は時間がかかりすぎる。夜になってしまったから」

　歩きながらレティシアは小さく身震いした。

「ここは昼もあまり日が射さないし、夜は冷え込む。上から羽織るものでももらって来る？」

「ううん、大丈夫」

　話しながら、レティシアとティアラの二人は集落の中心をめざし歩き出す。

　先程の転移の魔法による輝きのせいか、すぐにエルフたちが集まって来た。

『ま、まさか……姫さま!?』

『このような僻へき地ちへ、どうして？』

　大賢者と名高いエルフの王族であるティアラと、同行した人物が勇者であるレティシアと知って、歓迎する民たち。ティアラは彼らに手を上げて応えると、口を開いた。

『夜分遅くに来て、ごめんなさい。帝国からお客様が来ていると思うんだけど……』

　顔を見合わせるエルフたち。

　その時、彼らより遅れてやって来た四人のエルフが進み出て来た。

『おお、姫様。これはこれは、このような遠方にまでようこそおいでくだされました。我ら里の者一同、心より歓迎申し上げます。さて、本日はどのようなご用件で参られましたかな？』

『帝国より騎士が参っている筈なのですが、まだ到着していませんか？』

『騎士……ですと？　我らの領域に侵入した騎士であれば、確かに連れて来て石牢へと』

『牢!?』

　ティアラと長老たちの会話を黙って聞いていたレティシアが会話を遮った。

『牢とはどういう事かしら？』

『姫様、こちらの方は？』

『勇者メイヴィス』

　長老たちの顔から一気に血の気が引いた。
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「お兄ちゃん！」

　バンッ！　という激しい音とともに魔封の石牢の扉が開け放たれた。

「レ、レティ？」

「あれ？　レティシア様？」

　石牢の戸口で息を荒らげて立っているのは、帝都シムルグにいるはずのレティシア。

　毛布に身をくるみ、床に寝転がっていたウィンは驚いて飛び起きた。

「な、何でこんなところにいるんだ？」

「大丈夫？　お兄ちゃん、何もされてない？」

「何もされてないって、いや、まあ、閉じ込められてはいるんだけど……」

「良かった……」

　レティシアは安堵した表情を浮かべて、ウィンにそっと抱きつく。

　背に手を回されて、思わずドギマギしてしまうウィン。

「な、何で、レティがここにいるんだ？」

「もちろん、お兄ちゃんを助けるためだよ！」

「え？　レティシア様が参戦してくれるのか!?」

　ウィンと同様に寝ていたロックが飛び起きた。

「レティシア様がいれば、絶対に俺たち勝てるじゃないか！　なあ、ウィン！」

　抱きついたまま、満面の笑みでレティシアがウィンを見上げた。

　魔王、魔物の大群すらも滅ぼせるレティシアが味方となれば、ペテルシア軍がどれだけの人数いようとも、敵にすらならないだろう。

「そうか、ロイズ隊長の小細工ってレティシア様のことだったんだな！」

　歓声と共にロックはウィンを見たが──。

　ウィンはレティシアの肩に手を置くと、そっと引き離す。

「ダメだ、レティ。君はここに来てはいけない。帝都に帰るんだ」

　レティシアは目を見開き、ロックは言葉を失った。

　薄暗い部屋の中で、俯き加減のウィンの表情は見えない。

「どうして……？　どうしてダメなの？」

　しかし、ウィンはレティシアに答えず、ケルヴィンに身体を向けた。

「ケルヴィン副長。ロイズ隊長の小細工というのは、自分をダシに使って、レティ──『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスを利用することでしょうか？」

　ウィンの問いに、ケルヴィンは答えない。答えないことがウィンの推察が正しいことを物語っていた。

「自分を、俺を使ってレティを利用するつもりでしょう？　レティは強い。レティが参戦すれば、それこそペテルシア騎士団の全軍が出撃したところで、レティ一人で蹴散らせる。帝国からしてみたら、レティの力は喉から手が出るほど欲しいでしょうね！　けど、それをレティへとお願いして、レティの意思で参戦させるんじゃなくて、俺を使って、レティを利用しようとするだなんて、やり方が汚すぎませんか!?」

　ウィンは全身の血が沸騰しそうなほど怒りを覚えていた。拳を握り締め、唇を血が滲むほど嚙みしめる。

　ウィンは気付いてしまった。

　自分がレティシアの弱点となっているという事実に──。

　勇者であり、公爵令嬢である彼女はその身分のために戦場に立つことは無い。

　周囲がそれを許さない──建前としては。

　本音の所では、帝国としてはレティシアの力を利用したいはずだ。

　だが、その武力故に、レティシアの意思に反して利用することは、何なん人ぴとたりとも出来ないはずだった。

　ウィンが絡まなければ。

　ウィンが絡んでしまうと、レティシアは彼を優先してしまう。

　恐らく、今ここに来ているのもそのためだろう。




　だがそれは、逆に言ってしまうと、たとえ周囲が制止しようとしても、彼女を本当の意味で制止できる者はウィンを除いて存在しないということだ。




　そこをロイズは利用したのだ。

　ウィンをダシにすることで、レティシアを呼び出すことに。

「レティ、君は帝都に帰れ。この戦いに参加してはいけない」

　ケルヴィンを睨み付けながら、ウィンは背中越しにレティシアに言う。

「申し訳ございません、副長。確かにレティ──いえ、『勇者』メイヴィスが参戦すれば、我々は確実に勝てるでしょう。ですが、このようなやり方を自分は認めることができません」

　ケルヴィンは一つ溜息を吐いた。

「レティ、ちょっと来て」

　ウィンはケルヴィンに敬礼をすると、背後で固まっていたレティシアの手を取って石牢から外へ出た。




　石牢の外にはエルフたちが集まっていた。

　ウィンがレティシアの手を引いて出て来たのを見て、彼らは道を開ける。

　ティアラもその中にいたのだが、世界樹によって照らし出されたウィンのどこか怒ったような表情と、レティシアのまるで泣きだしそうな表情に戸惑い、その後を追おうとしたが──戒いましめるように小さく首を振ると、周囲のエルフたちに二人の邪魔をしないように指示する。

　ティアラとエルフたちに見送られるようにして、ウィンとレティシアの二人は世界樹の若木の根元まで足を運ぶと、立ち止った。

「綺麗だなあ。世界にはまだまだ想像もできないような美しい光景が沢山あるんだろうな」

　世界樹の若木を見上げながらポツリとウィンが呟いた。

　根元まで来てみると、世界樹の若木のとてつもない巨大さが実感できた。その幹の太さは、大人三十人が手を繫いでようやく一周出来るくらいといったところだろう。これで若木だというのだから、世界樹そのものはどれほどの大きさなのだろうか。

　赤や青、黄色といった様々な色の光の粒子が、幹から枝から葉から浮き上がるようにして零れだす。まるで光でできたしずくのように。

　レティシアも見上げる。

「……本当に綺麗」

　無意識のうちに呟いていた。

　ウィンとは違い、レティシアは世界樹の若木を見るのはこれが初めてではない。エルフの都で世界樹そのものすらも見たことがある。

　だが、思い返してみれば、まるで感動したという記憶が無い。

　誰もが心打たれるはずの光景をまるで路傍の石と同じように見ていた。

　世界樹の若木から溢れた魔力を利用した転移魔法陣──ただ、便利な施設として利用していただけ。

　ウィンの隣に並んでレティシアもその神秘的な光景に見入る。零れ落ちる光のしずくを手のひらで受け止めると、まるで雪が解けるように光が滲んで消えていった。

「なあ、レティ」

　上を見上げたまま、ウィンはぽつりと口を開いた。

「レティはもう戦わない方がいい。特に人との戦いでは」

　レティシアはウィンへと視線を向ける。

　ウィンはただ、零れ落ちてくる光のしずくを見上げていた。

「今はまだ魔王を倒した勇者ということで、誰からも賞賛され、憧れられ、尊敬されているかもしれない。だけど──」

　見上げていた視線をレティシアへと移す。

「その力が人にも振るわれることがある。そう思われてはダメなんだ。レティ、君は強い。それはもう尋常じゃなく。戦いに参戦すれば、間違いなく参戦した方の陣営が勝ってしまうくらいに。俺は外の世界の事に関しては、学校で習ったこと、書物で読んだことくらいの知識しかない。このエルフの里に来て、俺の知ってる世界の狭さを思い知らされたよ。世界の広さを本当に思い知らされた。世界樹の若木にしても、どのようなモノであるか知識では知っていたが、実際にこの目で見るのと書物で見るのとでは遙かに違ってた……」

　ウィンは再び天を仰ぎ見る。生い茂る世界樹の若木の葉によって、空は見えない。

　しかしまるで雪のように舞い落ちる光のしずくは、星空よりも美しく、そして儚はかなく輝いていた。

「だからかな。なんとなくわかったことがある。人は簡単に見方を変えることが出来る。レティは帝国の貴族だから、本当の意味では、この国を守るために戦うというのは正当な理由なはずなんだ。だけど『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスとしてなら、そうであってはならないんだよ。勇者は魔を滅した救世主なんだから。その力が人に振るわれることは無いんだと。世界中の人々がそう思ってる」

「…………」

「だけど、人との戦いにその力が振るわれることがある。もしそう思われてしまったら、今、勇者として受けている賞賛と尊敬の念は、簡単に畏れと恐怖へと変わってしまうよ。一度そうなってしまうと、もうその評価を覆すことは難しい。人の理解を超えた大きな力が、自分たちへと向かうかもしれない恐怖。勇者から化け物へ──新しい魔王の誕生だ。俺はレティが人からそんな目で見られる光景を目にしたくないんだよ」

　レティシアは神託によって勇者として選ばれてしまった日の事を思い出す。

　彼女の力を絶賛しつつも、恐怖の色を瞳に浮かべ距離を取った人々の事を。




　──あれは……本当に人……なの、か？

　──魔物が化けているのでは？

　──勇者様は我々とは違う。

　──あれは間違いなく化け物だ。

　──化け物。




（私は──化け物なんかじゃ……ない、よ）

　人が己の理解を超えた存在を見る目。




　そうだ、自分がそれを一番思い知っている筈ではなかったのか。ウィンに指摘される前に、気付かなければならなかったのではないか。




　ウィンは俯き涙を零すレティシアの横顔を見つめた。

　レティシアの髪を一房そっと手にすくう。世界樹の若木から零れ落ちる光のしずくが、レティシアの絹糸のような金色の髪をキラキラと輝かせていた。

　何も事情を知らなければ、こんな少女に強大な力が秘められているとは思わないだろう。だが、それを知る者は彼女を手に入れ、自らの思うままに操りたいと思うに違いない。

　そして最も手っ取り早く彼女を思うままにするには、ウィンを人質にすればいい。

（ダメだ。このままじゃ、俺はレティの足あし枷かせになってしまう……騎士になるのが夢だった。だけど、本当にそれだけでいいのか？　俺はどうしたらいい？）

「ねえ、お兄ちゃん……」

　その時、レティシアが呟いた。

「お兄ちゃんがどうして私に戦うなって言ってくれたのかよく分かった。ううん、本当は私が気付かなければならなかったんだよね。私がお兄ちゃんを巻き込んじゃってるということに──」

「いや、レティ。それは違う──」

　ウィンの言葉を遮り、レティシアは微笑みを浮かべた。

　そしてレティシアは──。




　カタンッ。

「あ……ご、ごめんなさい」

　セリの立てた小さな物音。その音で、石牢の部屋の中にいた一同が我に返る。

　ふぅ、と小さな溜息を吐くとケルヴィンは壁にもたれかかった。

『よお、ケルヴィン。久しぶりに会ったと言うのに、冴えない面だな』

『こんな所に放り込んでおいて冴えた面も何もないでしょう。お久しぶりですね、リーズベルト。何年ぶりかの再会というのに、あなたは全然お変わりないですね』

『数年やそこらで変わってたまるか──と、言いたいところだが、お前たちはその数年で大きく変わるんだったな。特にロイズ、あいつのあの緩みようは一体どうした？　森からお前たち帝国騎士を観察していたが、奴を遠目で見つけた時、思わず別人かと目を疑ったぞ？』

『あれは幸せ太りってやつですね、後で締め上げていただいて結構です──と、そんなことよりも』

　ケルヴィンは振り向くと、横に立っていたロックに、

「セリさんをひとまず、外へ連れ出してあげてください。『リーズベルト、彼女は我々の保護下に置かせていただきます。問題ないですね？』」

『今頃、長老たちが慌てて歓待の用意をさせているさ』

　リーズベルトは持ってきた酒を二つの杯に注ぎ、片方をケルヴィンへと差し出す。冷えた身体に酒精アルコールは有りがたかった。ケルヴィンは一息で飲み干す。

　何かの果実酒なのか、甘酸っぱい味が口の中に広がる。

『さきほどの話、勇者様を利用しようとしたというのは本当なのか？』

『……ええ、まあ』

　リーズベルトも酒杯に口をつける。

『別に非難をするつもりはない。むしろお前たちの立場であれば当然の事だろうよ。だが、ロイズとお前のことだ。それだけじゃないんだろう？』

『ええ。まずはあなた方から、敵の動きを聞き出したかった。森の中で彼らは動いているのです。森の支配者たるエルフがその動きを把握していないはずがない』

『森の外に関しては我々は感知しないから、完全にというわけではないが……』

　リーズベルトの持ってきた酒を酌み交わしながら、二人は意見を交換し合う。

　ケルヴィンは必要な情報を聞き出すと、立ち上がった。

『ありがとうございます。助かりました』

『お前たちには借りがあるからな。ついでに本拠地も調べておいてやる。飯も食って行けよ。こちらの歓待も少しは受けてもらわないと、長老たちの立場が悪くなる。姫様も来られてるからな』

『姫様？』

『ティアラ・スキュルス・ヴェルファ様だ。お前たちには大賢者と言えば通りがいいか？』

『なるほど』

（そういえば、大賢者様はハイエルフの姫でしたね）

『ケルヴィン。さっきは勇者様を利用することはお前たちの立場であれば当然だと言ったが、だからと言ってエルフがそれを許すとは言っていない。もしも、勇者様に対してお前たち人間の国々が非礼を働くようなら、我々エルフは勇者様側につく。それを忘れるな』

　打って変わって静かな固い口調で告げるリーズベルトに、ケルヴィンは肩をすくめると立ち上がった。

　石牢の外へと出る。

　賑やかな声が聞こえてきた。

　斥候任務として部隊を離れている以上、急いで戻らなければならなかったが、今夜一晩くらいならよいだろう。どうやら何か温かい食べ物もつまむことが出来そうだ。

　ここへ入れられた時に、食べ物の心配をしていたことを思い出し、ケルヴィンは急に空腹を覚え歩き出した。
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　ロイズたちが斥候任務を終えて陣地へと戻ってきた翌日。

「閣下、ロイズ十騎長が閣下に上申書と面会を求めていますが」

「あの男の顔なんぞ、見たくもない。ただでさえ不味い食事が、あの男の汚い顔を見るとより不味くなるわ！」

　高級士官用の肉と野菜それから牛の乳をふんだんに使った、まだ温かいシチューに柔らかいパンを浸し、上等な葡萄酒で喉の奥へと流し込みながら、帝国騎士団の先遣部隊指揮官フェイルは最も嫌悪している部下の名前を耳にして、取次の部下を罵った。

「し、しかし閣下。十騎長は火急の要件とかで速すみやかに閣下に上申したいことがあると」

「うるさい。私は食事中だ。用があるならその後で聞くと追い払え！」

「で、ですが……」

「おはようございます、閣下。みなが朝から出撃準備で大わらわな時に、優雅で健けん啖たんなこと、結構ですな」

　天幕の入口に立っていた取次の騎士を押し退けて、ロイズはその巨体を天幕の中へと潜り込ませてきた。

「たわけ！　誰が入っていいと許可を出した！　それから、手を伸ばすな！」

　構わず卓の上に並べられていた皿の上から鳥の焼肉に手を伸ばし、さっそく口にするロイズ。たるんだ顎を撫でつつ、肉にむしゃぶりつく。

　フェイルはロイズの顔を見たとたんに食欲が失せ、嫌悪感を覚えた。

「火急の要件ではなかったのか？　貴様は飯をつまみ食いにでも来たのか!?」

「申し訳ございません。あまりにも美味そうだったもので──おお、これは美味い。さすが帝国の輜重部隊が誇る一級の料理人が作った料理だ。ぜひとも部下たちにも分けてやりたいものですな」

　口では謝罪しつつも、表情はにやけた微笑を浮かべ肉を咀そ嚼しやくする。しかも皮肉まで添えつつだ。

「昨夜、平民を保護して後方へと下がっていろと命じたはずだろう！　持ち場を離れて何をしに来た」

「いえ、昨夜われわれが陣営に連れ帰って来た娘から、敵が本拠地としている場所を聞き出せましたので、それを報告に」

「ほう。どこだ？」

「第一報の入ったトルクの村から徒歩で一刻ほど離れたドリアの村」

「ふん、馬鹿な」

　フェイルはロイズの言葉を一笑した。

「これを見ろ。本隊から入った情報だ。ここに奴らの野営が行われていたという場所が記載されておる。ここからなら、馬で数刻もかからん。すぐにでも行って踏みにじってくれる」

　ロイズは嘲笑と共に放り出された本隊からの伝書に目を落とす。しばし、黙読した後に口を開いた。

「出撃は即刻中止すべきですな」

「何だと!?」

「閣下。これまでの状況を見るに、我が軍の行動は敵に筒抜けと考えたほうがよろしいかと。本隊に内通者、いや、外患を誘致しようとする国賊がいると思われます。その情報は罠です」

「何を馬鹿な事を言っている。そもそも、村娘の話と本隊の情報。どちらが正しいのか、比較するのも馬鹿らしい！」

　募る苛立ちにフェイルはロイズを怒鳴りつけたが、ロイズは表情一つ変えることは無かった。

「閣下、奴らの行動がどうしても腑に落ちないのです。ペテルシア軍と目されている賊軍は、村を略奪し全滅させてきました。領土が欲しいなら、その行為に全く意味は無い。しかも、奴らは国境の警備網をやすやすと突破し、我が領内を悠々と荒らし回っている。我が国内に手引きしている者がいると考えるのが妥当でしょう」

　ロイズは卓上に置かれた皿を脇へと退けるよう、近くに控えていた騎士に手振りで示す。

　勝手な行為にフェイルは少し顔をしかめたが口を挟まなかった。

　片づけられた卓の上にロイズがこの周辺の地図を広げた。

「村や隊商が襲われた場所は国境付近に限られています。ブレセア伯領、レンブラント侯領、クライフドルフ侯領、そして遺憾なことに我がエルステッド伯領も含まれていますな。しかし、その中でクライフドルフ侯領内では隊商への襲撃はあるものの、村への襲撃はないのです。これが何を意味するか、英えい邁まいなるフェイル千騎長閣下であればおわかりでしょう」

「ク、クライフドルフ侯が内通者だと申すか。だが、それは推論だろう？」

「ええ、もちろん推論にすぎません。その隊商がどこの出身者かということも調べていませんしね。偶然ということも考えられます。ですが、それ以上に不可解なのはこの奴らの現在地点です。今まで、ぎりぎりの所で我々に接触を許さなかったのは、明らかにこの場所に誘い込むためと思えてならないのですがね」

　言われて、フェイルも地図へと目を落とす。確かに、これまでの進軍ルート、そして敵位置の情報は、最新の伝書で伝えられた場所へと向かっているように見える。それでも追撃していれば偶然その場所へと向かっていただけとも考えられた。

　そして、その場所が少し特殊な場所なのだ。

　レムルシル帝国とペテルシア王国の国境線──微妙に線引きの難しい地点。

　しかし、そもそもがロイズの事を気に食わないフェイルは、その意見を色眼鏡で見てしまった。自身も覚えた疑念を切って捨ててしまった。

「黙れ。貴様の意見など誰も聞いておらんわ。すでに本隊から命令が来ている。我々はそれに従って行動するだけだ！」

「では、少なくともこちらからも、急襲する前に今一度慎重を期して斥候を出すべきです」

「差し出がましい口をはさむな！　すでに本隊が摑んで来た情報を疑う真似をする必要はあるまい。それこそ時間と労力の無駄だ。そもそも、我が隊の戦力は五百。敵は二百。倍以上の開きがあるのだ。何を以もつて敵を恐れる！」

　反発心も手伝い、ロイズを怯きよう懦だであると怒鳴りつけるフェイル。

「出撃はすでに決定したことだ。これ以上は抗命罪と見なす！」

「……失礼しました」

　頭を下げるロイズ。しかし、その表情には明らかな不満が浮かんでいた。

「……ロイズ十騎長。何だその顔は。そうか……そんなにも敵と見まみえるのが怖いか」

「ええ、怖いですな。敵が何者かも見えていないのは」

「そういえば、君の隊は平民を保護しているのだったな。後方へと下がっていろと言ったが、これ以上平民が騎士団内をうろついていては、士気にかかわる。君の隊で後方へと護送したまえ」

「……それは我々に戦場へと出るな、という事でしょうか？」

「そうだ……要するに、命が惜しいのだろう？　伯爵閣下殿？　その要望を聞き入れようじゃないか。平民を保護し、後方へ送る。敵前逃亡の見事な大義名分だ。いや、民を救っているから英雄だな。ククク」

　フェイルの下卑た笑みに、ロイズもにやりと笑みを浮かべる。

「なるほど。それはいいですな。私も命が惜しいのは本当です。では、閣下からの正式な命令ということで平民を後方へと護送しましょう」

　敬礼すると、天幕から出ていくロイズ。

「この臆病者が！」

　その背に向けて、フェイルは吐き捨てた。

　しかし、ロイズは一顧だにせずそのまま行ってしまった。

（まあ良い。これで戦場からは追い出した。これ以上、あの男に引っ搔き回されてたまるか）

　フェイルは忌々しげな表情のまま、本隊から送られてきた作戦書に目を通す。作戦とは言っても、賊が陣を張っている場所へと急行し数に物を言わせて蹂躙せよというものであったが。

（奴はもはや過去の人物なのだ。私は勝ち馬に乗り続けるぞ。そしていつか──）

　フェイルのその思いはもはや執念の域にまで達していた。




「お疲れ様です、ロイズ隊長。上申のほうはいかがでした？」

　出迎えてくれたケルヴィンにロイズは首を振った。

「例によって却下だ。聞く耳を持たないな」

　昨夜遅く、リーズベルトがお忍びでロイズたちの元を訪れた。エルフたちが敵の本拠地を調べ上げてくれたのだ。

「後方に下がって高みの見物と行きたかったんだがなあ」

「何か問題でも？」

　ロイズはフェイル千騎長とのやり取りをケルヴィンに説明する。

「それは、明らかに誘い込まれてますねぇ。どうします？」

「我々は民間人を保護して後方へ下がっても良いそうだ。そう書面にも記してもらった。別行動を取るぞ。戦わせたくはなかったが、どうやらそうもいかなくなった。こうなると、リーノとウェッジの働きが重要になって来るな。まあ、色々と準備をしてきたことが無駄にならなかったと思おうじゃないか」

　にやりと笑いながら、ロイズはケルヴィンの顔を見た。

　その笑顔を見てケルヴィンもまた、凄絶な笑みを浮かべてみせた。
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　帝国騎士団の先遣隊が保護した平民を後方へ護送するという名目で、部隊を離れたウィンたちは、後方ではなく、リーズベルトたちエルフが情報をもたらしてくれたドリアへと向かった。

　そこに敵の本拠地がある。

　現在、リーノとウェッジの二人は、エルスデッド伯爵領へと走っている。

　ロイズ十騎長──領主ロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵の手紙を持って、援軍を呼びに行くのだ。

　本来諸侯の一人、それも伯爵という有力な貴族の一人であるロイズは、自前の騎士団を抱えている。

　勝手に別兵力を戦場へと呼び寄せる行為は、帝国の十騎長としては越権行為ではあるが、もともと地位に執着していないロイズは、自領を守る為であれば何でもするつもりだった。

　ウィンたちはぎりぎりまで村へと近づくと、様子を窺う。

　幾つかの家と畑、飼育されている鶏も見えた。普段は放し飼いにしているのだろうが、今はカゴに入れられ、鳴き声のみが聞こえてくる。

　どこにでもありそうな、牧歌的な村の風景。

　だが、畑でも村の広場でも、歩いているのは、槍と剣、そして鎧を身に着けた、およそ村人には相応しくない格好をした男たち。

　ドリアの村の本来の住人たちの姿は見えない。恐らくはどこかの建物に集められて監禁されているのだろう。

　粗末な衣服の上から使い古された革鎧を身に着けていることから、報告にあったペテルシアの軍ではなく、現地協力者として雇われた山賊か傭兵あたりかもしれない。

　その中に、統一された金属の鎧に身を包み、槍と剣で武装した者たちの姿も見えた。雑然とした盗賊崩れのような男たちと比べ、整然と行動する彼らの行動は明らかに騎士だった。

「おや？　あの男……どこかで？」

　ケルヴィンはその集団の中にいた初老の男にどこか引っ掛かりを覚える。

　ペテルシア人には知り合いはいないはずだったが、どこかで会ったことがある気がしたのだ。

　指揮官と思われるその男は馬に乗ると、先頭に立って走り出す。先遣隊の後背を突くのだろう。

　出発してしまった部隊を見ながら、三人は歯嚙みした。エルステッド伯爵領からの援軍は間に合わなかった。

　村には留守番なのだろう、この位置から確認できる七、八人の男たちしか見えない。

　となると、一刻も早くエルステッド伯爵領騎士団と合流すべきだろう。

　三人はそっと後退──するはずだった。

　バンッという大きな音と共に、まだ年若い娘が建物から転がるように飛び出してくる。同時に、その扉から二、三人の男たちが出て来た。どの男も下卑た表情を浮かべている。

　少女が悲鳴を上げながら、必死に逃げようと立ち上がろうとしたところを背中から蹴り飛ばし、地面に倒れたところを伸し掛かる。そして、彼女の着ている粗末な服を摑み、乱暴に引きちぎった。

　ふたたび、少女の悲鳴が上がる。

　その悲鳴にウィンは拳を握り締め、歯を食い縛った。

「く……そどもがっ」

　ロックが歯ぎしりしつつ、目の前の蛮行を睨み付ける。

「我慢してください。先に援軍と合流すべきです。その後でも助けに来ることが出来ます」

　そう言うケルヴィンの目にも抑えようのない怒りの色が見える。

「……副長、すみません……自分は……俺は……弱い人を守れる騎士になりたかった。目の前で、救いを求めている人を見て、見捨てることは出来ません！」

「ウィン……」

　ケルヴィンは一つ溜息をつく。

「……指揮官としてはその考え方は失格です。甘すぎます。小を捨て大を取らなければ、全てを失いかねない……ですが──」

　下を向いていたケルヴィンは唇の端を上げた。

「正直言って、私もあなたの意見に同感ですね。ロイズ隊長からは怒られそうですけど、盗賊崩れのようなあの程度の連中であれば、私たち三人でも制圧できるでしょう」

「今なら、あいつらあの娘に目が行って隙だらけですよ、副長」

　ウィンとケルヴィンの会話を聞きつつも、村の様子を窺っていたロックが口をはさむ。

　見れば、見張りであったはずの男たちも、少女とそれを囲む男たちへと目を向け、こちらには注意を払っていない。

「行きます！」

　ケルヴィンの号令とともに、三人は潜んでいた茂みから飛び出した。

「な!?」

「なんだ？」

　ウィンは背を向けていた見張りの男たちを無視し、その脇をすり抜けると少女を取り囲んでいる男たちの輪の中に飛び込んで剣を振るった。

　あられもない格好となった娘に対しいざ事に及ぼうとしていた男たちが、ウィンの剣によって次々と斬り伏せられる。

　武器を外し、鎧も服すらも脱ぎ捨てた所へ剣を振るわれたのだからひとたまりもない。

　情けない悲鳴を上げつつ、男たちは逃げようとして向けた背中をウィンに斬られていった。

「貴様ら──っ！」

　見張りの男たちが我に返り、反撃しようとするが、その背中をロックの持つ槍が貫いた。

「そちらはお任せします！」

　言い捨て、ケルヴィンが村人たちが閉じ込められているだろう建物の中へと飛び込む。

　まだ中にいると思われる賊の仲間たちが、外の事態に気づき村人たちを人質に取る前に制圧するためだ。

　建物の中から男たちの怒声と村人たちのものと思われる悲鳴が聞こえる──が、程なくして静かになった。

「思ったより簡単に事が運びましたね」

　血の滴る剣をぶらぶらさせながら、ケルヴィンが建物の外へと出て来た。

「あ、あんたらは……」

　建物の中から、年老いた男がケルヴィンの後に続いて出てくる。さらに続いて飛び出してきた年配の女性が、男たちに組み敷かれていた娘に駆け寄り抱き締める。

「さて、後は避難ですが……それが問題ですね」




（くそ……殺してやる）

　ウィンに斬られた男──盗賊団の副頭目だった男は、かすれる意識を必死でつなぎとめていた。

　ただ、怒りと復讐することへの執念。

　男はかつて騎士団に所属していた。

　ただひたすら殺すことが好きだった。

　しかし魔王率いる魔物との戦いが続いていた時には、その性格はまったく問題にはならなかった。むしろ、騎士団でもかなり手て練だれであった彼は、その性格が非常に重宝され前線では英雄だった。

　しかし、戦後になると騎士団は彼のその性格を持て余した。

　彼自身も毎日が戦いに明け暮れていればよかったあの頃と打って変わって続く平穏な日々に適応することが出来なかった。

　そして、ある任務で彼は少々やりすぎてしまった。魔物だけではなく、一般人と友軍の騎士をも巻き込んで殺してしまった。

　罪を問われる前に騎士団を逃げ出した彼は、気が付くと盗賊にまで身を落としていた。

　元騎士だった彼は頭目よりも腕が立ったが、考えることが嫌いだった彼は副頭目の地位で満足していた。

（殺してやる……ぶっ殺してやる。貴様らも道連れだ！）

　不意をつかれ、最後は無様な終わり方となってしまったが、彼は残る力を搔き集めて呪文を詠唱する。

　騎士時代に習得した爆発系の魔法。

　あの初老の男が手て勢ぜいを率いてドリアの村を発ってまだ時間が経っていない。

「ロック！　そいつまだ生きてる！」

（遅ぇよ！　糞どもが……みんな死んでしまえばいい）

　凄惨な笑みを浮かべ、男の放った魔法は近くの家屋へと吸い込まれ爆発した。

　死の瀬戸際に放たれた魔法だ、威力は男が期待したほどのものではなかったが、老朽化した家屋を倒壊させるには十分だった。

　轟音を立てて建物が崩れ落ちる。

「クソ！」

　ロックが男に槍でとどめを刺した。

「急いでください。音を聞きつけて、敵が戻ってきます！」

（魔法が使える者がまさか残っていたとは……！）

　ケルヴィンは唇を嚙みしめる。

　相手は馬に乗っている。普通に逃げては追いつかれてしまうだろう。

「森の中へ！　急いでください！」

　馬で追いかけることが出来ない森の中へと逃げ込ませるしかない。

　ロイズが待機している地点を教え、村人たちを先行させる。

（後は、運に任せるしかないですね。頼みますよ、ロイズ隊長！）

　徐々にこちらへと近づいてくる馬の足音──それは新たな敵勢力が迫ってくる足音だったが、ケルヴィンは不敵な笑みを浮かべながら剣を抜く。

「さて、かなり勝算の高い賭けだとは思っているんですけどね。少々気張りますか！」

　ウィンが剣を構え、ロックもまた槍を構える。

　そして村の広場の一角で、三人とおよそ二百人が対峙した。




　副頭目の男が最後に放った爆発系の魔法。

　その轟音は彼の意図していた通り、味方の軍をドリアの村へと引き戻すことに成功したが、一方でロイズにもその音が届くことで事態の急変を伝えることになった。

　ロイズは一緒に待機していた少女とともに、急ぎドリアへと走っていた。

「怖いですか？」

　ふぅふぅと荒い息を吐きつつ走りながら言ったロイズの問いに、フードを目ま深ぶかに被った少女は答えない。ただ真っ直ぐに前方だけを見つめて走っている。

　焦り、恐怖、悲しみ──。

　これから戦場へ──しかし少女から見える感情は決意と覚悟。

　ただひたすらに真っ直ぐ前を向いて走っている。問いかけに応えるどころか、一瞥すらしない。

　ロイズは少女へと向けていた顔を前へと戻し、自嘲的な笑いを浮かべる。

（まあ、当然だな）

　副長であるケルヴィンと、ウィン、ロックの三人がロイズと合流した時、彼女はロイズを見て明らかに警戒の表情を浮かべていた。

　そもそもロイズの見てくれは、まだ三十代の半ばにもかかわらず、まるで麦酒ビールの樽のような腹をし、頭頂部は禿げ上がり、顔は丸々と膨れ上がり、顎肉はたるみきっている。加えてかつては鋭いと評された目は、今では何か悪だくみをしているようにしか見えないとまで言われていた。

　この姿では初対面の女性は嫌悪感しか抱かないはずだ。

　初対面時にすでに好印象を残していないわけで、その上彼女自身もひどい経験をしてきたという。彼女がロイズを警戒してしまうのも無理はない。

　走っている際に話しかけるのは体力を使う。

　それ以後、ロイズも少女に話しかけたりせずただ走り続けた。
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　こちらが三人に対して、相手は二百。

　まず普通に考えれば圧倒的な戦力差であり、ウィンたちに勝ち目はない。

　だがその数の少なさは、逆に相手に疑念を抱かせる。

　案の定、敵の指揮官と思われる初老の男は、村の広場の手前で足を止めると、五人の騎士と、手駒と思われる盗賊上がりの男たちを十人程度さし向けて来た。

　伏兵を警戒してのものだ。

　無警戒に広場へと突入すれば、周囲から範囲系攻撃魔法の一斉射撃もあり得る。

「散開しますよ！」

　人数が少ないことが幸いした。

　ケルヴィンの声と同時に三人は村の方々へと分かれる。

　ウィンは近くの二階建ての家の中へと飛び込むと階段を駆け上がる。騎乗した騎士と正面から戦っても勝ち目はない。騎士が馬に乗って戦えない場所へと逃げ込む必要があった。

「待て、こら！」

　続いて、ドタンッ！　と乱暴に粗末な板戸を蹴り開ける音が響き、三人の男たちが飛び込んで来た。

「自ら逃げ場がないところに飛び込むなんてな……へへへ」

「舐めた真似してくれやがって、ぶっ殺してやる」

　口々に言いながら殺到してくる。

（まるでチンピラじゃないか！）

　心の中で思いつつ、階段の上で待ち構えたウィンは突き出されてくる槍を半身ずらして躱すと、剣を振るった。

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいではあっても、相手が魔法で身体強化をした騎士ならばともかく、盗賊や傭兵崩れであれば、訓練を積んでいるウィンに分ぶがある。

　肩から胸を切り裂かれ、不安定な体勢になっているところをウィンは思いっきり蹴り飛ばした。

「うわっ！」

「クソがっ！」

　斬られた男の身体に巻き込まれた二人がもつれながら階段の下へと落ちていく。

　ウィンは落ちていく男たちを確認もせずに剣を腰に収めると、二階の一室に飛びこむ。そして記憶を頼りに鎧戸の一つから外へ飛び出した。

　着地先は、家に飛び込む前に位置を確認した、家の横の納な屋やの上。板を渡しただけの簡単な屋根が抜けないかと一瞬心配したが、屋根は問題なくウィンの体重を受け止めてくれる。

　ウィンは飛び出した勢いを維持したまま、屋根の上を走る。

　そして、再び思いっきり飛んだ。

「な、きさ……がっ！」

　馬上の騎士の一人に体当たり。騎士もろとも地面に転げ落ちる。

　この場合、状況を想定していた者とそうでない者とでは立ち直る早さが違う。

　また、両者の装備の差も幸いした。金属鎧を身に着けた騎士に比べ、革鎧という軽装のウィンの方が立ち直るのが早かった。

　起き上がろうともがく騎士を無視して、馬に飛びつくと手た綱づなを持つ。

「ロック！」

　騎馬の入って来られない家と家の狭間で戦っていたロックに向かい、ウィンは馬を走らせる。

「何だ!?」

　慌てて飛び退く男たちを見てロックはその脇を駆け抜けると、ウィンの元へと駆け寄ってその後ろに飛び乗った。

「助かったぜ、ウィン」

「後ろ！　魔法よろしく！」

「二人ともこっちです！」

　すでに馬を奪い取っていたケルヴィンが先に立って走り出す。

　ケルヴィンの身体は返り血に濡れていた。

　ケルヴィンが戦っていた場所に目を向けると、一頭の馬は右肩から右脚にかけて失った状態でもがいていた。そのそばには倒れて動かない人影が二つ。

　騎乗した状態の騎士をどうやって倒したのか。

　馬が奪われ、こちらに伏兵がいないと悟ったのだろう。敵の騎士たちが動き出す。

「ロック！」

「わかってるよ！」

　ロックは片手でウィンの腰にしがみつきながら風の魔法で飛来する矢を逸らす。この場合、ケルヴィンとウィンの騎馬二頭しかいないというのが幸いした。狭い範囲しか守らなくて良い。

「森へ！」

　ケルヴィンが叫び、森の中の細い道へと駆ける。

　背後から騎馬が追って来た。

「矢で助かった！」

　ロックがウィンの背にしがみつきながら言う。

　矢であれば、風の魔法で軌道を逸らすことが出来るが、攻撃魔法を連射されると、ロック一人の防壁ではとても防ぎきることは出来なかった。

　最初に対峙した際に馬に乗っていなかったこと、装備が革鎧という軽装だったことから、騎士たちは三人を冒険者か傭兵とでも思ったのかもしれない。

　今は魔法も矢もうたれていない。

　馬を走らせながら攻撃魔法を撃つのは難しいし、矢を射ち込んでもロックによって魔法で逸らされてしまうからだ。

　また、距離が徐々に縮まってきていることも理由だろう。

　重武装の騎士たちが乗る馬だが、さすがにウィンとロックの二人乗りに比べれば速い。軽装であるケルヴィンの乗る馬は、すでに大分先を走っていた。

「くそ、ウィンまだか!?」

　矢を射たれないかと後ろを気にしつつ、ロックが叫ぶ。

　その時──。

「ロイズ隊長！」

　ケルヴィンが叫び、ロイズがドタドタと巨体を揺らしながら走って来るのが見えた。

「ハア……ハア……避難……した人は、森の中に……早く……後は任せて……」

　ケルヴィンはロイズの真横で馬を止めた。その横をウィンとロックの馬が駆け抜ける。

　そして──。
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「ねえ、お兄ちゃん……」

　世界樹の若木から零れる光のしずくの中、微笑みを浮かべたレティシアが呟いた。

「お兄ちゃんがどうして私に戦うなって言ってくれたのかよく分かった。ううん、本当は私が気付かなければならなかったんだよね。私がお兄ちゃんを巻き込んじゃってるということに──」

　ウィンの否定の言葉を遮ると、レティシアはウィンの頰へと右手を伸ばし、そっと触れた。

　ウィンを見つめるその瞳は優しさと、時には切なさも入り混じり、そしてどこまでも透明な──。

「ありがとう、お兄ちゃん。心配してくれて。そしてごめんなさい」

　言葉を切り、レティシアは一瞬だけ俯く。そして、きっと顔を上げた。

　笑顔ではなく、真剣な表情でウィンの顔を真っ直ぐに見つめた。
















「ごめんなさい。私に人の温もりを教えてくれたのはあなたでした。戦い方を教えてくれたのはあなたでした。私はあなたと出会うことで、この広い世界で一人じゃないと知ることが出来ました。だから、私はこれからもあなたとともに歩みたい。戦いたい。その為に人を傷つけ、人から化け物と呼ばれても、魔王と呼ばれることになったとしても。それでも──私はあなたとともに歩みたい。だから、これは私のわがままです。私は私の意志で戦います」




　──世界中から認められなくても、私はあなただけに認められたらそれでいい。




　ロイズの横を駆け抜けたウィンとロック。そして、もう一人──。

　すれ違う一瞬の事だったが、フードを目深に被ったレティシアとウィンの視線が絡み合う。

　ウィンはグッと唇を嚙みしめた。

　今はまだ、その隣に立つことは出来ない。でもいつか──。




　ケルヴィンはロイズを馬の背へと引き上げようとしながら、一度レティシアと敵の騎士たちへと目を走らせる。

（まずいですね……）

　ケルヴィンは身体の内側からこみ上げる欲求に身体を震わせる。

（──戦いたい。思う存分殺し合いたい）

　ドリアの村で、二百の軍勢と対峙した時、口では逃げると言いながらも、突撃したい欲求と戦っていた。無論、勝てるとは思っていない。

　盗賊や傭兵崩れには百人だろうと負ける気はしなかったが、さすがに武装した騎士。それも馬に騎乗した騎士が相手では三、四人殺すくらいが精一杯だろうが。

　ケルヴィンは戦場の生死の境を分ける一瞬の高揚感が好きだ。

　その一瞬の快楽を得る為ならば、自らの命を懸けることもいとわない。

　そしていま、ケルヴィンの前に二百の軍勢よりも美味しそうな、極上の獲物がいる。

　膨れ上がる殺気。

　抑えきれない。

「おい、ケルヴィン。悪い癖が出てるぞ」

　ようやくのことでケルヴィンの後ろによじ登ったロイズの言葉に、ケルヴィンは、はっと我に返った。

「……何のことですかね？　それにしても隊長、体重落とされてはいかがです？　馬が重量超過でかわいそうなんですけど？」

「うっ……正直すまん」

　軽口を返し、冷静な思考を取り戻す。ロイズがしがみついたのを確認し、馬を走らせる。

　レティシアはケルヴィンたちを振り向きもしなかった。

　初めての野営の際、ウィンたちに絡んでいた帝国騎士たちをも黙らせた剣気──殺気を叩き付けても、レティシアはまるで意に介さない。

（なるほど、確かに化け物だ。危うく、斬りかかるところでした）

　ロイズがケルヴィンの放つ殺気に気付き、声を掛けなければ、間違いなく斬りかかっていた。長い付き合いだ。ケルヴィンの思考を読むことなど、ロイズにとっては簡単に違いない。

（もっとも、私はあなたとも戦ってみたいんですがね）

　後ろで必死に均衡を取ろうとしているロイズ。

　四苦八苦している上官の様子に心の中で苦笑しつつ、一度エルステッド伯爵家の女性陣と彼の食生活改善について話し合う必要があると考えるのだった。




　ロイズとケルヴィンの二人がようやく馬を走りださせたとき、追手の騎士たちが姿を現した。

　前方の道、わずかに広くなった場所。

　騎士たちの行く手を遮るように立つフードを被った人物の姿に、先頭を走る指揮官と思われる騎士が手を上げた。

　騎士たちが、フードを被った人物を捕らえるためにこの場に留まるものと、迂回してケルヴィンたちを追おうとする集団とに分かれようとし──。

　ザンッ！　一陣の疾風。いつの間にか抜かれた剣。

　一筋の横一文字の溝が、迂回しようとした騎士たちの前にできていた。

「貴様、何者だ！」

　騎士たちの間から起こる誰すい何かの声。

　被っていたフードを脱ぐ。零れ落ちる、金色の髪。エメラルドの宝玉のような双そう眸ぼう。

　今度は少女の、そのあまりの美貌に多くの騎士たちは言葉を失い、数人の騎士は動揺のあまり絶句した。

「ま、魔法だ……は、早く魔法を！　全員、全力で魔法を撃て!!」

　動揺していた騎士の一人が、取り乱したかのように叫ぶ。

　少女の美貌に見惚れていた騎士たちの何人かはその声に我に返り、慌てて呪文を詠唱した。しかし、その火か箭せんは叫んだ騎士の思惑ほどの量は無い。

　それでも複数人が一点を目標として放った《火槍》の魔法は、全弾が少女に着弾すると猛火となった。

「馬鹿野郎！　全員、全力で撃てと言ったはずだぞ！」

　しかし、彼の焦りに反して周囲の騎士たちは戸惑ったように顔を見合わせるだけ。

　それはそうだろう。

　確かに希まれにみる美貌の少女だったが、それだけだ。

　むしろ、先程の火力ですら酷すぎる。任務であるとはいえ、死ぬには幼なすぎる年齢とあの美貌を惜しむ気持ちの方が、多くの騎士たちの中で勝っていた。

「次だ！　次を撃つぞ！」

　彼の必死の声に同調している騎士はわずかしかいなかった。

　しかし──爆炎が収まり、ゆっくりと煙が風によって流されると、戸惑っていた騎士たちも彼の焦りを理解して顔色を変える。

　少女はまるで一歩も動いていなかった。

　身に着けている服にも焦げ目は無く、火傷はおろか髪の毛一本すら乱れていない。

　まるで何事もなく敢然と立っている。

　彼らの多くは騎士階級の出身者だったから、直接見たことがあるわけでもなく、せいぜい話に聞いて絵姿を見たことがあるのみ。

　知識としては知っている。歳はまだ十四。金髪にエメラルドの宝玉のような瞳、整った鼻び梁りよう。絶世の美女。そしてレムルシル帝国の大貴族であるメイヴィス公爵家の第三姫。

　誰が想像するだろう。

『勇者』メイヴィス──レティシア・ヴァン・メイヴィスが、自分たちの前に立ちふさがっているというこの状況を。

「まず、あなた方にあやまります。私は殺すことにためらいを覚えません。そうしないと生きていけない世界にいたから。だから、あなた方を見逃す気は一切ありません。どうぞ、お覚悟を」

「う、うわああああああああああ！」

　今度こそ騎士たちは全力を振り絞って魔法を放った。

　集中砲火となった火箭は、凄まじい轟音とともに天を嘗め尽くすような爆炎を上げる。

「撃て！　撃て！　撃て！」

　もはや誰が叫んでいるのかもわからない。誰もがとにかく魔法を撃ち込んだ。全身全霊、全ての力を振り絞って。

　やがて、最大魔力を込めて撃ち込み続けた騎士たちは、息を切らしながら地面にへたり込んでいく。

　騎士たちの全ての視線が一点へと集中する。

　炎の勢いが徐々に収まり、纏わりつく煙が──突如巻き起こった突風とともに吹き散らされた。

　突風の中心に立つのは、やはり火傷一つなく、服に煤すすすらも見られないレティシア。

「う、うわあ！」

「化け物！」

　箍たがが外れたように、ついに規律ある騎士たちが算を乱して走り出した。

　恥も外聞もかなぐり捨てて、仲間だろうと押し退けて森の中へ散り散りになって飛び込み逃げようとする。

　しかし──。

「な、何で？」

「どうしてここに戻ってしまうんだよ」

　森に飛び込んだはずが、次の瞬間元の道の開けた場所へと戻って来てしまった。ドリアの村方面へと走った者は、なぜか逆方面の道から元の場所にたどり着く。

「《迷いの森》──森は我々の領域。被害を及ばさないため、魔法で結界を張ってある」

　いつの間にか、一人のエルフ──ティアラが立っていた。

　大量の魔力を使うため、本来であれば複数人が必要な魔法結界をたった一人で張ったのだ。

「馬鹿な！　エルフは人の諍いさかいには手を出さないのではなかったか!?」

「外交問題だ！」

「エルフは手を出さない。あくまで森を守るだけ」

　激昂する騎士たちに対し、ティアラは淡々と言葉を紡ぐ。

「あ、ああ……」

　逃げ道を無くし、騎士たちはレティシアを振り向く。彼女を中心に無数の赤光の光弾が浮いていた。

　そして彼女は無造作に光弾を放った。

　騎士たちは瞬時に《障壁》の魔法を唱える。日頃の鍛錬の賜物。が、あっさりとその防壁は貫かれた。

　多くの騎士たちが苦悶の声とともに倒れ伏す。

　そしてわずかな騎士たち──そのほとんどが、レティシアに対して最初から全力で魔法を撃ち込んでいた騎士たち──だけが生き残っていた。

　レティシアとの力の差に、最初から気づくことが出来た手練れたち。

　レティシアの放った光弾を正面から受け止めるのではなく、威力を削ぐように防壁を張ったおかげで、命を落とすことはなかったが、吹き飛ばされ全身を痛打したり、手足がおかしな方向に曲がっていたりと、半はん死し半はん生しようの状態だった。

　どちらにしろ、これで戦闘力は完全に失っている。

　レティシアはほっと一息つく。

「ありがとう、ティアラ」

「私は森を守っただけ。エルフは人の争いには不干渉。でも、ごめん。一人逃げられた」

　普段は無表情に近いティアラの顔に、珍しく悔しそうな表情が浮かぶ。

「指揮官の男？」

「そう」

　レティシアを見て見惚れる者、動揺し慌てる者たちの中で、ただ一人冷静に観察していた。

　二度目の爆炎の際にレティシアの視線が遮られた時に、何らかの方法でこの戦域から離脱したのだろう。

　煙を吹き飛ばした後、男の姿は消えていた。

『大賢者』の称号を持つティアラの結界魔法をこじ開けるほどの実力者。

（厄介な敵を取り逃がしたかもしれない）

　レティシアはそう思いつつも、踵を返すとウィンたちが待っているであろう場所へと向かって走り出したのだった。




「申し訳ございません。閣下」

　帝国騎士団の本隊。

　その一角に設営された天幕で執務中のジェイド・ヴァン・クライフドルフは、背後から掛けられた聞き覚えのある声と気配に顔を上げた。

　声の主はクライフドルフ侯爵の腹心である初老の騎士。現在は内密に任務を帯びて、行動しているはずだった。

「クラウスか。何かあったのか？」

　すでに夜も更け始めているが、夜襲を防ぐためと明日からの行軍の用意もあって、いま陣内では夜番に割り当てられた騎士たちと兵士たちが忙しく往来している。

　初老の騎士──クラウスが誰かに見とがめられる危険が増すが、それを承知の上で別任務を指揮している彼がここに来ている以上、何か問題があったのだろう。

「申し訳ございません。閣下よりお預かりした騎士、全て失う醜態をさらしてしまいました」

　クラウスの謝罪を聞き、ジェイドの顔が一瞬険しいものとなる。

「何があった？」

「勇者メイヴィスの邪魔が入りました。またエルステッド伯の騎士団が邪魔を。捕虜も出てしまうという事態に」

「失態だな」

「申し訳ございません。処罰はいかようにも」

「次で返せ。勇者の姿は確認したのか？」

「は」

「ならば十分だ。殺された騎士たちから素性が漏れることは？」

「身元が割れるようなものはございません」

「捕らえられた者たちを消せ。それと、こちらの素性が割れそうな者の口を直ちに封じておけ。手段は問わん」

　クラウスの気配が融け込むように消える。

　ジェイドは読んでいた書類を執務机の上に放り投げた。

（勇者メイヴィスはアルフレッド皇太子との見合いの為、皇族の別荘に行くという話だったが、ここでその名が出てくるということは、エルステッド伯爵は皇太子と繫がりがあるということだ）

　クライフドルフの派閥の中から、失ってもさしたる影響がない、フェイル千騎長と数人の幕僚を指揮官とした先遣隊五百騎。幕僚を除いた騎士の多くはクライフドルフの息がかかっていない者で構成されていた。

　派閥の中で影の薄かったフェイルは、指揮官として任命されると、張り切ってジェイドたちの思うように動いてくれた。偽情報によって誘導されていることを疑いもせず、偶然にも演習を行っていたペテルシア軍三千騎に突撃した。

　当然のことながら、六倍の戦力差だ。

　奮戦むなしく、先遣隊は本隊の到着を待たずして壊滅してしまった。

　かろうじてフェイル千騎長は戦線を離脱したが、本隊に合流したところをクライフドルフ派閥に属する隊司令の命令で拘束された。

　フェイル千騎長には、後にこの不幸な敗戦の責任を取ってもらう予定だ。

（ロイズ・ヴァン・エルステッド伯爵とケルヴィン・ワーナーか）

　ともに故ザウナス将軍の幕僚だった者たちだ。

　ジェイドの父であるウェルト・ヴァン・クライフドルフ侯爵が、軍内部での勢力を強める際、ザウナスから引き離した。

　魔王軍との戦いで多大な功績を挙げ千騎長の地位にあった二人を、帝都で名ばかりの役職を与え実権を握らせず、飼い殺しの状態にしていたが、例のクーデターの際に十騎長にまで降格。さらに今回の先遣隊に着任させ消すつもりだった。
















（まさか、十騎長への降格を利用するとは）

　アルフレッド皇太子とも、帝都で内勤に就いているうちに政治力を駆使して伝つ手てを作ったのだろう。

　あのウィン・バードが部下となったのも偶然とは考えにくい。

　戦いに巻き込まれる前に、平民を後方へと護送するという大義名分を得て後退している為、敵前逃亡の責は問えない。

　勝手に自領の騎士を動かしたという事実はあるが、元々諸侯の一人であり自領の危機回避の為であると強弁されれば罪は問えず、またエルステッド騎士団が牽制しているおかげで、ペテルシア軍は先遣隊五百騎を討ち取った勢いのまま進攻することが出来なかったとも言える。

（父上に動いていただく必要があるな）

　伯爵領へと封じて動かれては面倒だと、帝都中央で飼い殺しにしていたのが、今では逆に中央に置くほうが危険な人物となりつつある。

　ジェイドはペンを取ると、帝都の騎士団本部にいる父に向けて手紙をしたため始めた。




　冒険者の一報から端を生したこの事件。

　盗賊に扮したペテルシア王国による侵攻であると主張するレムルシル帝国に対し、ペテルシア王国側はそのような事実はなく、軍事演習中の部隊に対する帝国側の奇襲、及び挑戦であると抗議を返した。

　双方真相を知る者は口を閉ざし、レムルシル帝国とペテルシア王国の国境線近くはにわかに緊張が高まっていく。
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　ドリア村での戦闘から数日後。

　トルクの村の後始末を命じられたウィンたちは、トルク村唯一の生存者であるセリを連れて村を訪れていた。

　トルク村は荒れ果てた状態だった。

　いくつもの建物が焼け落ちていた。無事な建物はほとんどない。

　そこかしこに放置された屍しかばねが転がっている。腐臭が漂っていた。

　野犬やネズミ、それに魔物に食い散らかされ原形を留めていない遺体。

　比較的まともな遺体でも、虫が湧いて肉が溶け、骨まで見えているものもあった。

　セリはトルク村へ一歩入るとその変わり果てたありさまに目を見開き、その場に崩れ落ちた。

　うずくまったままえずくセリ。

　リーノがセリを支えながら、風通しの良い木陰に連れて行った。

　ウィンとロック、ウェッジの三人は近くのネストの町から呼び寄せた兵士たちに指示し、遺体を一箇所に集めていった。

　セリの証言からネストとトルク村を結ぶ街道沿いも捜索する。

　遺体をそのままにしておくと、疫病が流行る原因となりかねないからだ。

「リッグスさん……」

　遺体の中からウィンは、顔見知りの人物を見つけてしまった。

　ウィンが冒険者となった時、いろいろと面倒を見てくれた恩人だ。

　ウィンは黙って冷たくなったリッグスの身体を担ぎ上げる。

　知らず、涙が溢れて来る。

　ふと気が付くと、セリも兵士たちが遺体を集める作業を手伝っていた。ウィン以上に悲しみが強いだろうに、気丈にも歯を食い縛りながら。

　そのセリを支えるようにリーノが付いていた。

　兵士たちは遺体を一箇所に集めると、焼け残った建物の材木などを集めて火を放つ。

　本来であれば一体ずつ埋葬して弔ってやりたいところだ。しかし、管理する者のいない墓地に遺体をそのまま埋葬すると、野犬が掘り返したり、この地に漂う怨念や瘴しよう気きによって遺体が不死の魔物となったりしかねない。

　赤々と燃え上がる炎が、村人の安息を一心に祈り続けるセリの顔を照らしている。

　夜空へ舞い上がる火の粉が、まるで天に昇って行く魂のようだとウィンは思った。




「さて、これからどうするかだよな」

　トルクの村人たちの埋葬を終え、ウィンたちは帝都シムルグへと戻って来ていた。

「誰か、身を寄せられる人はいないの？」

　リーノの言葉に、セリは首を小さく横に振る。

「母はトルクの村から外へと出たことが無い人でした。父はエルフですから、きっと血のつながっている人がいるとは思いますけど……」

　セリは耳を隠している頭の薄布に手を当てて、困ったような微笑みを浮かべる。

「そう……ね。ハーフエルフだもんね」

　リーノが頷く。

　エルフ族は自身の血に他種族の血が混じるのを極端に嫌った。

　長い寿命を持っている彼らは、命の短い他種族を見下す傾向にある。恐らく人の血が混じったセリを受け入れることは無いだろう。

　エルフの里でのセリの扱いを見たウィンとロックにはよく分かる。

「だから、帝都でどこか働くところを見つけようと思っています」

「だけど今の帝都の情勢はマズいぜ？　帝国とペテルシアの国境付近が不穏なことになっているから、そっち方面の連中が避難民になって、帝都やクレナドなんかに流れ込んでいるらしい」

　商家の息子であるロックはその辺の事情に明るい。

　町の城壁の外は避難民で溢れかえっていた。粗末な小屋が幾つも作られ、貧民街が拡大している。

　治安も急速に悪化しつつあり、帝都の衛兵や宮廷騎士団はその対応に追われていた。

　避難民の全てが町の中へ入れなかったわけではなく、正当な市民税を払って新生活を送ろうとしている者たちもいた。

　そんな彼らも生きていくためには仕事が必要だが、急速な人口の増加によって人手は余りつつあった。それでも若くて頑健な肉体を持った若者であれば、兵士として志願する道もあったが、若い娘となると仕事が限られてくる。

　それもハーフエルフとなれば尚更だ。

　セリはトルクの村を整理した際、持ちだしていた換金できる品物で市民税を払い、帝都の中へと入ることが出来た。

　市民税を払ってもお金がわずかに手元に残っていたので、そのお金で当面を凌しのぎながら仕事を探すつもりだった。

「そうだ、セリさんさえ良ければ、いいところがあるよ」

　ウィンがセリに紹介したのは、自分が世話になっている『渡り鳥の宿木亭』。

「え？　……良いところかな？」

　ロックが首をかしげる。

　ウィンが働いている姿を見ていたが、給金も安い上に仕事も多く、ロックには決して良い職場には思えなかった。

「確かに給金は安いけど、賄まかない付きだということを考えれば、そんなに悪くはないかなって」

「でも、ウィン。お前はどうするんだ？　セリさんがあそこで働くことになったら、お前の仕事がなくなるんじゃないか？」

「これから戦争になりそうかって話だし、宿で仕事をしている暇もなくなると思う。そうしたら、宿も人手不足となって働き手を探す必要があるわけだし、だったら最初からセリさんを紹介しておけば、俺もセリさんも得じゃない？」

「私はどんな仕事でも構いません」

　結局セリのその一言が決め手となって、ウィンたちは『渡り鳥の宿木亭』へと赴いた。

　丁度昼時の忙しい時間が終わったばかりで、まだ完全に客が引いたわけではないが、マークが一人でも注文に対応できるということで、ランデルとハンナが話を聞いてくれた。

　ウィンとロックの二人がセリの事情を説明する。

　村が賊に襲われ彼女一人を残して全滅してしまったこと。身寄りもなく、またハーフエルフという事情も手伝って、仕方なく帝都へと出て来た。そしていま住むところと仕事を探していること。ペテルシア王国との緊張が高まったせいで、ウィンは当面騎士団の任務が優先されるようになるため、宿の仕事を続けることが難しいということ。

「なるほど。で、君は何が出来る？」

　話を聞き終えると、ランデルはセリに問いかけた。

「炊事洗濯、掃除などは大丈夫かと思います。あと、字も読めますし計算もできます。それと魔法も少しなら……」

「魔法はいらん。だが、字が読めるのはいいね」

「そうだねぇ。ウィンがいなくなるって言うのなら、どのみち人を雇わなければならないし。字が読めるなら願ったりかなったりじゃない。あたしは反対しないよ」

　冒険者や行商人といった旅人を相手にする商売だ。

　ハーフエルフという種族に関しては、ランデルとハンナの二人は偏見を持つことは無い。

　話はトントン拍子に決まり、明日から仕事をしてもらおう、ということになった。

「ここ、狭くていろんな物が置いてあったりするけど、好きにしちゃっていいから」

『渡り鳥の宿木亭』の裏庭にある小さな物置小屋。両親を亡くしてこの宿に引き取られた後、ウィンが長年暮らし続けてきた思い入れのある場所。

　騎士学校の寮に住んでいるウィンは、セリにそこへ住んでもらうことにした。

　ウィンに続いておそるおそるセリが小屋の中へ入ると、中を見回す。

「ボロボロだから、少し補修した方がいいかもしれないけど。こんな狭いとこでごめんね」

「大丈夫です。修繕も得意ですから」

　申し訳なさそうな顔をして謝るウィンにセリが微笑みを向けた。

　実際、彼女は別に気にしていない。

　奉公人であれば、こういう部屋を与えられることは珍しい話ではないと聞いていた。屋根裏部屋などを、誰かと共同で使うこともあると聞く。

　大人が四人も入れば手狭になってしまう程度の小屋だが、個室であると考えれば上等な部屋といえた。

　しばらく使われていなかったと見えて、小屋の中は少しかびの臭いが籠っていたが、空気を入れ替えて掃除をすれば問題ない。

　後は防犯上の問題で、建物を少し補修する必要があるくらいか。

　ウィンが小屋をセリに明け渡すために、残していた僅かな私物を整理していると、

『我は命ずる理ことわりを為す力、在りし日の姿へ回りて戻せ』

　呪文の詠唱が聞こえるとともに、小屋全体が光に包まれた。

「な、なんだ？」

　驚いたウィンとセリが外へ飛び出す。

　外で待っていたロックたちが姿勢を正して立っているのが見えた。

　彼らの視線の先を追っていくと、一人の女性が目を閉じて魔法を行使している。

　壁に当てた右手から波紋が広がるように光が溢れ、朽ちていた壁の板切れが、屋根が、見る見るうちに建てられた当時の姿へと戻っていった。

　やがて、光が収まった。

　かつてのぼろ小屋が、まるでたった今建てられた新築のようになっていた。

　長年ウィンを悩ませてきた壁の隙間も完璧に塞がっている。

　女性はふぅと小さく溜息を吐くと、声もなく様子を見守っていたウィンたちを振り返った。

　深い碧の瞳に、透き通るような白い肌。そして銀色の髪。何より特徴的なのは人より長いその耳だろう。

「大賢者ティアラ様……」

「あなたにお話がある。騎士団本部まで来てほしい」

　ウィンの目を真っ直ぐに見つめ、大賢者にしてエルフ族の姫であるティアラ・スキュルス・ヴェルファは告げたのだった。
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　レムルシル帝国宮殿にある一室。

　そこでこの度の遠征の報告と、ペテルシア王国への対応に関して会議が行われていた。

　会議にはレムルシル帝国皇太子アルフレッドの臨席の下もと、内務を担当する各大臣に官僚、軍部からは千騎長以上の上級将校、そして貴族たちが出席している。

　ペテルシア王国と戦端を開くか否か。

　現在、自由な討議が許され、そこかしこで議論が戦わされていた。

　ペテルシア王国は領土こそ帝国の三分の二程度しかないが、帝国と違い魔王領と接していない。そのため、魔王軍との戦いで疲弊している帝国と比べ、国力の消耗も少ない雄敵だった。

　それに加えて、一つの噂話が彼らの間で駆け巡っていた。

「では、閣下もその噂をご存じで？」

「何でも、敵軍一千をたった一人で消し飛ばしたとか」

「私が聞いた噂ですと、剣の一振りで百人を斬り、攻撃魔法で村ごと消し飛ばし、まさに鬼神のごとき強さだったと」

「しかし、勇者の力というのは恐ろしいほど強大なものですな。その力があれば、我が帝国は安泰ではないか。それどころか、大陸に覇はを唱えることもできるのではないか？」

　主戦派を中心に噂を語る声はどんどん大きくなり、周囲に拡散していく。

　勇者メイヴィスが帝国軍に参加することで、ペテルシア王国に勝てるのではという楽観論だ。

（馬鹿馬鹿しい）

　心の中でロイズは罵った。

　今のロイズは、ペテルシア王国と隣接しているエルステッド領主として、御前会議に臨んでいた。

　──帝国には勇者の力を振るう用意がある。

　これがどれだけ大きな意味を持っているのか、本当に理解している者が主戦派にいるのだろうか。

　勇者の力は強大だ。

　今回の衝突で、敵軍千人を一人で壊滅させたと誇張された噂が流れているが、話をややこしくしているのが、本当に千人だったとしても勇者の力であれば可能だということにある。

　実際、援軍に駆けつけて来た自領の騎士たちとともに戦場へと戻った際、ロイズはその、人の常識を遙かに超越した存在の力が振るわれた痕跡を目にすることになった。

　地面に残る焼け焦げた跡。

　火炎系攻撃魔法の飽和攻撃の爪痕だろう。

　天にも昇らんとする爆炎は、撤退中のロイズも見ていた。

　だがそれだけの猛攻を受けながらも、後に合流したレティシアの身体には火傷の痕どころか、煤一つついていなかった。

　そして、死屍累々と横たわる騎士たち。

　そして、これをたった一人の少女がやってのけたのだ。

　前線で勇者の活躍は聞いていたが、ロイズは勇者が実際に戦う姿を目にしたことは無かった。

　伝え聞く噂には幾分誇張も混ざっていると考えていたのだが──。

　だが、実際に目まの当たりにして、ロイズは戦慄を覚えざるを得なかった。

　ウィンがケルヴィンとロックの三人でドリアの村へ偵察に赴いたとき、ロイズはレティシアと二人きりとなった。

　その際のレティシアの変貌──。

　ウィンと一緒にいた時の年頃の少女のような表情は消え失せ、双眸は冷徹な光を宿す。身に纏うのは高貴さと神聖さを合わせたような近寄りがたい雰囲気。

　ロイズが皇宮で初めてレティシアと会った時と同じものだ。

　ロイズは自身が伯爵であるため、夜会への参加経験は豊富だ。

　帝国のみならず、諸外国の王侯貴族の姫君とも面識がある。

『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスへと意識を切り替えた彼女は、貴族の姫としての気品を持ちながらも、侵し難い威厳と強烈な戦意を纏っていた。

　ウィン・バードという騎士候補生が勇者に与えている影響の大きさを、ロイズは間近で見て改めて知ることになった。

　ロイズが考えをめぐらしている間にも討論は続く。

「我々は勇者メイヴィス様を前面に押し立てて、ペテルシア王国に進軍すべきです」

「待て！　確かに先のクーデターといい、この戦といい、勇者様が我が帝国に与くみして戦ってくれた。だが、ペテルシア王国との戦争に力をお貸しくださるかどうかは定かではないのだぞ」

「宣戦布告をして、勇者様がお力を貸して下さらなければどうするつもりだ」

「ほう？　我が帝国の誇る騎士団は、勇者様のお力添えを頂かねばペテルシアにも勝てぬと申すか？」

「そうではない。我が国の誇る勇猛な騎士団は、ペテルシア王国軍であろうと勝てると確信している」

「ならば問題ないではないか。その言葉通りの結果を見せてもらいたい」

　と、アルフレッド皇太子が手を上げた。

　議論を交わしていた諸侯が口をつぐみ、アルフレッドへと視線を向けた。

「先程から聞いていると、勇者メイヴィスが戦場にいたように聞こえるけど。彼女は我が別荘を訪れていた。戦場にいるはずはないんだけどね」

「ですが、確かに戦場にて勇者メイヴィスの姿を見たとの報告がございます。そこにおられる、エルステッド伯の率いる小隊と同行していたとの噂もございますし」

「それ、噂だよね？　エルステッド伯爵。君が勇者殿と同行したというのは本当かい？」

　アルフレッドの視線を受けて、ロイズは発言するべく立ち上がる。

　ロイズが立ち上がったのを見て、そこかしこから「敵前逃亡した臆病者が……」「勇者様の戦功を自らのものにして、逃亡したことを隠そうとしているに違いない」と言った声が漏れ聞こえた。

　ロイズを見る彼らの視線はどこか嘲笑を含んだものだった。

　今のロイズへ向けられている他の貴族の評価は、〝かつて千騎長の地位にあったがいまは十騎長。そして、伯爵という高位の貴族ではあるが、権力闘争に敗れた男〟というものだ。

　御前会議に軍人として出られないものだから、紛争地域の当事者ということで無理矢理伯爵として参加した。周囲から見れば、権勢を取り戻そうと必死に悪あがきしている男にすぎない。そしてロイズ自身の外見がまた、いかにも腹に一いち物もつある男で、その噂に説得力を持たせていた。

　ロイズ本人も、噂に関しては特に何も言い訳をしていない。

　悪い噂で宮廷仕えすら罷ひ免めんされ、領地へと戻してもらえるなら、ロイズにとっては願ったりかなったりだ。

（とはいえ、あの方によって嵌はめられたとはいえ、部下として預かっている以上、放り出して領地にこもるわけにも行かんだろうな）

　はぁ、ロイズはこっそりと溜息を吐いた。

「私は戦地で保護した平民を後方へと護送する任についておりましたので、勇者メイヴィス様と同行する栄誉を授かるような事実はございませんでした」

「平民の護送ではなく、敵前逃亡ではないかね？」

　じろりと横目でロイズを睨みながら発言したのは、ウェルト・ヴァン・クライフドルフ侯爵。

「どこだかの村で、敵戦力を卿の率いた部隊によって排除したと報告があったが、実は勇者様の功績を卿らが横取りしたのではないかという報告もある」

「ほう、それはどこからの報告なのか興味深いですね、侯爵閣下。平民を後方へと護送した件につきましては、フェイル千騎長から命令書を頂いていますし、敵前逃亡とは甚だしい誤解です。どこだかの村での戦績に関しましては、平民を護送するために我が領の騎士団を呼び寄せたまでの事。私は生来の臆病者でして、万が一に備えたのです。たまたま後退中に敵軍と遭遇したことは運に恵まれました。それに、侯爵閣下のおっしゃられるどこだかの村とは、クライフドルフ侯爵領内にあるドリアという村でございます。むしろ侯爵閣下におかれましては、閣下の大切な領民を救い敵軍を排除した我が騎士団へ、感謝のお言葉を頂けると思っていましたよ」

「ちっ……感謝はしている」

　ウェルトは忌々しげに舌打ちをした。

「その辺にしておけ、クライフドルフ侯、エルステッド伯。エルステッド伯が陣地を離れた件に関しては、確かに当時上官であったフェイル千騎長の署名入りの正式な命令書がある。よって敵前逃亡には当たらない。それと、勇者殿は確かに皇族の別荘に滞在されていた」

　アルフレッドは、先ほど勇者が戦場にいたという報告があったと発言した貴族を見る。

「それとも何かい？　僕が噓をついているとでも？」

「いえ、そのようなことは……」

「畏れながら申し上げます、殿下。たとえ勇者様といえども、彼女は我が国のれっきとした貴族なのです。皇室の血も引いておられる。畏れ多くも皇帝陛下のご聖断が下されば、従わねばならぬ義務があるはずでは？」

「うん。本来であればそうだ。でも、勇者殿は女神アナスタシア様から聖別されたお方だから、実際のところ僕たちが無む理り強じいは出来ない。メイヴィス公爵、そこのところどうなんだい？」

　アルフレッドから視線を向けられたレティシアの父、レクトール・ヴァン・メイヴィス公爵は苦々しい表情を浮かべた。

「おそらく、皇帝陛下のご聖断であっても簡単には従わぬと思われます」

「私もそう思う」

「畏れながら殿下」

　再びウェルトが発言する。

「勇者様がたとえ積極的に我が帝国へ協力されないとしても、それでも戦力として数えておくことは無意味とは思いませぬ。いくら勇者様であっても、祖国の危機となれば立ち上がると思われますし、立ち上がると他国に思わせるだけでも抑止力となります」

「…………」

「そして、もう一つ。我が騎士団にはあの勇者様の師匠筋の騎士候補生がいます。その候補生も騎士である以上、組織上層部からの命には従わねばなりませぬ。彼に命じて、勇者様へ協力を要請すればこれを無む下げにすることは出来ますまい」

「おお、確かに」

「なるほど。確かに命令には従わねばならない。そして弟子は師匠の言に従うものだ」

　ウェルトの発言に、次々と賛同の声が上がる。

「陛下のご聖断を頂けましたら、さっそくその騎士候補生に命じて、勇者様に協力を要請し、ペテルシア王国に目に物を見せてご覧にいれますが、いかがでしょう？」

　ウェルトは発言の途中で、勇者の参戦をことさらに隠そうとするロイズの方を見やり、ニヤリと笑みを浮かべた。

　ウェルトはウィンがロイズの部下であることを知っている。

　そしてウェルトがウィンに命令を下すことを、騎士としてのロイズは防ぐ事ができない。

　ロイズも貴族としてならば、たとえ相手の爵位が上であっても意見という形で自身の考えを述べることもできる。だが、騎士団では、万騎長で中央騎士団長であるウェルトと、たかだか十騎長にすぎないロイズでは階級差が大きすぎる。発言を許されなければ異論を挟むこともできず、命令に従わざるを得ない。

「さすが、クライフドルフ侯。その手があったか」

「ペテルシアの連中が騎士団の先頭に立つ勇者様を見て青くなる姿が想像できるわ！」

　追つい従しようの声にウェルトは満足そうに頷きながら、周囲に片手を上げて応えて見せた。

「殿下、ご下命頂けましたら私が勇者様と共に最前線へと赴き、ペテルシアの王宮に我が帝国の旗を立ててご覧にいれます。どうぞ、陛下のご聖断を！」

「ああ、その件なんだが、侯爵」

　決断を迫るウェルトにアルフレッドは微笑みを浮かべた。

「悪いんだけどウィン・バード騎士候補生は配置換え」

「は？」

「ちょっと考えがあってね」

　一瞬の静寂の後、広間は騒然とした雰囲気に包まれた。




「あはは、いや、笑った、笑った」

「笑い事じゃございません、殿下。これで、ますますウィン・バード騎士候補生への風当たりは強くなる」

　先ほどまで会議が行われていた一室。

　アルフレッドは参列者でただ一人残ったロイズと話していた。

「これで主戦派がすぐに暴発する危険性は抑えることが出来たかな？」

「少なくとも、ウィン・バードを好き勝手に利用されることはないでしょうが」

「何せ、勇者メイヴィス殿の唯一無二の弱点だからねぇ。早めに手を打っておかないと。それにこの件に関しては君も反対はしなかったじゃないか」

「私としましては、もう少し慎重に事を運んでほしかったんですけどね」

　ロイズは溜息を吐いた。

「それで、人選はあのままでよろしいのですか？」

「ああ。問題ないと思う」

「いやいや、問題は山ほどありますよ。皇女殿下のお側に、平民の、しかも男性をつけようというのですから」

「うちの妹が貴族どもの権力争いの道具にされるよりかは遙かにマシだよ。それに、ウィン・バード騎士候補生をいいように利用されるのも困る。大体、あいつら抑止力っていうものを本当に分かっているのか」

　──帝国は勇者の力を振るう用意がある。

　抑止力としては確かにこの上ないものである。

　実際、レティシアの力は敵国の中枢にまで届きうるのだから。

　ただし、それは一国相手であればの話だ。

　その力がどこへ向けられるかわからない以上、他国にとっては脅威だ。

　そして、実際に振るわれることがあると思われたなら──。

「とりあえず、帝国は滅びるだろうね。それに──」

　アルフレッドは両手を組むと柔らかい表情を浮かべる。

「兄としては、妹にも少しは機会を与えてやりたいと思うじゃないか」
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　騎士団本部は騎士学校と同じ敷地内にある。

　正面門を潜り、騎士団本部のある建物へと歩きながら、ウィンは、はぁと大きくため息を吐いた。

　ウィンに騎士団本部へ来るよう伝えたティアラは、正装に着替えてくるよう要求した。

　つまり、正装に着替えなければならない事情が待っているわけで、その事実がウィンの心を重くしていた。

（何の呼び出しなんだろう。先日の戦いでの戦功が認められて、何か貰えるとかかなと思ったけど、それだったらティアラ様は関係ないことだし、そもそも一介の騎士候補生にしか過ぎない俺を、わざわざ正装で騎士団本部へ呼び出す必要もないし……）

　軍功での褒賞であれば、ウィン一人を呼び出すことはない。

　そもそも、先遣隊はペテルシア王国軍によって蹂躙され、帝国側のほうが被害甚大だ。

　負け戦と言っても過言ではない以上、万が一褒賞や昇格辞令があったとしても、小隊長であるロイズの口から伝えられるのが普通だ。

　あのクーデター事件によって帝都近郊に詰める正騎士たちが激減し、騎士学校が休校状態に陥ってはや二ヶ月。

　あの時からウィンの環境は一変してしまった。

　いや、ウィンに限らず学生全体がと言ったほうがよいだろう。

　レムルシル帝国の北の国境には、魔王が支配していた広大な土地が広がっている。

　そこではかつて勇者によって魔王が討伐されるまで、悪夢のような人類と魔物たちの戦争が延々と続いていた。

　魔族はもちろん、魔物の多くが人類よりも身体能力に優れている。そして、低級の魔物たちは繁殖力も強く、圧倒的な物量差で人類側は押され、帝国も多大なる犠牲を払い続けてきた。それは魔王が倒れた後も同様で、いまだに北の国境付近では魔物による深刻な被害が発している。

　そのため、北の国境付近の精鋭の騎士たちを引き上げることができず、結果として中央から南部にかけての戦力が手薄になっているという状況があった。

　帝国は学生といえども戦力にせざるを得なかったのだ。




　騎士団本部の受付で名を告げると、係りの者が上階にある部屋へと案内してくれる。

　騎士学校と併設されているが、ウィンは騎士団本部のある上階へは足を運んだことはない。

　せいぜい、書類などを受け取りに一階を訪れたことがある程度だ。

　かつての皇宮ということで、そこかしこに美麗で精緻な細工が施された柱や壁画が残されているが、騎士学校と違い調度品のようなものは取り払われていた。

　案内された部屋の扉は、その階でもっとも奥まったところにあった。

　分厚い黒塗りの樫でできた扉は、ウィンがこれまで見たことないほど立派なものだった。

　扉の上には『貴き賓ひん室しつ』と書かれた札。

「あ、あの？　本当にこの部屋であっているのでしょうか？」

「はい。こちらに案内するよう仰せつかっております」

　思わずウィンは案内をしてくれた女性を振り向いたが、彼女はウィンに微笑して一礼すると、立ち去ってしまった。

　あとに残されたウィンは、どこか威圧感を放つその立派な扉を前に立ち尽くしていた。

（どうしよう？　開けて、怒られたりしないだろうか……）

　ウィンはしばらく扉の前で固まっていたが、呼びつけた偉い人を待たせても問題になると思い、覚悟を決めて扉を叩いた。

「入りたまえ」

　入室を許可する声が中から聞こえ、ウィンは「失礼します」と重い樫の扉を開けた。

　室内は騎士団への来客を迎える部屋ということで、勇壮な騎馬に乗った騎士の巨大な絵がかけられ、黄金の柄と宝石が鏤ちりばめられた剣や盾、鎧など、装飾用として造られた武具が飾られ、また一見して高級そうな調度品が置かれていた。

　そして中央には巨大な卓が置かれ、四人の人物がウィンを待っていた。

　四人のうち、三人が席に着き一人が立っている。

（あれ？　隊長？　それにコーネリア様とティアラ様がどうして一緒に？）

　ただ一人立っていた人物はロイズ十騎長。ウィンの直属の上司だ。

　ティアラはウィンが入ってくると小さく黙礼し、コーネリアは小さく手を振って微笑みを浮かべた。

　ウィンは顔見知りの顔を見つけて、少しだけ安堵する。

「ウィン・バード騎士候補生、参りました」

（あれ？　この真ん中に座っているお方は誰なのだろう？　どっかで見たことがあるような？）

　ウィンが騎士の礼をすると、コーネリアとティアラの間に挟まれて座るまだ若い青年は、鷹揚に頷いてみせた。

　騎士団の正装──に近いが、厚手の布を使用した白い騎士服。金のモールを付け、さらには金糸で袖口や裾に精緻な刺繡が施されていた。

　帝国で白の騎士服に金の装飾を身に着けることが許されている者は皇族のみ。

　ウィンの同期生ではあるが、帝国の第一皇女であり、皇位継承権二位のコーネリアと大賢者にしてエルフ族の姫であるティアラよりも上かみ座ざに座ることができる人物。

　つまり──。

「ああ、楽にしていいよ。今日の訪問は非公式のものだ。今日はレムルシル帝国の皇太子として、勇者殿の師であるウィン・バード君に会いたかったんだ」

　帝国皇太子、アルフレッド・ラウ・ルート・レムルシル。

　慌てて膝をつき、皇族への最敬礼をするウィンに苦笑しながら、

「君には私の妹であるコーネリアの従士をしてもらいたいんだ」












































































あとがき







　ご無沙汰しております。ｗｅｂ上ではピチ＆メルこと三丘洋です。一巻に引き続き二巻もお買い上げいただき、ありがとうございます。引き続きお買い上げいただいてますよね？　二巻からの購入ということはないですよね？

『勇者様のお師匠様』二巻、無事発売となりました。とても嬉しいのと同時に、いまだに信じられない思いです。自分が書いたものが全国の書店に並んでいる現実──人生何があるかわかりませんね！　一巻発売直後、ツイッターで「購入しました！」の発言を見て、隣県広島まで（在住の山口県は発売日が一、二日遅くなるのです）探しに行ったことはきっと生涯忘れることがないでしょう。多分二巻でも同じ事をすると思います。




　さて、二巻の内容にもそろそろ触れていきたいと思います。

　二巻ではｗｅｂ版のものから、ストーリーの展開を入れ替えて、構成し直しています。さらに読みやすく、テンポ良くなったんじゃないかな、と思います。

　さらに、こずみっく先生の綺麗なイラストを見ながら読むと、より一層物語を楽しめると思います。制作過程でも、イラストを拝見させていただくたび、「レティかっこいい！」「セリかわいい！」と、ワクワクしっぱなしでした。

　そして二巻から登場のキャラといえばやはりロイズ！　ｗｅｂ版未読で書籍版から読まれる方の中で、あとがきを先に読まれる方もいらっしゃると思いますので、こちらで詳細を申し上げることは出来ませんが……、ひとこと！　ｗｅｂ版を読んでいただいている皆さん、皆さんのご期待以上のイラストになりました！（笑）

　ｗｅｂ連載時から何かと反響の大きかったキャラ。美麗なキャラを描くこずみっく先生に彼を描いてもらったらどうなるだろうと思っていたら、想像以上に凄いキャラを描いていただくことができました。

　ぜひ、読者の皆さんにもご覧になっていただきたいです。




　では、気になる三巻の予告と参りましょう。

　三巻では、一巻でわずかに触れました冒険者ギルド、そして魔族。定番中の定番であるこの二つがいよいよ描かれます。この作品において、魔族がどれほど絶望的な強さを誇るのか、そして騎士や一般的な冒険者がどれほどの強さなのか。レティシアがどれだけ規格外の存在なのかがわかるよう、予定ではｗｅｂ以上に濃い内容のものをお届けすることができると思います（と、担当さんに大見得を切っちゃった……）。

　ウィンとレティシアの活躍をご期待ください。




　そろそろ、謝辞へ。

　この二巻の刊行に当たりまして、今回も多くの方々のお力添えを頂きました。

　まずは前回に続きまして素敵なイラストを描いてくださいました、こずみっく先生。

　二巻初登場キャラクターたちのラフイラストを描いていただき、拝見させていただきました際、すぐにでも周囲に自慢したくて仕方がなかったです。本当にありがとうございました。

　そして担当編集の清水様を始めとして、デザイナーのプリグラフィックス川名様、校正の大迫様。今回もたくさんお力添えを頂きました。

　本当にありがとうございました。

　そしてもちろん、書籍化後もｗｅｂ上で応援してくださっている皆様、書籍から応援してくださっている皆様。無上の感謝を。

　もしも感想等ございましたら、編集部に私宛のお手紙などどんどん送ってください。

　手紙を書くのが面倒臭いと思われるようでしたら、「小説家になろう」の感想欄、ツイッターなどでも結構です。誰かに見られるのが嫌でしたら、メッセージでもいいですよ。

　必ず目を通しますし、時間は掛かるかもしれませんが、基本全てお返事させていただいています。

　皆様からの感想にとても励まされ、たくさんの力をいただいています！




　それでは、三巻で皆様と再びお会いできることを祈って──。




三丘 洋







三丘洋　Yo Mitsuoka

山口県在住。Twitterでは阪神タイガースのことばかり呟いています。極々稀に作家らしきことを呟くことも。ご飯にはお味噌汁が付いていないと物足りなく思うようになり、年齢を感じるようになった今日このごろ。
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マイブームはヒンズースクワットです。続かない。
















装丁／川名 潤（prigraphics）










電子版




勇者様のお師匠様 ⅡThe Master of The Brave








著者　三丘洋

画　こずみっく





2017年4月28日　発行





[image: ]Yo Mitsuoka 2014






本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

『勇者様のお師匠様 Ⅱ』

2014年10月10日初版発行






発行人　青柳昌行

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日を除く）

編　　集　ホビー書籍編集部

http://www.kadokawa.co.jp/

















item/image/p241.jpg
Hhi






item/image/p085.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p275.jpg
TEits

f
d
4
2

B3
;

S






item/image/p315.jpg





item/image/komidasi-05.jpg
3





item/image/p319.jpg
[BR] AR
[4H5] 28
[Bemk] g

(b=t FHATIR) ,ﬁé

W, FEEHEEEThu X
NEORRTHY, v 4 vmy

7 DEE, BT EEry

BT, RO AHE
HE 5 eBERA A, KRR,
7 =7 2 —BHFZIBML TWig

Motk DO, FvFARO—A
EReEhoa XL L CTHR
HOTERRCER S DRI, —
BEREHBR A AR L AR A R
2 (T IR B otk Ak
RWy 25 BEA D, DB
R DI TR > TV %,






item/image/komidasi-04.jpg
3





item/image/p318.jpg
B :‘;9’

=P SR B
INATyF

¢/ PNL

[4EiR] 33i%

[E®] AR5 5 F
amHEE,

B (haB-EETE

b5 &
D)
e
§ 1
L

W, HEEBEEL TS0
A ZNEOBETHY, V4
v¥uy70LHE, THTH
RTH Y, T, FHAIE
DERGFTV5, Fi, dbFh
B FRR, KRR AREEL
TR RO, 2O TLY Y > A0
TNTHotehs, 7 —F8—HfkL7 5
47 FA 7RO L b DEN% & >
TR S @ bhl, AADEME
HFFES FREGERRKRE LTOFH
WIEE - T B, KRR OMEF
bS5, LEL EAY,






item/image/komidasi-03.jpg
3





item/image/p317.jpg
TANG o
7\_=\=J)b7\ .
UES ks

[fE] ~1=r7
[4EH] 1803%

[Be] = 7 ol KE# /égf
£

NAZTA7ELTERECHK, BE
FERNE 5 2 T A DBEN R FEo
TRB#g, VT4 o7 EHEEY
BILLEHEDO—AT, VT4 TR
& o TRRANCAE & 7e > 7 Ao
AMITIEBH & LTRELIIRS -
T b D0, RETRARICEE S &
Resvy g v72ETRM-> T
oo METEEERCHS S, 3T
EEVHH O CTH A TH
B, ERRSHEE R B
JT, A7 ETHE—K
W7D S & 78 %,






item/image/komidasi-02.jpg
3





item/image/p316.jpg
[ER] Al
[4:Hb] 175%
[B) FokEbE

o

"D BOEARE S ORFBY. %
VIR =712 220 TR
HHEMCBLTEY, VT4 V7
D EDBKIFET, X<brob
LEHL T, 4 Thiikicid
RTVWB2, V71 v 7 BHLE
REFZFIEBEDOR\NTT < i
AL CROCGEROEEC TV 5,
BlFwcinh o e B ATR%E
FROH Licd DD, bz ks
TR L T e TR B
HLOEXEDOLLIZL, BLOD
HELEECKCEHZ TV %,






item/image/komidasi-01.jpg
3





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK~WALKER





item/image/p025.jpg





item/image/p069.jpg





item/image/p068.jpg
LzoviovatE B

LRAT INA
HOLIE R  2 0 7 d B v AV TEELER DR, £ OMRA N E B AH
R TR TR RN LR RAMEAE T 5, B LA L A0 oK 25 Bihie & 53 BE
B, HEE Vo AMSERE T\ %, v A n FBEFROAERESE ORFICILE
BHE R, AU TH > T, MOFEAFE LD b @SR H T L D,

AT
AZERRT, FHOC X D B, WALy A4 TBER A OIS & . AR
~ENET, B E LT s & IR IEIRAZE BN E BB B E L, T LTAYS
ELCREPBRPRE LT85, D2 TRRKR OB LR DRAOF RO 22T A
RTWIe EEH & OWFRHC SR OBEN M % & Lictes, #E % BICERIC
LI Rp T,

FEWIM

AR, FEOKD ) T L R ORI T b, AT 5 L1
By LB NG 2 b THEBSERRE (k) ~ SR 5 & L KB, HEBT A
RARBICA G & 70 o BB L 75555, TRRE CRHVUAY S THHE
A NS 5 & L TEAES R, 7ok, TR R B EFAELRD B R,

W 9%

(L) B~ R R U, B, AR 7 € 7 . 5 MBI &\ o At
B2 L & B BRI B PR AR L 3 B BRI, £ L ORI
BT, BFAMAEAEMN &\ o 1B 2 3 & 3% BRI RL D CABIShB, A¥EL
TEEEIIRANG , B R B BT SE BERRERA L O D
ho, ThZROBTE T ANE—2 5 AL LT ADHE AL, BBIHAE, Btk
HRER BT o F R SRR B BE RN Fho BB L T 234 |
EPERAFH TR L TV A aEED B FHE 28 IR L THM 2T 5 2 LBt Sh T
VW3,

(2) HESE- BEETIRERSE, BRIFSE, AR RS & s o 7o R 0 2o, IRAfT2A-O s, RS,
RO, SRk, ROCH, BEEHG, MEY L o RBIE\CBESFET 5, FAERD
O OFRENDH DO BIETHE TLE L /R 5l 2RI TRIET 5, BitbLto
[HIVEREBEE R A 2 08, HEBS L 28 T D X 0 ERROHIHE AR T 5,






item/image/p225.jpg
s






item/image/maruc.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		孤独に震える少女の心。──



		【序　章】勇者メイヴィス



		【第一章】いつか帰りたかった場所



		【第二章】災いの予兆



		【第三章】いつか見たあの夢



		【第四章】森の守護者



		【第五章】樹光下の告白



		【終　章】かくて物語は動き出す



		レムルシル帝国　騎士学校



		レムルシル帝国　騎士学校 Ⅱ



		レムルシル帝国　地図



		魔法



		登場人物紹介



		あとがき



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p135.jpg
w=






item/image/p134.jpg
LvaovioviE  BEAE T

RS LRSI B

SRR, KO _HRBRMT bR b, ZEEREER L —R~ AR, SR
BRIBE LICHEL D AOERL TRRL I TIAHKT 5 & L AEM, BRI
BERERL OREH AR C— B B L O BB ZBRONASM £ 105, S bLIRBIHESRE
DFRBAC RES AL R X A BUBRIREI 23D U | JTREMER B R AR, R e e
HERBO 02 DEINT 5 & LA TE A, FEEZ/\ZFECHRBRHA ST T
RARBEERR D4 Lo fo, RBROGHILMERBKClr e S HENEER S
N5, EHAEEH IERRMARORBAL —FIB LOSKAEHTHY . B
BAR DS B, £ U CHEE O S HRB T h %, AT % & HEB bR 2 I 5
BT LAHED,

AEBS LA IR

FERCERD, ERO_MRARLThh s, ZREBFERE M~ =+ =0,
S TR E CREREMZE DRI A MBS L 78 B, RBROMBIHER L
HEARBR OB S & 53 B8 o 7o b DX T, B LERR AR IRHAE ), RiTe AR S
B MR R RERBRAEN S T %, BOLOB LR CIRIER LML 213 5 L ¥ L 7o
BN, AT BB CRIER AR L C b AR LR & U TR L
i ERA, Bhl L TOEH L ERELTLI TN S LD, Sk AT
BB TR OB LB RK S h TR ), oS L H RO
L INTNDH D Th L, EHIFEL D EL L IhBH, #AMVu#%LHLT
R T b Be

AEB DR

ﬁr L L PSR L TR S R B B hERE T, RIEROB TR O

SR CIE G AL 2 R U 2o (3 07 TG o B R O T 82 F B L3R B LR~ & B
§h.yA»7%i¥&%¥¥Lk%u$f¢%%tﬁ«&ﬁﬁéhbnﬁﬁmﬁ%
FRHER LR 2 LR T RS D, [iidE L Ao\ BERAG O T CHR A B
LoEis,






item/image/p177.jpg
CHILES






item/image/p176.jpg
AL LILT
Smoigh

B 577w ;
PE IS TLe7

ez
St ™, 5T im

g 6'%%%2 g/ gém%c{%—-——






item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/k003.jpg
The JlHaﬂzr
of The Braue

Witten by Yo Mitsuoka
Hlustration by Cosmic





item/image/p291.jpg
w5






item/image/p290.jpg
B

BELE ORI

KREH B R R Ot R OFEAR X v A hichEc, W80\ Fpo ) % il &
LTG5 o & THx B R AT, BENDHMG T 13 RSO TN
<L HIER S THE LRI & T ) FRTPA A2 > T BEBIZ KRR, B+ &
Vo BB R Al DRES 5 TAGHE), O EEN R THBESE5 2
L TR R e B R A E A M TSR, XD EMAFEL DRI E T, b LR
ZOHEZ DS ORGIES ® D TR OEMBNE L LCHFET 5,

Wow
MR L ERBOBRRI D AT hs s Sha, AN, 5 LbLPBHFTIHTD T
Bhy —RTHEMEZAAF—ZDL DL b Ebhs, MECHIRLR LERP
5 G DFFFEIEH, IS ZRETCd DRIB R E > LMD Ho REMREIL, K&
Lo Rkt AN, MICICE SRS AR o, ARER SIS
SRR RN ERO S EHE L Bbh B T LH %\,

ik W

AR, SRR R B i OB E A WA BT hERES R D LN TE
TR\ Z DIDMARFES B HIREL VR A 2 =2 T B BN B, WLHKEIL
BEDA A =D EHTET HIDDE D TUEND, BEDD O TH Ry
Hrh L1 2 AU TH T LAMR DO, MIKE TSR RBT 5 Lk
AR/ DI, HLOBETHEC LB I N LY RERYRETIE T T ks
T, 3L AL OREHITA KBTS 5. T OBLAGK S BRERE LY v
1 AEECHER SRV b O AR L 7e->Th ), T, CODB %Y T, 7]
EWVSFKIRLE T,






item/image/p168.jpg





item/image/p321.jpg
AAZ AR
JL—DbeLALILIIL

[HifE] AR
[4FHp] 243
[ v A fEERT

VALY AREORKFTHY, 2 —% ) 7ORL, B
BBt cie b ) Bia w47 - Tk b, HEO
FH BB IS, NEOT I REOME R ) 5o
EREEBOBIHLER LT ECL E > i 05k F
ROF~OBBIEM & > ik ERA T 5, A
CREESA—EORKTFELTRBEVX Stz 52, Fl
HATE2LDRFAT ) FOAMERE, 2—%)
TNTELRTHBACAEEDIS X 5 IKfi> TV 5,






item/image/p001.jpg
BHBRD
Johihlekk

||

The Master of The Brave






item/image/p045.jpg





item/image/p287.jpg





item/image/p320.jpg
B I
S
2
U

[fif] ~—7 A7
[4Eb] 167%
R B (s ED

TIA7DRENEDR LY EThic
N=7IN7, EEhBFofcbr s
HT, R ERBOMERL TR 2
5, NIt b O E BT
T WHRIBATHS, Eez
7 DMHPREL > TV BIDFLE R
. s ROFEERFA N OB T
HANGDED o T LBHLDUTE
S ZLUTHERR A Hbo T BT
B, FIRE LTk@muEELFO,
HOBBBTHE S 2 v 7B FE
2. THED BORARES TGRS
T} & Lok,






item/image/p005.jpg





item/image/p169.jpg
HB

-
S A
oy Yl






